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1. 総論  

A) はじめに 

創 価高 等 学 校  校 長  塩 田 誠 一郎  

 

本 校 は「日 本 の未 来 を担 い、世 界 の文 化 に貢 献 する有 為 の人 材 を輩 出 すること」を目 的 として、

池 田大 作 先 生により創 立 されました。「健 康な英 才 主義 」「人 間 性 豊かな実 力 主 義」の教 育 方 針のも

と、生 命 尊 厳 の理 念 に立 脚 しながら、生 徒 一 人 ひとりに内 在 している優 れた能 力 を引 き出 し、限 りな

く豊かな人 間 性の開 発 を行 い、生 徒たちが自 信 を持って社 会の指 導 者 に成 長 していけるように教 育

活 動をおこなっております。  

2016 年 度 には、グローバル人 材 像 を「創 価 の精 神 の根 本 である『生 命 尊 厳 の思 想 』をもって、世

界 平和 に貢 献する『地 球 規模 課 題の解 決』に寄 与 できる人 材」と定め、ＳＧＨ研 究 開 発構 想を「言 語

技 術 を磨 き、地 球 規 模 課 題 解 決 に取 り組 む能 力 育 成 プログラム」と掲 げて、SGH 校 としての認 定 を

受けました。  

本 校 が開 発 したカリキュラムは、１年 から３年 まで言 語 技 術 を磨 きながら、ＳＤＧｓをもとに地 球 規 模

課 題の探 究 学 習 を行 うものです。週 １回の言 語 技 術の授 業 では、日 本 語と英 語 でのコミュニケーショ

ン能 力、文 章 や情 報を正 確 に読み解 き対 話 する力 、論 理 的な文 章 を書 く力などを身につけさせ、探

究 学 習 の土 台を作 っています。その上 で、二つの学 習プログラムを開 発 しました。一つは、全 校 生 徒

を対 象 にした探 究 学 習 プログラム「ＧＣＰ」（Global Citizenship Project）であり、もう一 つは、希 望 者

から選 抜 した数 十 名 を対 象 とする探 究 学 習 プログラムで、全 校 に展 開 する学 習 のパイロットケースに

もなっている「ＧＬＰ」（Global Leaders Program）です。 

こうした取 り組 みによりカリキュラム・マネジメントが進 み、３年 の３学 期 には探 究 学 習 の成 果 を小 論

文 にまとめ、日 本 語 と英 語 によるポスターセッションを行 うまでになりました。生 徒 には着 実 に変 化 が

生 まれています。３年 次 の活 動 報 告 会にお越 しの来 賓 が数 人の生 徒 に「この授 業 で何か変 わった？」

と質 問 されていました。どの生 徒 も「主 体 的になりました」「社 会 や世 界 で起きていることが他 人 事では

なくなりました」と応 えており、来 賓 の方 は感 嘆 されていました。また、生 徒 は自 信 を持 って海 外 の大

学に挑 戦 し、進 学 後 も活 躍 しています。フランス政 治 学 院 に合 格 した生 徒 や海 外 大 学 に進 学 してす

ぐにエッセイコンテストで優 勝 した生徒 、GLP での探 究 学習の成 果を報 告して東 京 大 学に推薦 入 試

で合 格をする生 徒が出るなど目 覚 ましい成 果となっています。  

これからの SGH の取り組みとして、日本 語と英 語 の言 語技 術を深 化させるための「言 語 科」を、探

究 学 習 をさらに充 実 させるための「探 究 科 」を設 置 し、地 球 規 模 課 題 を学 習 するカリキュラムの開 発

をさらに進めてまいります。  

これからも、創 価 高 校は創 立 精 神 に則り「誰 も置 き去 りにしない」社 会 を建 設する世 界 市 民を育 成

することを目 的として、学 校建 設 、SGH 校としてのカリキュラム開 発にとしっかりと取り組んでまいります。  

最 後 になりますが、ご指 導 いただいている運 営 指 導 委 員 の無 藤 隆 先 生 （ 白 梅 学 園 大 学 子 ども学

部 教 授 兼 子 ども学 研 究 科 長 ・文 部 科 学 省 中 央 教 育 審 議 会 初 等 中 等 教 育 分 科 会 教 育 課 程 部 会

部 会 長 ）、遠 藤 誠 治 先 生 （成 蹊 大 学 教 授・日 本 国 際 政 治 学 会 監 事 ・日 本 平 和 学 会 理 事 ）、村 上 清

先 生 （岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐 ・陸 前 高 田 市 参 与 ）をはじめ、提 携 していただいているカリフォルニア

大 学 アーバイン校 、アメリカ創 価 大 学 をはじめとする国 内 外 の大 学 、国 際 連 合 大 学 、ミドルベリー国

際 大 学 院モントレー校 、Dr オルガ・モハン高 校 、ジェームズ  マーティン不 拡 散 研 究所 などの国 際 機

関 、研 究 機 関や各 企 業 、さらに交 流いただいている那 覇 国 際 高 等 学 校 、広 島 女 学 院 高 等 学 校 、長

崎・活 水 高等 学 校、関 西 創 価高 等 学 校などの SGH 校や各 学 校の皆 様に深 く感 謝 申 し上 げるととも

に、引 き続 きのご指 導をよろしくお願い申 し上 げます。 
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B) 完了報告書 
 

 
文部科学省初等中等教育局長 殿 

 
 

住所    東京都小平市たかの台２番１号 
管理機関名 学校法人 創価学園 
代表者名   理事長  原田 光治  印 

 
 
平成３０年度スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告書を，下記により提

出します。 
 

記 

 

１ 事業の実施期間 

   平成３０年 ６月 １日（契約締結日）～平成３１年 ３月３０日 

 

２ 指定校名 

   学校名  創価高等学校 

   学校長名 塩田 誠一郎 

 

３ 研究開発名 

   言語技術を磨き、地球規模課題解決に取り組む能力育成プログラム  

 

４ 研究開発概要 

〇【言語技術】 

日本語と英語を往還させ、言語技術に裏打ちされた論理的・批判的思考力の育成  

〇【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】 

全校生徒を対象に、探究型学習による地球規模課題の理解力の育成  

〇【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

選抜生徒を対象に、英語を中心とした高度な批判的思考力、協調的問題解決力を有した 

リーダーの育成 

 

５ 管理機関の取組・支援実績  

（１）実施日程 

 

業務項目 実施日程 

 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10

月 

11

月 

12

月 

１
月 

２
月 

３
月 

 
〇 〇    〇 〇  〇 〇  

 

（２）実績の説明 

〇昨年までの課題であった普及に関する対応として、公開回数を全校生徒対象の GCP 企画の一 
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般公開を５月、１１月、１月、２月の４回実施。１０月には学園祭でポスターセッションを 

一般公開した。１１月は中間報告会も同日に行った。１月の一般公開は３年間の成果を全員 

が発表するファイナル･プロジェクトを一般公開、２月は活動報告会と GCP 企画を一般公開 

した。その全てにおいて運営指導委員と大学教授などのアドバイザー、管理機関より進捗状 

況を確認し、意見交換を行った。また、６月の GCP 企画は同アドバイザーと管理機関が見学 

し、意見交換を行った。 

 〇SGH に関わる費用について、管理機関より経費を計上し、特にフィールドワーク研究開発を   

支援した。 

 

６ 研究開発の実績 

（１）実施日程 

業務項目 実施期間（３０年６月１日 ～３１年３月３０日） 

 
４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10 

月 

11

月 

12

月 

１
月 

２
月 

３
月 

言語技術  
 

         
 

 

ＧＣＰ  
 

         
 

 

ＧＬＰ  
 

         
 

 

フィールドワーク    〇 〇 〇 〇  〇 〇  〇 〇 

グローバルセミナー  〇 〇 〇   〇 〇  〇 〇  〇 

英字新聞作成  
 

     〇 〇 〇 〇 〇 〇 

イングリッシュ・キャンプ  
 

      〇   
 

 

海外高校生との交流 
 

         
 

 

国内高校との交流             

オンライン英会話  
 

         
 

 

タイムマネージメント指導  
 

         
 

 

 

（２）実績の説明 

〇【言語技術】（学校設定科目として週１時間の授業を実施） 

〈１年生〉 

以下の３つの技術を日本語と英語でトレーニングした。 

①「対話」の技術…｢結論を先に言う｣｢意見と理由を１セットで発言する｣｢５Ｗ１Ｈで対話の中身を

具体的にする｣等の質問･応答･反論の効果的な方法。彼我の間に潜む暗黙知(warrant)の確認。 

②「作文」の技術…パラグラフ・ライティングの実践。有効なトピックセンテンスの作り方。事実

や経験をもとにした説得力のあるサポーティングセンテンスの作り方。 

③「情報伝達」の技術…｢情報を整理分類する｣｢ラベリングする｣｢空間的･時間的秩序の原則｣等の情

報を分かりやすく伝える方法。 

※思考を広げ、論理的な文章に組み立てる手法として、「マッピング」を活用した。 

※高校生活のキャリアデザインを文章化する「パーソナル・エッセイ」作成の指導を行った。 
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※課題作文に関しては、１年間で日本語が１５本ほど、英語で５本ほど書かせ、教員が一人ひと

り丁寧に添削･コメントし、フィードバックした。  

〈２年生〉 

以下の３つの技術を日本語と英語でトレーニングした。 

①「情報分析」の技術…対象物としての絵やテクストに書かれた情報を証拠として取り上げ、それ

らを総合して解釈を示す方法。 

②「認知」の技術…絵・テクストを用い、１つの対象物に対して複数の視点に立つ方法。 

③「議論」の技術…論理の組み立て方・立論の立て方・反論の方法・ディベートの実践。 

※「議論」の技術をもとに、ＧＣＰ企画「人権ディベート」を３学期に行った。 

※校内の進路指導部と連携し、大学の志望理由書作成の指導を行った。 

※修学旅行先の青森県について研究し、ポスターセッションを行った。 

〈その他〉 

①生徒に毎時間、授業で学んだことを記入・ファイリングさせ、ポートフォリオを作成させた。  

②担任教員が「言語技術」の授業に毎回一緒に参加し、教員自身の言語運用能力の向上に努めた。 

③１２年一貫を見据え、創価中学校、東京創価小学校においても「言語技術」の授業を開始した。 

④校外の方を対象とした教育公開講座、オープンキャンパスにて、模擬授業を実施した。 

 

〇【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】（全校生徒対象の SGH プロジェクト） 

① １年生は「SDGs、環境、貧困」を、２年生は「戦争、冷戦後の紛争、人権」を、３年生は「国

際パートナーシップ（模擬国連）」をテーマに設定し地球規模課題に対する探究学習を進めた。 

②学期に２回（５月、６月、１０月、１１月、１月、２月）、GCP 企画の時間を設け、運営は各ク

ラスの希望者で構成された GCP リーダーによって実施された。 

③３年生は、GCP 企画の総括として各自が SDGｓからテーマを設定して課題研究を行う「ファイナ

ル・プロジェクト（Final Project）」に取り組んだ。また、その成果を日本語・英語の二言語のポ

スターと論文にまとめ、ポスターセッションを実施した。  

④GCP 企画はすべて一般公開し、多くの学校関係者・企業関係者・保護者に見学いただいた。 

⑤７月のオープンキャンパスで GCP 企画「貿易ゲーム」を、学外の来校者対象に実施した。  

〇【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】（選抜生徒１６人対象の SGH プログラム） 

毎火金の１８時～１９時３０分に、SGDs のテーマと関連づけながら、各グループが設定した仮説

をもとに、地球規模課題に関する探究型学習を行った。  

① 地球規模課題に関する議論と講義に加え、アクティブラーニングやプレゼンテーションスキル

を活用した探究型学習を実施し、問題の理解と論理的な議論を展開した。  

②広島と長崎で実施されたフィールドワークでは平和教育の実態調査を目的とし、インタビューを

中心に情報収集の技術力を向上させた。またアンケート調査を実施し、その分析においては論理

的・批判的思考力を高めた。 

③報告会は英語での実施を基本とし、Skype や YouTube などの SNS を利用して海外との交流や情報

発信を行った。 

④GLP を通じて学んだことを広げるため、創価中学校１年生（２２０名）に対して、「核廃絶問題」

に関する出前授業を実施した。 

⑤研究成果として核とＳＤＧｓをはじめとした問題についての英語小論文を作成させた。 
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〇【その他】 

①国内外フィールドワーク（全校生徒より希望者）：GCP、GLP で定めた各テーマに則り、カリフ

ォルニア、沖縄、広島、岩手、東京（国連大学、国立ハンセン病資料館、JICA 等）で行った。特

に、都内のフィールドワークにおいては、各学年の GCP 企画と、より連動した内容になるよう

「JICA 地球ひろば」は１年生、「国立ハンセン病資料館」は２年生、「国連大学」は３年生対象

へと組み換えた。また海外フィールドワークは時期を夏季より秋季に変更し、現地高校生との意

見交換および識者との交流、プレゼンテーションを行う。そこで学んだ内容を、１０月に行われた

学園祭等において、ポスターセッションにて発表した。また、カリフォルニア・モントレーで行わ

れた CIF（Critical Issues Forum）に参加した。 

②グローバルセミナー（全校生徒対象のセミナー）：国内外から著名な識者を招聘し希望者を対象

としたセミナーを開催した。 

４月：オタゴ大学国立平和紛争研究所の李成鏞准教授、５月：聖エジディオ共同体クァットルッ

チ事務総長、６月：フィリピン共和国カガヤン大学ウルドゥ・テハダ学長、９月：ベネズエラ・ボ

リバル共和国のイシカワ特命全権大使、１０月：東京大学・先端科学技術研究所マルチネス博士、

１２月：ルースキー・ミール基金ウラジーミル・コーチン専務理事、ニコライ・セルゲイチェフ局

長、１月：国連児童基金（UNICEF）公的パートナーシップの正木絵理氏（本校卒）、３月：国連

常駐調整事務所 (Resident Coordinator Office) ボリビア官民連携専門官坂本敬子氏（本校卒）とほ

ぼ毎月行った。 

③・イングリッシュ・キャンプ(全校生徒より希望者 23 名)：創価大学にて１泊２日で実施した。留

学生と３，４人ずつのグループを構成し、日本文化に関する英語によるポスターセッションを行

った。 

・サイエンス・イングリッシュ・キャンプ(全校生徒に啓蒙､10 名参加)：東京工科大学にて３日間

で実施。実験結果を英語にてポスタープレゼンテーションを行った。  

 

７ 目標の進捗状況、成果、評価 

【言語技術】 

①昨年度末と同じ項目で、今年度末も１、２年生全員にアンケートをとった。対話・作文・情報伝

達の各技術を学んだ１年生は、９５％以上の生徒がそれらの技術の重要性を実感しており、昨年

度より５％近く上昇した。これは、昨年度の反省を活かして授業内容をブラッシュアップした成

果と思われる。情報分析・認知・議論の各技術を学んだ２年生は、９０％以上の生徒が、それらの

技術の重要性を実感しており、こちらも昨年度から１０％以上上昇した。 

②上記①の同アンケートにおいて「言語技術で学んだことを英語で活用できた」と回答した生徒は

１年生で８３％、２年生で８８％おり、１年生より２年生の割合の方が高くなっている。また、同

項目に関しては、１年前の１年生（現２年生）は７９％であった。今年度のカリキュラムと学習内

容が昨年度以上に洗練されたことの証左と言える。 

③上記②の「英語で活用できた」という回答が上昇したアンケート結果は、実際の外部試験でも成

果を出している。昨年度より年度第３回目の英検２級を、高校２年次の総合クラス（「言語技術」

の授業を受けているクラス）のほぼ全員が受検することになっているが、リーディング・リスニン

グ・ライティングの３技能のＣＳＥスコアの平均は、昨年度は 1497.7 だったが、今年度は 1501.1

と微増した。ライティングのみで見ると、昨年度は 491.8 だったが、今年度は 505.9 と大幅に上昇

しており、「言語技術」教育の成果と言える。 
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④３年次で行うＧＣＰファイナル･プロジェクトの最終レポート作成において、国語科と連携し、パ

ラグラフ・ライティングの指導を週１時間実施した。文章の質は昨年までより格段に上がり、文章

を書くことが得意でない生徒も、相応の文章を書けるようになった。 

⑤創価中学校・東京創価小学校において｢言語技術｣の取り組みが本格的に始まり、小中高それぞれ

の「言語技術」の授業担当者会議も実施され、１２年一貫の「言語技術」教育のカリキュラム作成

が推進された。 

⑥つくば言語技術教育研究所（三森ゆりか所長）の研修に教員を派遣し、指導教員の増強をさらに

図ることができ、よりきめ細かい指導をすることができるようになった。 

⑦「言語技術」の授業で行っている内容をホームページで発信・紹介し、校外にも広く知ってもら

うことができた。 

⑧生徒には昨年同様、毎回の授業で「学んだこと」等の振り返りをさせ、記録・ファイリングさせ

た。このファイルを見返しながら、身につけた技術を活かそうとする生徒の姿が見られた。実際に

活かせるポートフォリオの作成ができた。 

⑨昨年に引き続き、「言語技術」の授業に担任教員が毎回参加した。各担任教員が担当する教科や

ＬＨＲで「言語技術」を活用する流れがいっそう強くなった。 

⑩学校の取り組みである「パーソナル・エッセイ」（高校生活のキャリアデザインを文章化するも

の）の作成と、授業で学んだ作文の技術を連動させながら、効果的な指導を実施できた。 

⑪各教科の授業やクラスでの話し合いの場面において、生徒たちが「言語技術」を用いることによ

り、議論の進行がさらにスムーズになり内容も濃いものになっている。  

⑫英会話の授業や英作文の課題において、発言する際や文章を書く際の「型」を学んだ結果、これ

までの生徒たちに比べ、より積極的に話し書いている姿が見られる。  

 

【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】 

①SGH の３年目となった本年は、昨年度の取り組みをベースに各学年の企画を、より発展・充実さ

せることができた。１年生の企画においては、刻一刻と変わる社会情勢に合わせて、古くなった映

像教材の視聴を取りやめ、別の企画を行うなどした。 

②本年度は、SGH の取り組みを１年次から受けてきた生徒が３年目を迎えることもあり、「言語技

術」や GCP の取り組みの総決算としての意味合いを込めて高校３年生の課題研究「ファイナル・

プロジェクト」を昨年までの２回の先行実施の実績も踏まえて実施した。本年度は、「現代社会」

「現代文」「英語表現」の３科目が連携し、分析・探究・執筆・英訳等を教科横断型に指導する体

制をつくり、指導の充実を図った。 

③協働的な学びを通して、「他者との協働性」が向上したことがアンケート結果を通しても伺える。

SGH 初年度の 2016 年 5 月と 2019 年 2 月のアンケート結果を比べると、他者との協働性を問う質

問に対して「できた」と答えた生徒が 18％から 30-40％前後に増加した。また、現３年生を見る

と、85％を超える生徒が協働能力に自信をつけている。 

④GCP の運営を担った GCP リーダー（生徒の希望者で構成）は半年交代制をとり、前期は 164 名、

後期は 167 名の生徒（全校生徒の約 15％）が活動した。GCP リーダーに実施したアンケートでは、

GCP リーダーの活動を通して「情報を伝達する力」「チームワーク」「コミュニケーション力」

が身についたという生徒が 6 割を超え、生徒主体に運営を行う体制が一定の成果をあげているこ

とがわかる。 
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【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

①課題研究方法を指導において、「より分析的で高度な取り組みをサポートするために、啓林館の

「課題研究メソッド」をテキストとして導入した。これにより、より分析的な研究アプローチを取

り入れることができた。 

②年間の研究テーマを「核廃絶問題」に設定。核の問題を軸に設定した。これにより、理科的分や

と社会科学分野を横断しながらの研究が深く行えた。 

③年間学習の集大成として、姉妹校である創価中学１年生（220 名）にたいして「核廃絶問題に関

する出前授業」を１００分間実施した。これにより、これまで学んできた内容から最も大切な要素

を選び、探究の内容をふまえての普及活動とすることができた。  

④フィールドワークは広島と長崎で実施した。ここでの最大の目標は、出前授業実施に向け、被爆

地でどのような平和教育が行われているかを調査することに設定した。これによりインタビュー

の技法なども活用することができた。 

⑤核廃絶問題の内容と、ＳＤＧｓをはじめとした様々なテーマと複合させて、企画書に関してのチ

ュートリアルのあと、英語で５００語以上の小論文を書かせた。仮説を立てて進めることで、論理

的かつ分析的な探究型学習を実施することができた。また英語と日本語で思考させることで、言

語の論理的な運用能力を育てることもできた。この実施により、英語力の向上と、活動の集約のた

めに活用していた英字新聞プロジェクトへの参加は取りやめた。ただし、ＧＣＰ企画英字新聞プ

ロジェクトに、ＧＬＰ生徒代表が参加し、ＧＬＰの活動報告の記事作成にあたった。 

⑥2019 年 3 月に実施される核廃絶に関する高校生による国際会議・クリティカル・イシューズ・フ

ォーラム（カリフォルニア・ミドルベリー国際問題研究所主催）に向けて、英語によるプロジェク

ト作品を製作した。ここで発表する中学模擬授業の内容も英語で報告した。 

⑦アメリカの核廃絶問題の専門家によるシンポジウムに参加し、解決困難な地球規模課題の最前線

に触れることができた。 

⑧評価方法として、年に３回「あなたにとっての地球市民とはなにか」を記述させ、各人が自分自

身の意識の変容を確認しながら、１年間に及ぶプログラムを終わらせることができた。また資質・

能力の基準について、事前に提示しており、プログラム終了後に、本校の考えるグローバル人材の

資質・能力の個別能力の成長を自己評価および他人に評価させることで、変容を測ることができ

た。 

 

【その他】 

上記に加えて、ＳＧＨの活動を通して、本年度は以下のような成果が見られた。 

〇生徒の活動：第２３回全国中学・高校ディベート選手権（ディベート甲子園）準優勝。第 7 回手

帳甲子園本大会＜(株)NOLTY プランナーズ主催＞に全国大会２年連続出場。英字新聞作成プロ

ジェクト「YLP」の交流会（ジャパン・タイムズ社主催）出場。第１３回「全国高校生英語ディ

ベート大会」出場。「学び舎ユネスコ教養文化講座」にて玉川上水の生態調査研究のプレゼンを

行い、同会場で行われた「学び舎ユネスコギャラリー展 2019」に報告内容を展示。武蔵野大学孔

子学院での「第３回中国語スピーチコンテスト」にて１位、２位を独占し日本高校生交流訪中団

へ参加。第３回サステナブル･ブランド国際会議 2019 東京に 13 名参加。2018 ジュニア･グローバ

ルリーダーズ･プログラムに 1 名参加。筑波・香港大学グローバル・リーダーズ・プログラムに 1

名参加。トビタテ！留学 JAPAN 第 4 期生アカデミック･テイクオフ（新高校１年生）に参加。

TOKYO GLOBAL GATEWAY に 6 名が参加。 
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〇本年度より、東京外国語大学の世界展開力強化事業（ロシア）｢ＴＵＦＳ 日露ビジネス人材育 

成プログラム｣と連携し、学校設定科目国際理解のロシア語選択者との交流が開始された。 

〇教員の活動：日本キャリア教育学会第 40 回研究大会（12 月 9 日、早稲田大学）にてクリティカ 

ル・ライティングセンターの取り組みを報告。第 5 回 Conference on Global Higher Education at  

Lakeland University Japan（6 月 9 日、東京）にて報告。1st International Conference on Ikeda, Soka 

Studies in Education (Depaul University / Chicago, Illinois)（8 月 9～11 日、アメリカ）にて報告。 

 

＜添付資料＞目標設定シート 

 

８ 次年度以降の課題及び改善点 

【言語技術】 

①生徒の論理的思考力・批判的思考力の伸長を評価するために、客観的に測るアセスメントテスト

を導入する。 

②「言語技術」がすべての学びの土台となるよう、学校全体、また各教科との連携を密にして生徒

が活用する機会を増やし、活用事例を蓄積させていく。 

③３年次ＧＣＰファイナル･プロジェクトの、最終レポート作成指導において、国語科・英語科・地

歴公民科が連携した合教科型の取り組みを行ったが、今年度の反省をもとに役割分担を見直し、

より効果的な指導体制を検討する。 

④東京創価小学校・創価中学校・創価高校の１２年間を通した、効果的な「言語技術」教育カリキ

ュラムを作成する。 

⑤「言語技術」の授業で行っている内容を、校外にも広く知ってもらうため、ホームページでの発

信を強化する。 

⑥作文の評価ルーブリックや、自己・相互による評価法の開発を推進する。 

 

【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】 

①来年度のファイナル・プロジェクトは、「現代社会」の授業をティームティーチング(TT)の体制

で実施し、通常の授業に加え、テーマの設定やレポートの添削など、より細かな指導が行き届くた

めに人員の増強を図る。 

②ファイナル・プロジェクトはこれまで 1 人 1 テーマで実施してきたが、同種テーマの生徒同士を

グルーピングし、外部からの指導や外部への発信をグループ単位で行えるようにする。  

③GCP 企画で実績を重ねた各種教材を、他の学校でも実施できるように整理し、発信する。また、

近隣の小中学校を対象に行う出前授業などの実施を検討する。 

④生徒の学びをポートフォリオとして残して、個人の探究学習の成果として保管させる。Japan e ポ

ートフォリオと連動させていく。 

⑤新カリキュラムの「探究」に対応するように GCP を発展的に解消しながら、新しく組み替える準

備を行う。 

 

【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

①ＳＧＨプログラム終了後も、核廃絶問題をテーマとしながら探究学習が行える取り組みを継続す

るため、ＧＬＰの一部を３年次学校設定科目として取り入れることとする。これにより、これまで

の火曜・金曜日の 18 時から 19 時半までの時間帯から、3 年生のみ火曜日５，６限目、2・3 年生
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ともに金曜日の 18 時から実施することになる。授業の内容の差は、３年生の授業内容を講義中継

アプリ Zoom で録画し、金曜日授業までに視聴の上、課題を行ってくる事とする。 

②昨年度より、より分析的で高度な取り組みをサポートするために、啓林館の「課題研究メソッド」

をテキストとして導入してきた。しかし、内容に理系的要素が強いことと、授業時数に対してボリ

ュームが多すぎることをふまえ、おなじ啓林館の「課題研究メソッド Start book」を活用する。こ

こでは仮説を立てるために必要な資質・能力を育成する事を目指す。 

③2022 年度の本格的な開始を目指し、「総合的な探究」の核となるカリキュラムの開発を目指す。

先述した啓林館の課題研究メソッドを中心教材として、各種シンキングツールや、ＩＢで活用さ

れる「知の理論(TOK)」の技術をバランスよく取り組んでいく。また、2018 年度には実施しなかっ

たが、映像の分析の技術をカリキュラムの一部に取り入れる。これにより、映像も含めた多様な情

報から適切な情報を取捨選択するリテラシー能力を向上させる。 

④引き続き、資質・能力についての客観的な評価アセスメントを取り入れていくことを検討する。  

⑤ＧＬＰ卒業生の Facebook グループサイト「GLP Alumni」を開設し、ＧＬＰ卒業生の活動について

追跡調査を行っていく。また、ＧＬＰ卒業生として情報の共有を行い、生涯にわたっての友情とつ

ながりの開発に役立てる。 

 
 
【担当者】 

担当課 経理募金課 ＴＥＬ 042-342-2611（代） 

氏 名 山下 英一 ＦＡＸ 042-342-2617 

職 名 副課長 e-mail yamashita@soka.ed.jp 
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2.  グローバル･シチズンシップ･プロジェクト（GCP）  

A) 概 要  

 概 要  

グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GC P）は、全 校 生 徒 対 象 の S GH 企 画 です。国 連

が提 示 する 地 球 規 模 課 題 や「持 続 可 能 な 開 発 のための 2030 アジェンダ」の 17 のゴール

（SDGｓ ）から テーマ を 設 定 し、 協 働 的 な 学 び の手 法 を 取 り 入 れる こと で、 現 代 社 会 に 対 する

幅 広 い教 養 と協 調 的 問 題 解 決 能 力 の育 成 を目 指 します。  

企 画 は学 期 に２回 ずつ実 施 しました。１年 生 は「S DGs」を学 ぶ企 画 や、「格 差 」をテーマに

「貿 易 ゲーム」や「模 擬 教 育 援 助 会 議 」などを行 い、学 びを深 めてきました。２年 生 は、「戦 争 」

や「 現 代 の 紛 争 」をテーマに 、日 米 両 国 の 核 兵 器 をめ ぐる 考 え方 の 比 較 や、ル ワン ダ 内 戦 の

歴 史 的 背 景 な ど に つ い て 学 び ま し た 。 ３ 年 生 は 、 「 国 際 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 」 を テ ー マ と し て 、

「COP21」を 舞 台 に模 擬 国 連 を実 施 し、 全 員 が一 国 の大 使 となって 交 渉 を重 ねる こと で、 国

際 協 調 の重 要 さと難 しさを学 びました。また３ 年 生 は、GC P 企 画 の総 括 として 課 題 研 究 「ファ

イナルプロジェクト（ Final  Pr oj ec t ）」に取 り 組 みました。これは各 自 が SDGｓからテーマを設

定 して 課 題 研 究 を 行 い 、その 成 果 をポ スター セッシ ョンの 形 で 日 本 語 ・ 英 語 の ２ 言 語 で発 表

するもので、最 後 には 2000 字 以 上 の論 文 にまとめました。また、Final  Pr oj ec t の準 備 とし

て、「現 代 社 会 」と「英 語 表 現 」と「現 代 文 」の授 業 において、プレゼンテーションスキルや情 報

収 集 能 力 を習 得 するための教 科 横 断 的 プログラムも実 施 しました。  

本 年 は、すべての GC P 企 画 を一 般 公 開 し、多 くの学 校 関 係 者 ・企 業 関 係 者 ・保 護 者 に

ご 見 学 い ただき ました 。 また 、 ７月 の オープ ンキ ャンパ ス で「 貿 易 ゲー ム 」を、 学 外 の 来 校 者 対

象 に実 施 したりと普 及 にも取 り組 みました。  

 

 GCP リーダー  

GCP 企 画 の運 営 は、教 員 ではなく希 望 生 徒 で構 成 された GCP リーダーが担 っていま

す。本 年 度 は前 期 に 164 人 、後 期 150 人 の希 望 者 が各 クラスからリーダーとして選 出

されました。GCP リーダーは、各 企 画 の前 にリーダーズミーティングを 行 い、テーマにつ

いての学 習 や当 日 の 企 画 のリハーサルをします。当 日 は試 行 錯 誤 しながら クラスでの企

画 を運 営 し、その中 で、企 画 力 やリーダーシップなどの育 成 を図 っています。  

 

 昨 年 度 との相 違 点  

①SGH の３年 目 となった本 年 は、昨 年 度 の取 り組 みをベースに各 学 年 の企 画 を、より

発 展 ・充 実 させることができました。１年 生 の企 画 においては、刻 一 刻 と変 わる社 会 情

勢 に合 わせて、古 くなった映 像 教 材 の視 聴 を取 りやめ、別 の企 画 を行 う などしました。  

②本 年 度 は、SGH の取 り組 みを１年 次 から受 けてきた生 徒 が３年 目 を迎 えることもあり、

「言 語 技 術 」や GCP の取 り組 みの総 決 算 としての意 味 合 いを込 めて高 校 ３年 生 の課

題 研 究 「ファイナル・プロジェクト」を昨 年 までの２回 の先 行 実 施 の実 績 も踏 まえて実 施

しました。本 年 度 は、「現 代 社 会 」「現 代 文 」「英 語 表 現 」の３科 目 が連 携 し、分 析 ・探

究 ・執 筆 ・英 訳 等 を教 科 横 断 型 に指 導 する体 制 をつくり、指 導 の充 実 を図 りました。  
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 年 間 スケジュール  

 

  GC P リーダーズ生徒感想  

「GCP リーダーズを通 して、特にみんなが分かりやすいように授業 をするためによりわかりやすい説

明の仕方やグループ分けで授業 をより楽 しめるように工夫 したりできてよかった。また、普通に授業を

受けるよりも GC P リーダーズのほうが SDGs についてより意見 を深めることができたと思 う」  

「私は 1 年生の前期から 3 年生の後期までずっと GC P リーダーズを担当させていただきました。

企画の内容がどうこうではなく説 明する側である私 たちが工夫 をすればいくらでもクラスの雰囲気 を

変えることができると思いました。私は GC P リーダーズの活動で 1 番自分の力になったことはわかり

やすく端的に伝える能力です。また、私はクラスや、学年 、学校に 1 番貢献 した活動も GCP リー

ダーズの活動だと実感 しています」  
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B) SDGｓを学 ぶ（１年 生 ）  

 概 要  

5 月 12 日 に行 われた第 １回 目 は、１年 生 の最 初 の企 画 となるので「S DGｓを学 ぶ」をテー

マに、3 年 間 の GCP 企 画 を貫 く「S DGｓ」について学 びました。世 界 が抱 える諸 問 題 について

の関 心 を高 め、2030 年 を目 指 して国 連 が採 択 した「2030 アジェンダ」の概 要 と「S DGｓ」の１

７のゴールについて 、その意 義 や内 容 を理 解 することを 目 標 として行 いました。  

導 入 として、「平 和 とは ？」や「世 界 が抱 える課 題 」など、生 徒 が中 学 卒 業 までに得 てきたイ

メージや知 識 を確 認 するためにブレインストーミングを行 いました。その後 、S DGｓについての資

料 を もとに グループ ごとに 学 習 し 、 関 心 を より 高 め るために １７の アイコ ン を 線 で 結 ぶ アクテ ィビ

ティを行 いました。更 に、国 連 広 報 センターが作 成 した 4 分 程 度 の S DGｓの広 報 映 像 を視 聴

し理 解 を深 めました。  

続 いて、ジグソー 法 を用 いて S DGｓに関 する 世 界 の 現 状 を学 び ました。 まず、 エキスパート

班 に 分 かれ、 担 当 する ゴールを 選 択 し、 iPad と資 料 を 用 いて 「A： ゴールに 対 する 世 界 の 現

状 」「B： どの地 域 で特 に課 題 となっているか」 を ポイントに理 解 を深 め ました 。その際 に 用 い た

資 料 は、国 連 広 報 センターが発 表 している 「S DGｓ進 捗 状 況 報 告 」を もとに作 成 したものです 。

エキスパート 班 で学 習 を進 めた 後 、 エキスパー ト班 から 一 人 ずつが集 まったジグソー 班 に 分 か

れ、各 エキスパート 班 で得 た 情 報 を 持 ちより、 それぞれのゴールがどのように関 係 し合 ってい る

のかリンクマップを 作 成 しながら探 っていきました。環 境 問 題 、貧 困 問 題 、教 育 格 差 など 、それ

ぞれ別 の 問 題 のように見 えて いたものが、リンクマップを 作 成 することで、関 係 し 合 っていること、

また特 にサハラ以 南 アフリカなど で共 通 して課 題 になっていることなどが はっきりと浮 き彫 りにな

りました。最 後 に、S DGｓの中 から自 身 が最 も関 心 のあるテーマを選 ぶとともに、「2030 アジェ

ンダ」の前 文 を読 み合 わせし、「貧 困 が最 大 の 課 題 である」とされていること、また「誰 一 人 取 り

残 さないこと」が理 念 であることを確 認 しました。  

 

  生徒感想  

「政府に不満 をもった人が集まり、内戦や紛争が起き、そのことで国の産業が泊まり、経済が不

安定になって貧困者が増える。貧困者は学校にいけずに医療 もいけられず、そういう人 たちが大人

になっても子供に教育を受けさせられない。というように全ての要素が連鎖していて、まず基礎 を正し

ていくことが大切だとわかった」  

「世界には私のまだ知 らない様々な困難な状況があまりにもたくさんあって私たちにできることは何

かを考 えなければいけないと思った。しかし、現実の問題を知れば知 るほど解決は難 しいこともわかっ

た。でも、今 も苦 しみに涙 を流 している人がいると思 うと『私 たちが力 を合わせて考えるよ。いつかみん

なが学校に行けて、きれいな水 を飲めるようにするからね』と会いに行って伝えたい」   
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  ワークシート (例 )  
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 企 画 書  
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C）  貿 易 ゲーム（１年 生 ）  

 概 要  

「格 差 」や「貧 困 」について体 験 的 に学 ぶために「貿 易 ゲーム」を行 いました。この貿 易

ゲームは、5～6 人 の班 で 1 つの国 になり、紙 やハサミなどの与 えられた材 料 を用 いて、

力 を合 わせて、“マーケット”で売 ることができる製 品 を作 り、できるだけたくさんの「お金 を

稼 ぐこと」を競 うゲームです。「暴 力 以 外 は何 でもしてよい」というルールの下 、生 徒 の自

発 的 な発 想 を大 事 にしました。このゲームの最 大 のポイントは、各 国 に与 えられる道 具 と

材 料 には大 きな格 差 があり、それが、先 進 工 業 国 ・開 発 途 上 国 ・発 展 途 上 国 の格 差 を

表 しているということです。生 徒 は、他 の国 がどれだけの道 具 と材 料 を与 えられているか、

お互 い知 らない状 態 で始 め、徐 々に理 解 していきます。作 った製 品 をいつどのタイミング

でお金 と交 換 するのかも全 て各 国 に任 せられており、突 然 に製 品 の値 段 が変 わるという

「市 場 価 格 の変 化 」を起 こすことで、世 界 で起 きている理 不 尽 な 貿 易 の現 状 も体 験 的 に

理 解 することができました。最 後 に、このゲームの終 了 も突 然 、司 会 から言 われます。そし

て、最 終 集 計 を行 い、どこの国 が一 番 お金 を儲 けたのか発 表 します。同 じルールの下 で

も、あらかじめ不 平 等 な条 件 を設 定 しておくことで、豊 かな 国 はより豊 かに、貧 しい国 はよ

り貧 しくなるというように、経 済 格 差 が拡 大 していく仕 組 みを、現 実 の自 由 貿 易 システムと

対 比 しつつ体 験 的 、共 感 的 に理 解 することができました。  

 

 

 

  生徒感想  

「数少ない資源をどう使っていくか、また技術 をどう利用するかを頭 を使 ってたくさん考 えることがで

きた」  

「資源があっても技術がなければ活用できないということをつきつけられたゲームだった。今回 はゲ

ームだが、国際社会で実際に起 こっていて、もっと不利な状況にある国 もあり、難 しいが早急に解

決しなければならないとも思った」  

「もともとの条件が違ったり、途中で市場価格が変わったりとこれが現実の国際社会でも起 こっ

ていると考えるとすごいと思った。ゲームであれば『あぁ残念 』と終了後にわりきれるが、現実ならそうは

いかない。環境問題とも絡めてとてもわかりやすく学べた」  

「今 の国際社会がすごくわかりやすく表現 されていて、地球の問題 をより身近に感 じることができ

た。資源や技術の差はとても重要な要素なのだと実感した」  
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ワークシート （例 ）  
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 企 画 書  
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D) いのちの食 べ方 を問 う（1 年 生 ）  

 概 要  

１０月 ２４日 に 行 わ れた 第 ３回 目 の 企 画 では 、 「い のちの 食 べ 方 を 問 う」 をテ ーマ に、 SDGs

のゴールの中 の１つの、つくる責 任 ・つかう責 任 について学 びました。  

プログラムは、①お肉 はどこからやってくる？②ここにも牛 がいる？③食 肉 センターで働 くとい

うこと④牛 肉 が地 球 を食 べると設 定 し、「いのちを食 べることに関 わる、地 球 規 模 課 題 について

考 える」ことを目 標 としました。  

グループ で 話 し 合 いながら 、 牛 肉 の 生 産 過 程 について 学 び 、その 過 程 の 中 で、 食 品 以 外

にも身 近 に 牛 を利 用 した 製 品 が、 数 多 くあるこ とを学 び、いのちを大 切 に使 わせていただいて

いる 現 実 を 学 び ました 。 また 、 動 画 鑑 賞 を 通 し て食 肉 セ ンター で働 く人 たちの 思 いに 迫 り、 い

のちをいただくことの有 り難 さを学 びました。そのうえで、牛 肉 １kg を得 るためには、11kg の穀

物 や 15 トンの水 が必 要 であるという現 実 を学 び、“牛 肉 を食 べる”という行 為 が地 球 規 模 課

題 を 引 き 起 こ している 事 実 につ いて 考 え を深 め ました 。 最 後 に、 ”フー ドマ イレージ “や ”バ イオ

燃 料 ・ 穀 物 不 足 “ 、 ” バー チャル ウォーター”な どについて、 代 表 生 徒 が 事 前 に 調 べてき たこ と

について発 表 を行 い、地 球 規 模 課 題 についての理 解 を深 めました。  

 

   

 

  生徒感想  

「全世界が肉 を多 く食べ過ぎていることが、貧困の国の食糧不足につながっていることを知 りまし

た。海外 でお肉 を食べずに生活 をしている人々の気持ちに触れることが出来 たような気がします。

一人ひとりが意識 を高めていくことで、この問題 を解決していきたいと強 く思いました。」  

 

「今回は、牛肉 を例に 1 つの食べ物をつくるのにどれくらいのものが必要であり、また、無駄が出

てしまうかを学ぶことができましたが、牛肉だけではなく、他の製品 をつくる際にも同様に多 くの無駄が

発生 していると考 えると、本当に大 きな問題であると思いました。国内の貧富の差だけではなく、先

進国 と発展途上国との世界での貧富の差 をなくすことを願い、できることから行動 を起 こしていきた

いと思います。牛肉はもちろん、すべての食品 ・製品に感謝の思いを強 く持 って利用 していきたいと

思います。」  
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ワークシート （例 ）  
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 企 画 書  
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E）  世 界 がもし 100 人 の村 だったら（1 年 生 ）  

 概 要  

１１／２４（土 ）に合 計 70 分 をつかって実 施 した「世 界 がもし１００人 の村 だったら」は、 人 口

73 億 人 の世 界 を 「100 人 の村 」に見 立 てて、世 界 の現 状 を分 かりやすく描 いた「世 界 がもし

100 人 の村 だったら」を 題 材 に、世 界 の現 実 をシミュレーション（ 疑 似 体 験 ）という参 加 型 の方

法 で体 験 する企 画 です。 目 的 は、 世 界 の現 状 を理 解 し 、自 分 との 関 係 に 気 づくこ とである 為 、

問 題 の原 因 追 及 や、解 決 は深 く掘 り 下 げ ず、 生 徒 自 身 の興 味 ・関 心 を高 めることを目 標 とし

ました。  

 「人 口 」「性 別 」「年 齢 」「大 陸 」「言 語 」「識 字 」「格 差 」の 7 つのテーマについて、ワークシ

ートを用 いて学 び合 いを行 いました。  

まず始 めに、 役 割 カードを 全 員 に 配 布 し、 一 人 一 人 の 役 割 を 決 めます。 この時 に、 他 人 に

自 分 の 役 割 カ ード を 見 せない こ とを 徹 底 さ せ 、 こ れから 行 う シミ ュレ ーシ ョン に 対 し て 、 新 鮮 な

驚 きが得 られるように配 慮 しました。  

 「人 口 」では、世 界 の人 口 をクイズ形 式 で学 び、なぜ人 口 増 加 が起 きているのかを班 で話

し 合 いなが ら 考 え まし た。 「 性 別 」 では 、 男 性 と 女 性 、 ど ちらが 多 い のか 、 役 割 カー ドに 従 って

窓 側 と 廊 下 側 に 分 か れ、 男 女 が 同 じ 割 合 で ある こ とを 確 認 し まし た 。 同 様 に 、 「 年 齢 」 では 、

世 界 は 今 、 高 齢 化 なのか 若 年 化 な のか、 「 大 陸 」では 、 大 陸 別 の 人 口 分 布 、 「 言 語 」 では 少

数 言 語 について、 「識 字 」 では文 字 が 読 めない ということ、「 格 差 」 では所 得 が 多 いのは誰 か、

をそれぞれ役 割 カードに従 って体 験 的 に学 びました。実 際 に体 を動 かしながらの学 びであった

こと、クラスを世 界 に見 立 てたため、身 近 に感 じることができたことなど、生 徒 の理 解 を深 めるこ

とができました。  

 

       

  

  生徒感想  

「これまでで 1 番わかりやすく『差 』というものを実感することが出来ました。人口の差と資源の差

が大きく不平等が広がっていると思いました。実際に、自分が体験 してみるからこそ理解が深まって

いくことが分かりました。自分がどれだけ恵まれているのかと深 く考 えさせられました。」  

「人口の増減 と貧困の関係性 を学びました。また、女性差別が起 こることで、十分な教育が受

けられなかったり、女性の人口が減っていたりすることがわかりました。文字が読めないといのちを失 う

ことになるプロセスを知 り、とても恐 ろしいと思いました。人口が多 くなればなるほど、教育 を受 けられ

ない人 も多 くなることを知 り、改めて自分が恵まれていることを実感しました。」  

「貧困 ・男女差別 ・食糧問題について改めて学び、世界の人々がひとりも残 らず平等になるの

は限 りなく難 しい課題であることが分かりました。しかし、一人ひとりがこの問題 を理解 し、考 えるという

ことで、世界が分裂するのを防 ぐことができるということも学びました。」  
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ワークシート （例 ）  
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 企 画 書  

 



 

- 24 - 

 

F) 模 擬 教 育 援 助 会 議 （1 年 生 ）  

 概 要  

今 回 行 った模 擬 教 育 援 助 会 議 は、①導 入 ② 会 議 ③質 疑 応 答 ④被 援 助 国 の主 張 ⑤班 で

の 振 り 返 り ⑥ 全 体 の まと め 、 以 上 の ６段 階 で 構 成 さ れて い ます 。 最 初 の 導 入 部 分 では 、 マ ラ

ラ・ユスフ ザイさんの 映 像 を 視 聴 し 、さら に 世 界 を取 り 巻 く教 育 の 現 状 につ いて 図 から 読 み 取

る作 業 等 を通 して学 習 をし 、 先 進 国 と 発 展 途 上 国 には圧 倒 的 な教 育 各 差 があることを 生 徒

全 員 で確 認 しました。会 議 開 始 前 に進 行 役 のＧＣＰリーダーズの指 示 もと、事 前 に指 定 された、

会 議 参 加 者 の役 ( 6 名 )、被 援 助 国 の市 民 役 ( 8 名 )、オブザーバー（そのほかの会 議 を見 守 る

生 徒 ）にそれぞれ分 か れて 着 席 し ました 。 会 議 は教 育 援 助 を する Ａ国 ・ Ｂ国 の 政 府 役 と 市 民

役 、援 助 される側 のＣ国 政 府 役 とその小 学 校 長 役 、 NGO 職 員 役 の計 6 名 で行 われます。事

前 に 用 意 さ れた 台 本 に 沿 って ロー ルプレ イ 形 式 で会 議 を 行 い 、 質 疑 応 答 を 行 った 後 、 援 助

をするＡ国 ・ Ｂ国 側 の「したい援 助 」と 援 助 をさ れる側 Ｃ国 の「してほしい援 助 」は必 ずしも一 致

し て い な い こ と を 全

員 で学 びました。  

次 に、被 援 助 国

で あ る Ｃ 国 市 民 役

の 8 名 の生 徒 が、

役 割 カ ー ド に 沿 っ

て そ れ ぞ れ の 主 張

を 展 開 し 、 教 育 各 差 に 悩 む 声 を 発 信 し まし た 。 生 徒 は 、 Ｃ 国 の 現 地 の ニ ーズ が 援 助 会 議 に

直 接 反 映 さ れることは難 しいことを学 びました。 続 いて各 班 に分 かれ、 ワークシートに沿 って振

り返 りをおこないました。最 後 にまとめとして、国 連 広 報 センターが作 成 した「持 続 可 能 な開 発

は教 育 から」を視 聴 しました。  

 

  生徒感想  

「必要 とされているのは教育援助の規模を大 きくするという

ことだけではなく、支援 される側が必要としている事は何かを、

支援する側が正 しく認 識 した上で教育援助 を行 っていくこと

も重要だということを学ぶことができました。」  

「GC P の最初の企画から貧困が一番の問題だとされてきました。しかし、正直違和感があり、そ

れは『貧困が起 きるのは個人の能力 を引 き出 すための基礎知識がない』からと思 っていたことが、

今回わかりました。その上で SDGs の中で一番重要な課題は、質の高い教育をということだと思い

ます。その上で、発展国でも教育の転換を図っていく必要があるのだと思います。」  

「今回の GCP 企画で知ったことは二つあります。一つ目は、教育援助といっても分野に分かれ

ていて、支援する国 とされる国 でのニーズが違 うことです。支援する国に利益があることは必要だけ

れど、基礎から教育 していかないと全員に広まっていかないと感 じました。二つ目は、学校の先生

自体が教育 されていないということです。このままだと、いつまでたっても負の連鎖から抜け出せない

なと感 じ、私は教員の育成が一番必要だと感 じました。今 、私たちにできることは、しっかりと勉強 し

世界の現状を知ろうとすることだと感 じました。」  
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ロールプレイ資 料 （抜 粋 ）  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート（例 ）  
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 企 画 書  
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G) 核 兵 器 廃 絶 に向 けて（２年 生 ）  

 概 要  

5 月 12 日 に行 われた第 1 回 目 の企 画 は、「核 兵 器 」をテーマに 行 いました。まず進 行 役

の生 徒 が、核 兵 器 を巡 る世 界 の 情 勢 について調 べた内 容 をプレゼンしました 。この話 題 を軸

に、ジグソー法 を用 い、核 兵 器 を絶 対 悪 とする立 場 であるＡカードと、核 抑 止 論 を信 奉 する立

場 を示 すＢカードを分 析 しながら、核 兵 器 に対 する両 者 の意 見 や立 場 を、総 合 的 に整 理 しま

した。付 箋 を使 って主 張 のポイントを 整 理 しながら、共 通 点 と相 違 点 を導 き出 し、核 兵 器 廃 絶

への可 能 性 を探 りました。  

2017 年 1 月 20 日 に第 45 代 アメリカ大 統 領 に就 任 した ドナルド・トランプ氏 が、核 兵 器

を巡 る米 国 のスタンスで議 論 を呼 び起 こしていたため、本 企 画 ではトランプ 大 統 領 の主 張 をカ

ードに反 映 させました。また、同 年 7 月 7 日 に採 択 された「核 兵 器 禁 止 条 約 」の立 役 者 であ

るＩＣＡＮの立 場 もカードに反 映 させました。カードは、両 者 の立 場 が対 比 できるように構 成 さ

れ、例 えば、トランプ大 統 領 と 日 本 の河 野 外 相 （日 本 の立 場 ）を同 じカードにすることで、原 爆

投 下 された日 本 が アメリカの核 抑 止 論 と同 じ立 場 を取 っていることを 意 識 させました。また原

爆 投 下 を指 示 したトルーマン大 統 領 の孫 のインタビューに対 して、 広 島 で長 らくボランティアガ

イドをしている人 のインタビュー、あるいは、 日 米 それぞれの核 兵 器 に対 するアンケート結 果 な

どを用 意 し、今 までは日 本 人 からの 視 点 で捉 えてきた核 兵 器 に対 して、敢 えて核 抑 止 論 とい

う視 点 を取 り入 れることで、核 兵 器 の問 題 を客 観 的 に捉 えられるように工 夫 を凝 らしました。  

 

  生徒感想  

「核兵器の恐ろしさが改めて分かった。あまりアメリカのことを知 っておらず、アメリカが悪でしかないと

いう考 えが自分の中にあったのですが、議論 を重ねる中で、日本にも真珠湾攻撃のような非があり、

アメリカだけが悪ではないということがわかった。全 ての立場における共通点 として戦争は良 くないと

いう考えがあり、当 たり前のように感 じるこの考 えを、世界の共有すべき共通点 として頭の中に置 き、

戦争 をできる限 り全てなくしていけるようにしていくことが必要だと感 じた。」  

 

「日 本 は世界で唯一核による被害 を受 けた国ではあるけれど、 70 年という時 を経 て、「使 用 も保

有 も禁止すべきだ」という考 え方から、「核 の使用 は正 しかった。抑止力で守 られている」という真

逆の考えを持 ちつつあることに驚 きました。確かに今 、日本はアメリカの傘下で、核抑止力という名

の下 、核によって守 られているが、今後 その脅威 を伝える世代がいなくなったとき、必ずまた同 じこと

が起 きると思います。核の非人道性を、日本だけでなく、世界の人々が学び続けることが大事だと

思いました。」  
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（ワークシート例 ）  

  



 

- 29 - 
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 企 画 書  
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H) レイテ島 決 戦 から戦 争 とは何 かを知 る（２年 生 ）  

 概 要  

高 校 2 年 生 の 1 学 期 は、「戦 争 」をテーマとし、特 に第 二 次 世 界 大 戦 を中 心 にその実 像

を見 つめていきました。 6 月 16 日 に行 われた第 2 回 目 は、フィリピン・レイテ島 の決 戦 の戦 争

証 言 の映 像 を通 して、戦 争 とは何 かについて学 び合 いました。映 像 では、レイテ決 戦 を戦 った

兵 士 たちの証 言 映 像 を特 別 に編 集 し、その際 に、日 本 兵 、アメリカ兵 、そして、現 地 のフィリピ

ン人 など、戦 争 に関 与 した全 ての当 事 者 の証 言 を順 番 に視 聴 することで、偏 った見 方 をせず、

戦 争 について客 観 的 に考 えることを目 的 としました。  

レイ テ 島 は 第 二 次 世 界 大 戦 中 、 日 本 軍 と ア メ リカ 軍 が 最 も激 し い 地 上 戦 を 繰 り 広 げ た 舞

台 の一 つです。その地 上 戦 の経 験 者 の証 言 は、授 業 で学 んだ机 上 のものとは異 なり、生 々し

いもので した。そして 、 戦 争 の 勝 敗 に 関 係 なく、 戦 争 に関 わった全 ての 人 が 悲 惨 な思 いを し、

深 く傷 ついていることを知 る ことができました。 生 徒 は 大 きな衝 撃 を受 けると共 に 、二 度 と 戦 争

を起 こさない、起 こさせないという不 戦 の誓 いを新 たにしました。  

最 後 に、映 像 を通 して学 び合 ったことを、“戦 争 とは”とのテーマでマインドマップを作 成 しま

した。「あなたが一 番 『かわいそうだ』『ひどい』と感 じたのはどの国 の人 か」との質 問 を投 げかけ

ることで、よ り深 く考 えることができたの ではない かと思 います 。そして、「 戦 争 とは人 の 命 を 奪 う

ことである」、「戦 争 に は加 害 者 も被 害 者 もいない」ということを一 人 一 人 が理 解 することができ

ました。  

 

  生徒感想  

「戦 争に対 しての感情 を改めて考え直すことができました。実際に経験 した人達の一言一句に

は、すごい力があり、観 ることができて本当に良かったと思いました。世界市民 、世界平和 を実現

するためにも、自分から挑戦していこうと思いました。」  

「映 像 の『戦争 とは？』との質問 に対 して証言 を聞 く部分 では、個人 それぞれの戦争 に対する

思いを聞 くことができ、とても印象 に残 りました。特 にアメリカ人の『何 かを止 めるには戦争以外にも

道があったのに、戦争 を選んでしまう。それが人間 だから』という発言には、はっとさせられました。また、

クラスの皆 と真剣に戦争について意見 を交換することができたことは非常に良い機会だったと思い

ました。次の時代 を担 う私たちであるから、更に平和への意識を高めていきたいです。」  

「一 番心に残 ったのはフィリピンの人の『日本 軍のことをもうとっくに許 している』との証言です。戦

争からは何 も生 まれない、憎 んでも何 にもならないということを、身 をもって体験 しないと言 えない言

葉だと思いました。アメリカ人の『話 したくない』との言葉に、本当に辛い経験であったことが伝わって

きました。」  
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ワークシート（例 ）

 

 



 

- 33 - 

 

 企 画 書  
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I）  異 文 化 理 解 （２年 生 ）  

 概 要  

10 月 24 日 に行 われた第 3 回 目 は、「国 際 交 流 ～世 界 の中 のわたし～」をテーマに、外 国

の文 化 や考 え方 を知 り、日 本 とは違 う文 化 を受 け入 れ、共 生 していくための方 途 を学 ぶ ことを

目 標 に、創 価 大 学 に通 う別 科 生 （留 学 生 ）38 名 を創 価 高 校 にお迎 えし、別 科 生 との交 流 を

行 いました。高 大 接 続 の取 り組 みの 一 環 として、初 めて GC P 企 画 として別 科 生 との交 流 を実

施 することができました。  

事 前 学 習 と し て 、 別 科 生 には 自 己 紹 介 を 考 えて もら い （ ワーク シー ト 左 参 照 ） 、 各 ク ラ スの

生 徒 には、９～１１人 のグループを作 り、グループの中 で別 科 生 への 質 問 を考 えさせました。交

流 会 当 日 に向 けて、個 人 で考 えた質 問 を共 有 し選 び、グループで聞 く内 容 を絞 りました。  

交 流 会 では、まず別 科 生 の自 己 紹 介 をしていただき、その後 グループごとに別 科 生 と懇 談

をしました。 生 徒 は 自 ら 考 えた 質 問 をしながら 、 日 本 との 文 化 や 習 慣 の 違 いを 感 じながら、 有

意 義 に交 流 会 を 進 めていきました。  

 

  生徒感想  

「他国の文化 を、その国の人から教わることができ、貴重な経験をさせていただきました。他の国

から見 ると、日本 と違 うところが生活のいたるところに存在 し、違和感 を憶 えることを知 りました。自

分 も将来 、海外に行 くことがあると思 うので、いろんな情報 を知ってから行 くべきだと思いました。」  

 

「日本 と母国との違いを聞いて、相手の方の国のことも知 り、日本のことも新 しく知 ることができた。

留学する大学に創価大学を選んでくれたことや日本語 を学ぼうと思 ってくれたことが嬉 しいと思 い、

自分 も留学 してみたいと思 った。あまり海外の方 と話 をする機会がないので、すごく楽 し く、学ぶこと

もたくさんあり、もっとこういう機会があれば良いと思 った。また、こういう経験 を高校生のうちにしておくこ

とで、これからの生活で国際理解をより深めることができると思った。」  

 

「質問 をするときに、友達 と会話 をする時のくせで主語 を抜いてしまったときに、理解 をしてもらえな

かったので、日本語の文章の不完全 さを感 じ、主語 って大事 だと思 いました。文法 に気 をつけて

話せるようになりたいです。」  
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 教 室 配 置  

 

 

 

 

  ワークシート (例 )  
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 企 画 書  
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J) ルワンダ内 戦 から現 代 紛 争 を考 える（２年 生 ）  

 概 要  

11 月 24 日 に行 われた第 4 回 目 は「現 代 の紛 争 」をテーマに、1994 年 にアフリカのルワン

ダで起 きたジェノサイド―大 量 虐 殺 について学 びました。  

11 月 21 日 の帰 りの H R で、GC P リーダーより、現 代 の紛 争 からルワンダの 大 量 虐 殺 (ジェ

ノサイド )から 学 ぶ～とい う 事 前 学 習 冊 子 を 配 布 。 資 料 の 内 容 は、「な ぜ世 界 で紛 争 が無 くな

らないのか」増 田 弘 著 、「隣 人 が殺 人 者 に変 わ る 時  ルワンダ・ジェノサイド生 存 者 達 の 証 言 」

「隣 人 が殺 人 者 に変 わると時  加 害 者 編 」ジャン・ハッツフェルド著 、「NH K 未 来 への提 言  戦

渦 無 き 時 代 を築 く」ロメオ・ダレール 著  より特 に学 んで欲 しい部 分 を 抜 粋 し 作 成 した ものです。  

当 日 は、 海 外 ドキュメント『ルワンダ （ 1）』 」の視 聴 を行 い、その後 ４名 で構 成 する 分 れて、 ツ

チ族 ・フツ族 ・国 連 軍 兵 士 ・TV 記 者 に分 かれたロールプレイを行 ないました。これは、ルワンダ

内 戦 の様 子 を模 擬 体 験 する 、企 画 です。休 憩 後 、海 外 ドキュメント『ルワンダ（ 2）』を視 聴 した

後 、 ル ワン ダ 内 戦 が おき た 原 因 に つい て 学 び まし た 。 学 ん だ 内 容 は 、① 国 内 政 治 ② 植 民 地

支 配 ③ 現 地 民 (フ ツ族 ・ ツチ族 )④ 国 際 社 会 の ４点 からみた 内 戦 の 原 因 を「フ ィッシ ュボーン」

と呼 ばれるチャートにまとめていきました。最 後 に“二 度 とこのようなジェノサイドを起 こさないため

に必 要 なことは何 か”をテーマに話 し合 ったことをグループごとに発 表 し合 いました。  

 

  生徒感想  

 

「今 回 ルワンダ内 戦 を勉 強 してジェノサイドの

怖 さを改 めて知 ることができました。殺 害 する

人のリストを作成 し、都合の悪い人 を殺 してい

く 、 ものすご く怖 いことです。でも一 番 怖 いの

は、自 分 は直 接 には手 を下 さずに操 っている

だけの周 りの国々です。何百万人 もの命 を無

駄にしてしまったことは、絶対に忘れてはならな

いし、この世界に住んでいる人 はこの事実 をし

っかりと知 っていくべきです。」  
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内 戦 の起 こるしくみ（まとめの図 ）          当 日 課 題 （ワークシート）  

 

ロールプレイング用  立 場 を記 述 したカード（例 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 39 - 

 

 企 画 書  
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K) 人 権 すごろく  

 概 要  

 1 月 19 日 に行 われた第 5 回 目 は、「人 権 」をテーマに、人 権 というものが、人 類 の長 い歴 史

の中 で民 衆 が 勝 ち 取 って きた もの である ことを 理 解 する と 共 に 、 身 近 な 生 活 の 中 から 人 権 尊

重 の必 要 性 、重 要 性 を感 じることを目 標 として行 いました。  

導 入 と し て 、 オリ ジナ ル 教 材 であ る “ 人 権 ス ゴロ ク” を 使 っ て 、 楽 し みなが ら 身 近 な 自 由 が 、

「人 権 」として保 障 されているものであることを知 りました。最 初 に、自 身 の出 身 国 や性 別 といっ

た人 物 像 が設 定 され、設 定 によって異 なる結 果 がでるようにし、理 不 尽 な人 権 侵 害 を体 感 で

きるようにしました。各 マスには、「 突 然 逮 捕 される。 2 マス 戻 る」や「テロ首 謀 の 容 疑 で拷 問 を

受 ける。1 回 休 み」など、人 権 に関 わる内 容 が書 いてあり、それを読 み上 げながら進 めることで、

理 解 を深 めていけるようにしました。  

続 いて 、人 権 団 体 ： ユー ス・フォー ・ヒューマ ン ライツが 作 成 した 映 像 『 人 権 の 歴 史 』を 視 聴

しました。短 時 間 で分 かりやすく人 権 の歴 史 がまとめてあり、生 徒 の理 解 が進 みました。次 にグ

ループごとに 、 世 界 で実 際 に 起 きている 人 権 問 題 に 関 する ニュー スを配 布 し 、それが 世 界 人

権 宣 言 のどの 項 目 に 抵 触 するかを検 討 しながら学 びを深 めました。 各 グループには全 て異 な

るニュースが配 られ、最 後 に 自 分 たちが担 当 したニュースの簡 単 な発 表 を行 い、他 グループの

学 習 成 果 についても共 有 できるようにしました。  

この 企 画 を 通 して 、 平 和 な 日 常 で暮 ら している と 意 識 できて いなかった 「 人 権 」とい う ものを

少 し身 近 に感 じることができました。  

 

  生徒感想  

「まだまだ国連が発表 した『世界人権宣言 』が全世界共通の認識として広まっていない現状 を知

り、今回 、人権について学ぶことができて良かったです。すごろくを通 して、自分がもしも黒人でキリス

ト教徒であったらと想像 した時 、肌が黒いというだけで差別 を受けると思 うとゾッとしました。 『もしも自

分が』と、その人の立場になって考えてみることの大切 さに気づくことができました。」  

「人権 というものが世界で認められてきたのは最近のことだと分かりました。世界の指導者が、人権

獲得の為に戦い抜いたことで、世界が少 しずつ変わっていったのだと知 りました。人が人権を獲得

することは簡単ではないこと、人権がどれだけ大切なのか、映像 を通 し学 ぶことができました。長い

歴史をかけて作 りあげてきた人権 を二度 となくさないように、私 たちが守 り続けていきたいと決意でき

ました。」  

「今 回の企画を通 して、人権すごろくで出 たマスを面白 おかしく楽 しんでいたけれど、実際にそのよう

な理不尽な仕打ちを受けている人が世界にいるということを知 り衝撃だった。また、世界人権宣言

の中身に初めて触れることができ、とても貴重な機会となった。もっと学び、力 をつけ、より多 くの人が

幸せを感 じる世界 を築いていきたい。」  
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ワークシート （例 ）  
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 企 画 書  
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L) 人 権 ディベート  

 概 要  

第 5 回 の GC P 企 画 （世 界 人 権 宣 言 に学 ぶ）に引 き続 き、「人 権 」への理 解 を深 めることを

目 的 として、2 月 9 日 、16 日 の 2 日 間 にわたり人 権 ディベートを実 施 しました。これは、ディベ

ート の 手 法 を 用 いて 少 年 犯 罪 の 実 名 報 道 に つい て 知 り 、そ こから 、 「 個 人 の 基 本 的 人 権 」 と

「公 共 の福 祉 」がぶつかる例 について考 え、さらに他 者 の人 権 を尊 重 するための方 途 を探 るも

のです。  

人 権 ディベートを行 う「基 礎 体 力 」は、言 語 技 術 の授 業 でトレーニングしました。週 １回 行 わ

れるこの授 業 では、「創 価 高 校 は定 期 考 査 を 廃 止 すべきである」「創 価 高 校 は制 服 を 廃 止 す

べきである」など、身 近 で、背 景 知 識 の必 要 でない論 題 でディベートを実 施 。創 立 者 がかつて

「互 いの討 論 を通 し、 問 題 の 核 心 に 迫 り、より 優 れた 解 決 法 を見 つ けていく『 創 造 的 議 論 』 が

ディベートなのである」と語 られたことを、実 感 を持 って学 ぶ事 ができました。  

9 日 の準 備 の日 には、ディベートについての 講 義 を受 け、言 語 技 術 の授 業 で学 んだ知 識 を

再 確 認 する とこ ろから 始 めました 。そして 、こ の 企 画 では 時 間 がないため 、 事 前 に 肯 定 側 と 否

定 側 に 分 かれ、立 論 、 質 疑 、 アタック 、ブロック を考 えました。 また、 個 人 ワークシー トに 従 って

進 めていくと、そのまま試 合 ができるように しました。16 日 の本 番 までに 1 週 間 あったため、そ

れぞれ準 備 を進 め、当 日 の 1 限 目 に最 終 準 備 の時 間 を取 り、本 番 に臨 むことができました。

第 1 試 合 は経 験 者 を含 む 4 グループが試 合 を行 い、残 りの 8 グループはジャッジをしました。

第 2 試 合 で、ジャッジをしていた 8 グループが試 合 を行 い、4 グループがジャッジを行 いました。

少 年 犯 罪 をめぐる本 番 の論 題 は、生 徒 たちには少 し難 しく、その場 で相 手 のアタックに切 り返

し、効 果 的 にまとめを行 うことができない部 分 もありましたが、言 語 技 術 の授 業 で学 んだ技 術 を

活 かして、論 題 について、複 眼 的 に考 えることができました。  

 

  生徒感想  

「自 分 の意 見 の中 に一 貫 した主 張 を一 つ決 めておくことが必 要 だった。今 回 の議 題 を通 して、

様々な社会問題が本当に難 しいということを改めて学んだ。」  

「言語技術でディベートを行 って今日の本番に臨 んだが、自分の番になると焦 りが出てしまい思 うよ

うにできなかった。その中で、相手の意見にすぐ反論するなどディベートでしか鍛 えられないことも鍛 え

られた。また、ディベートはただの言い争いではなく、審判 を納得 させなければならないものだと改めて

気付かされた。将来 、グローバル化が進み、自分の意見 をしっかり持 つことが重要になると思 うの

で、こういった経験は大切なものだと感 じる。」  

「少 年犯罪の実名報道が今回の論題であったが、ディベートをすることは一概に良い悪いが言 え

ないからこそ、面白いものだと感 じた。こういう論題 を研究する上で日本 と世界の違いを知 ることが

でき、また、集団的価値観がどうなっているのかを知 ることができ、とても面白かった。」  
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ワークシート（例 ）  
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 企 画 書  
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M) SDGs Card Game を通 して地 球 規 模 課 題 を学 ぶ（１・３年 生 ）  

 概  要  

昨 年 度 、担 当 教 員 と GC P リーダーで企 画 立 案 し、新 たに開 発 したカードゲーム型 の教 材

を使 用 し、企 画 を実 施 しました。 2015 年 に国 連 で採 択 された「 2030 アジェンダ・持 続 可 能 な

開 発 目 標 ＝SDGs」を体 験 的 に学 ぶことを目 的 に行 われ、3～4 人 グループで 9 ヵ国 にわか

れ、各 国 が抱 える課 題 が S DGs のターゲットとしてカードに したものを配 布 。各 国 はそれらの課

題 を「アイテム」を使 って解 決 していきます。解 決 することで「ポイント」を得 ることができ、最 終 的

に一 番 ポイントを獲 得 した国 の勝 利 となります。  

教 室 前 方 の画 面 には、SDGs の世 界 全 体 の 達 成 状 況 がわかるバロメーターが表 示 されて

おり 、 自 国 の 課 題 解 決 とと もに 、 自 国 がす べて クリア して も、 他 国 がク リア できなかった 場 合 は

ポイントが減 点 されてしまうため、 世 界 で SDGs の達 成 を目 指 し、道 具 の貸 し借 りや、融 資 な

ど、互 いに協 力 しあって交 渉 を進 めていきます。  

「アイテム」には「お金 」と「アイディア」があり、 「お金 」は貿 易 ゲームの容 量 で、 道 具 と紙 をつ

かって製 品 をつくり、マーケ ットで 換 金 すること で得 られます。「ア イディア」は自 国 の教 育 水 準

や知 的 活 動 の指 数 をあらわしており、さまざまな課 題 を 解 決 していく中 で得 ることができます。  

各 国 の課 題 やそれを解 決 するための経 済 力 や 教 育 力 の必 要 性 、 国 際 社 会 における援 助

のあり方 、協 力 関 係 の構 築 など様 々なことをカードゲームを通 して 体 験 的 に学 びました。  

 

  生徒感想  

「今 回の企画 を通 して、自分の事 を考えているだけでは、世界 全体の幸福 は実現できないとい

うことを学 んだ。資源やお金があって豊かな国でも、他の国 と協力 しないと S DGs を達成できず、

自分たちも損 をするルールだったため、周 りの国のことも気にかけながら進めなければならず、難 しか

った」  

「頭 をたくさん使わないといけなくて大変だったが、世界の問題の大変 さを知 れてよかった。とても

楽 しかったし、友人 とも協力しながらできてよかった。たくさんのことを学べた」  

「他国との協力がなければ、S DGs 全てを達成することは絶対に不可能だと強 く感 じた。特に今

回自分が貧困国の立場になってゲームをして、国 を発展 させることは難 しいし、自力ではほとんど何

もできないことわかった」  
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 ワークシート（例 ）  
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 企 画 書  
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N) 模 擬 国 連 ①  COP21 （３年 生 ）  

 概  要  

模 擬 国 連 とは、実 際 に国 連 で行 われている国 際 会 議 をモデルにして、一 人 一 人 が世 界 各

国 の大 使 となって会 議 ・ 交 渉 を 行 うもの です。 今 回 は 、 気 候 変 動 枠 組 み条 約 の 締 約 国 会 議

「COP21」をテーマに、各 クラスを 15 の国 に分 け模 擬 国 連 を実 施 しました。  

2020 年 以 降 の新 たな枠 組 みの創 設 を目 指 し、論 点 ①「2020 年 以 降 の温 室 効 果 ガスの

新 しい 削 減 目 標 」 、 論 点 ② 「先 進 国 と 途 上 国 の扱 いを どのように 区 別 するのか 」 とい う 二 つの

論 点 に 沿 って 、それぞれの 国 の 立 場 で交 渉 を 重 ねま した 。 会 議 の 最 後 には 、 決 議 案 を 全 会

一 致 で採 択 することを目 指 しました。  

 

 前 年 度 との変 更 点  

前 年 度 では、準 備 1 回 の後 に本 番 1 回 の形 を取 っておりましたが、本 年 度 は準 備 2 回 の

後 に本 番 1 回 の形 をとりました。準 備 の 1 回 目 では Posi t i on  Sheet というワークシートを使

って、与 えられた各 国 のことを自 分 で調 べました 。準 備 の 2 回 目 ではクラスを超 えて自 分 の与

えられた国 の情 報 交 換 を行 い、準 備 を重 ねて本 番 を迎 えることができました。  

 

  生徒感想  

「実際の会議の疑似体験と言 う貴重な経験 をして国際協力の難 しさを学びました。思 ったのは

国によって前提 となる状況が違 うため、全員が決議案の選択肢に当てはまるわけではないので、よ

り慎重に“責任 ”や“柔軟な解釈 ”といった言葉の定義などを確認 しあいながら、中国など複雑な

状態の国に配慮し、友好関係にある国が適切に支援できたらいいのかな、と考えました。」  

「今日私 は議長 とインドネシアの大使 として国連 に参加 しました。全体 を限 られた時間で回すの

も大変でしたが、各国が似たようで違 う意見 を持 っている中で、いかに 1 つの意見にまとめることが

難 しいか、身 をもって思い知 りました。これが国同士 と言 う話になると、クラスの人同士 と異なり、価

値観 も文化 も違 う知 らない人がお互いの意見 をぶつけ合わないといけないので、こう簡単にはまと

まらないだろうな、と感 じました。世界のこうした問題に対 して、それぞれの国がお互いのことを考 えな

がら、利己的にならずちょうど良いところを目指 して深いところで話 し合わないといけないと感 じました 。

全体 を動かす全体を動かす側 と動 く側の両側面からこの企画 を体験できてよかったです。」  
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実際に使用したスライド  
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本年度、作成し使用した  

Pos i t i on Sheet  
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O）  ファイナル・プロジェクト  （３年 生 ）  

 概  要  

 2016 年 度 に、これまで各 教 科 で個 別 に展 開 されてきた探 求 学 習 を統 合 し、教 科 横 断 型

のプログラムを組 めないかというアイディアが生 まれ、全 校 対 象 企 画 の GCP で進 めている探 求

学 習 の集 大 成 として、「現 代 社 会 」と「英 語 表 現 」がコラボレーションした「Final  Pr oj ec t」とい

う企 画 が着 想 されました。  

 「Final  Pr oj ec t」は 1・2 年 生 での GC P( Global  Ci t i zensh ip  Pr oj ec t)の取 り組 みを通 し

て興 味 ・関 心 をもった分 野 を SDGs の 17 のゴールの中 から一 つ選 び、探 究 活 動 を進 めるも

のです。  

 GCP では、「2030 アジェンダ・SDGs」を活 動 の中 心 に据 え、環 境 ・教 育 ・人 権 ・紛 争 解 決 ・

核 軍 縮 などをテーマに、1 年 次 より様 々な企 画 に取 り組 んでいます。リンクマップ作 りや貿 易 ゲ

ーム、模 擬 国 連 や独 自 の教 材 などを用 いて、地 球 規 模 課 題 や S DGs への関 心 を高 めてきま

した。そして、3 年 次 に「現 代 社 会 」の授 業 内 容 とも関 連 させ、これまで学 んできた S DGs の

17 のゴールの中 から、自 分 がもっとも興 味 をもった分 野 からテーマを設 定 し、日 本 語 と英 語 の

二 言 語 でポスターセッションを行 う「 Final  Pro j ect 」を進 めています。  

そして今 年 は、本 校 が SGH としての出 発 を切 ると同 じタイミングに入 学 し、言 語 技 術 の授

業 を受 けてきた生 徒 が 3 年 目 となり、「現 代 社 会 」と「英 語 表 現 Ⅱ」に加 えて「現 代 文 B」の３

教 科 横 断 型 の取 り組 みに力 を入 れて実 施 しました。  

 

 企 画 の流 れ  

【現 代 社 会 】  

この企 画 の準 備 は、主 に週 2 時 間 の「現 代 社

会 」の授 業 を中 心 に行 いました 。  

生 徒 たちは一 学 期 の 5 月 からテーマの選 定 に

着 手 しました。S DGs の 17 の目 標 から大 テーマ

を一 つ選 び、さらにそれを分 析 するための「リサー

チクエスチョン」を設 定 していきます。  

さらに自 分 が 掘 り進 めたいと 思 う小 テ ーマを 設

定 し ます 。テーマ 設 定 においては 玉 川 学 園 発 刊

の『学 びの 技 』を使 用 し、 調 査 対 象 が 広 すぎる テ

ーマ、 専 門 的 すぎて 狭 す ぎるテー マ、 調 べたら す

ぐに 結 論 が 得 ら れて し まい そう なテ ーマな ど 、 さ ま

ざまなケースを学 び、検 証 させました。 生 徒 が選 んだテーマの内 容 と内 訳 を見 てみると、「 1  貧

困 を な くそ う」 「 4  質 の 高 い 教 育 をみん なに 」「 5  ジ ェンダ ー 平 等 を 実 現 し よ う」 が 特 に 関 心 の

高 い分 野 であることがわかります。  

 教 員 からもフィードバックを与 え、一 学 期 に確 定 させた小 テーマをもとに、夏 休 みには 素 材 集

めのた めの 徹 底 的 な リ サー チを 行 い ます 。その 際 には 、 イン ターネ ットの 文 献 は 控 え、 本 や 雑

誌 などの書 籍 を調 べること。図 書 館 に必 ず 1 回 以 上 行 くこと。必 要 に応 じて資 料 館 などのフィ

ールドワークを行 うことを課 題 として課 しました。  
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 そして、2 学 期 になり、現 代 文 で執 筆 したレポートをもとに 11 月 にポスター制 作 に入 りました。  

ポスターを作 成 する際 には、 「見 せるポスタ ー」 「読 ませるポスター」を意 識 さ せ、レイア ウトや 文

字 の大 きさやフォント、色 使 いなどの最 低 限 のデザインについて学 習 を進 めました。 また、発 表

の際 の 声 や 姿 勢 、 ア イ コンタ クト 、ボ デ ィーラ ン ゲージ 、 ナン バリン グな どの 基 本 的 な 方 法 に つ

いてもレクチャーを行 い ました。これらのことを一 度 １１月 中 にポスターセッション行 った際 に、生

徒 同 士 で相 互 チェックさせることでブラッシュアップを行 いました。 冬 休 みには、ポスターの修 正

を行 いクラス内 でも発 表 に 向 けて最 終 調 整 を行 いました。発 表 自 体 は 6 分 前 後 で組 み立 て

ていたため、本 番 では質 疑 応 答 も含 めて 10 分 という時 間 をどうデザインするのかを生 徒 たち

に考 えさせました。  

いよいよ迎 えた本 番 では、 体 育 館 全 面 を 利 用 し、盛 大 にポスターセッションが 行 われました。  

1・2 年 生 もオーディエンスとして参 加 し、前 後 半 2 回 にわけた発 表 のうち、 1 回 は決 められた

場 所 に、もう 1 回 は自 分 の聞 いてみたい先 輩 のところに行 くという形 をとりました。また 、本 年 度

はこのポスターセッションを 保 護 者 や一 般 の方 にも公 開 しました。さらに、過 去 ２年 間 の反 省 を

いかし、 発 表 のブ ースの 間 隔 を 広 げ るために 体 育 館 中 央 に もパネルを 設 置 し、 発 表 スペー ス

を増 やしました。全 体 として過 去 と比 較 して、活 気 溢 れる発 表 の場 となりました。  

 

 



 

- 54 - 

 

【英 語 表 現 Ⅱ】  

今 年 度 の３年 生 の授 業 は週 ３回 あり、日 本 人 1 人 と外 国 人 1 人 の体 制 でファイナルプロジ

ェクトへの取 り組 みを行 いました。  

目 標 として、「 地 球 規 模 課 題 について、英 語 で知 識 を深 めるとともに、 自 信 をもって英 語 で

発 信 する力 を 養 う こと。また 、そのために不 可 欠 な力 と して、 英 文 法 ・ 会 話 ・クリテ ィカルシン キ

ング・ライティング等 の力 を 培 う」ことを 掲 げ、 最 終 成 果 として、 現 代 社 会 で行 ったポスターセッ

ションを、紙 面 やスピーチも含 めてオールイングリッシュで行 いました。  

１学 期 は、5W1H を意 識 させるようなアクティビティーや「事 実 と 意 見 」を区 別 するクリティカ

ルシンキングを主 に会 話 ベースで行 いました。また、最 終 的 な発 表 の原 稿 を英 語 化 していく上

で必 要 となる、英 文 法 についても復 習 と 同 時 に毎 週 80～100words のライティングを１本 行

い、その都 度 、外 国 人 講 師 に添 削 をしてもらいました。  

夏 休 み には 、 現 代 社 会 の 課 題 と 併 行 し 、 各 自 で実 施 し た

フ ィ ー ル ド ワ ー ク で 集 め た 素 材 を も と に 、 5W1H を 意 識 し て

200～300words の原 稿 を作 成 しました。そして、２学 期 の始

めには、夏 のフィールドワークと素 材 集 めの成 果 と学 びを原 稿

にし、ネイティブのチェックを入 れて発 表 しあいました。その際 、

事 前 に WORD  LIST を作 成 させて、聞 き手 には難 しいと思

われる英 単 語 の発 音 と意 味 を最 初 に確 認 して から発 表 しまし

た。その後 、発 展 的 な力 をつけることを目 指 し て、「グラフの種

類 や説 明 の仕 方 、出 典 ・引 用 を明 示 する英 語 表 現 」を学 びました。  

また、S DGｓに 関 する 知 識 を英 語 で深 める とと もに、４技 能 を 鍛 えることを目 的 と した 授 業 も

展 開 しました。具 体 的 には、GOA L14 Li fe  Be low Water を取 り上 げて、昨 年 ７月 までに、シ

アトルでのプラスティック製 使 い捨 てストローの 食 料 店 での 提 供 を 禁 止 する 法 律 についての英

字 新 聞 の記 事 を読 み（R eading ）、使 えそうな英 語 表 現 を学 んだ後 に、関 連 する英 語 の映 像

を見 て（ Listening ） 、 関 連 するデータを 読 ん で友 達 と 意 見

を 交 わ し （ Speaking ） 、 感 想 を 書 く （ Wr i ting ） と い っ た 授

業 です。また、12 月 には、昨 年 9 月 にオープンしたばかりの

東 京 都 英 語 村 Toky o  Global  Gateway に希 望 者 で、一

日 研 修 を実 施 しました。そして、「SDGs 地 球 の 17 の目 標

を 考 えよ う 」のレ ッス ンを 受 講 し 、 世 界 の 国 々 や 日 本 が 抱 え

てい る 課 題 を 全 て 英 語 で学 習 し 、 自 分 の 意 見 を 英 語 で伝

えることができました。  

３学 期 は、ファイナル・プロジェクトの完 成 をめざして、 現 代 社 会 で既 に完 成 させた原 稿 と ポ

スターを英 語 化 していったほか、研 究 成 果 をまとめる Abstr act（要 旨 ）の作 成 も行 いました 。

授 業 内 の ネ イ テ ィ ブ チ ェ ッ ク の 他 、 放 課 後 の CWC

（Cri tic a l  Wri t ing  C enter ）では、平 日 放 課 後 に、３人

の 英 語 科 の 教 員 が 、 一 人 ２ ０分 か け て 、 添 削 や 構 成 チェ

ック等 のアドバイスの場 を 設 けたところ、85 人 （35％）の生

徒 が予 約 を取 り、授 業 時 間 外 に添 削 を受 け ました。また、

プレゼンテーション原 稿 が完 成 してからは、外 国 人 講 師 に

よる Pr esentat ion Workshop やオンライン英 会 話 では、

フ ィリ ピ ン の 講 師 の 先 生 に プ レ ゼン テ ーシ ョン の 原 稿 を 聞
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いてもらい、質 疑 応 答 を行 いながら、当 日 の発 表 に向 けた準 備 も進 めてきました。  

そ し て 、 ２ ク ラ ス ず つ で 行 っ た ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 本 番 で は グ ル ー プ ご と に 、 英 語 に よ る

Presentati on 、 質 疑 応 答 （ Q&A ） 、 ル ー ブ リ ッ ク を も と に 友 達 同 士 で 評 価 を し あ い （ Peer  

Evaluati on ）、audienc e は英 語 で Comments を述 べました。さらに後 日 、日 本 語 のポスタ

ーセッションの時 と同 様 に、 体 育 館 を貸 し 切 って学 年 内 でポスターセッションを行 いました。 学

年 ポスターセッションには、保 護 者 や S GH の関 係 者 も見 学 に来 られました。  
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ポスターセッションでは、日 本 語 ・英 語 の両 方 において、大 学 受 験 の生 徒 や当 日 の体 調 不

良 などの欠 席 を除 けば、 200 名 以 上 の生 徒 全 員 が課 題 に取 り組 み、ポスターセッションをする

ことができました。多 くの生 徒 が、 最 初 は受 け 身 だったものの最 終 的 には 意 欲 的 に 取 り組 む こ

とが でき たと 述 べて いる と 同 時 に 、そ の 過 程 で大 学 や 社 会 で必 要 と さ れる 様 々な 力 が 身 に つ

いたと 振 り 返 って くれまし た。 今 後 は、ポ スター は情 報 科 、その 他 細 かな 指 導 は 担 任 な どと 協

力 しながら、全 校 をあげての指 導 体 制 の構 築 を模 索 して参 ります。また 、 2 年 間 の 言 語 技 術

で身 についた基 礎 力 を生 かし、さらに充 実 の、そして生 徒 の成 長 につながる ファイナル・プロジ

ェクトを目 指 します。  

 

 生 徒 が作 成 したポスター（日 本 語 /英 語 ）  

 

【現 代 文 B 】  

高 校 ３年 生 の現 代 文 では、週 ３時 間 あるうちの１時 間 を１・２年 生 で受 けてきた言 語 技 術 の

授 業 を発 展 させた、文 章 表 現 の授 業 にあて、現 代 社 会 で選 択 したター ゲットに関 する小 論 文

を執 筆 するためのトレーニングを行 いました 。  

現 代 社 会 での夏 休 みのリサー チを 経 て、２学 期 に入 ってからそれぞれが決 めたテーマ に 対

する自 分 の主 張 が 決 まるため、 １学 期 から２学 期 前 半 までは、 論 理 的 文 章 を 執 筆 する ため の

基 本 技 術 や 、パラグラフラ イテ ィングの“ 型 ”を 学 習 し まし た 。そ して、 ２学 期 後 半 から３学 期 に

かけて エッセイ （ 小 論 文 ）を 執 筆 する 、 とい う 計 画 で進 ん でき まし た。 こ こ では、 エッセ イ 執 筆 に

直 結 するパラグラフの“型 ”以 降 の学 習 について取 り上 げます。  

まず 授 業 では、 ＦＰの エッセ イを 執 筆 する 際 に 応 用 できる “ 型 ” と して 、 描 写 型 ・ 例 示 型 ・ 経
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過 型 ・ 意 見 型 ・ 物 語 型 パラグラ フ 構 成 を 紹 介 しまし 、 次 の 段 階 では、 例 示 型 ・ 経 過 型 ・ 意 見

型 の３種 類 のパラグラフを使 用 して 実 際 に４００字 程 度 でＴＳ（トピ ックセンテンス）・ＳＳ（サポー

ティングセンテンス）・ＣＳ（コンクルーディングセンテンス） の揃 ったパラグラフを執 筆 し、 相 互 添

削 しました。  

 相 互 添 削 の 際 には、各 課 題 毎 にルーブリックを示 し、これに基 づいてお互 いに添 削 しました 。

この相 互 添 削 によって、書 いた文 章 の推 敲 ができるばかりではなく、友 達 の文 章 を添 削 するこ

とで、次 に自 分 自 身 が文 章 を書 く際 に、ルーブリックで示 されたポイントを意 識 して文 章 を書 く

ようになり、徐 々に 文 章 レベルの底 上 げが でき ました。 １年 次 から何 回 も４００字 程 度 の文 章 を

執 筆 して きた ため 、 生 徒 たち は 文 章 を 書 くこ と そのものに 対 する 抵 抗 感 が 薄 れてい ました 。 そ

の結 果 、初 めの頃 は、「最 低 何 文 字 書 かなきゃだめですか？」という質 問 が多 かったの ものが、

今 では「４００字 超 えちゃだめですか？」という質 問 をするようになってきました。  

 

【意見型パラグラフ】「日本の高校の図書館は漫画雑誌を置くべきか否か」　（400字程度）

５点 ４点 ３点 ２点 １点

下記 a) ～ ｂ) の両方において
優れている

ａ）～ｂ）の両方がほぼできて
いるが、更に工夫が必要であ
る。

ａ）～ｂ）のどちらか１つができ
ていない。

ａ）～ｂ）の両方ができていな
い。

下記のどれかに当てはまる。

a) TS・ＳＳ・ＣＳの形式が整っ
ている。

ｂ）CSをTSと別の表現でまとめ
ている。

下記 イ) ～ ニ) の全てにおいて
優れている

イ) ＴＳの意見の理由として、
SSの内容が適切である。

ロ) ＳＳの配列が｢大から小へ｣
の原則に従っている。

ハ) 必要に応じて適切な事例
や体験が挙げられている。

ニ) ＳＳの配列において、ナン
バリングや適切な接続語を用
いている。

下記のルールを全て守っている

Ⅰ文体(常体)の統一

Ⅱ主語の挿入

Ⅲ句読点が適切

Ⅳ用語が適切

Ⅴ誤字･脱字がない

Ⅵ原稿用紙の使い方が正しい

ルールのうち
３つに不備がある

ルールのうち
４つ以上に不備がある

TS･CSが｢私は…と思う｣となって
いる。
途中で改行している。

Ｂ
内
容

Ａ

パ
ラ
グ
ラ
フ
構
成

イ)～ニ) が４つとも不十分
である。

イ)～ニ) のどれか３つが
不十分である。

イ)～ニ) のどれか２つが
不十分である。

イ)～ニ) のどれか１つが
不十分である。

〈例〉
ＴＳの内容がわかりづらい。
ＴＳとＳＳ、ＳＳとＣＳのつながりが分
かりづらい。
ＴＳとＳＳの表現がほとんど同じ。
　　など

Ｃ

記
述
の
ル
ー

ル

ルールのうち
１つに不備がある

ルールのうち
２つに不備がある
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続 い て 、 現 代 社 会 で 、 リ サ ー チが 終 わ り 、 各

自 の 課 題 に 対 す る 主 張 が でき て き た と こ ろ で 、

その 主 張 を １ パ ラ グ ラ フ で書 くこ と に 取 り 組 み ま

し た 。 こ こ では 、 主 張 型 パ ラ グ ラ フ の 型 に 則 り 、

自 分 の主 張 を根 拠 を示 しながら論 理 的 に主 張

でき るように し まし た。 この パラグラ フが 、 現 代 社

会 の ポ ス タ ー セ ッシ ョ ン や 、 英 語 で の 作 文 へ と

展 開 していきます。  

そして 、 現 代 社 会 でのポ スター セ ッシ ョンを と

おして、自 らの主 張 をさらにブラッシュアップした

物 を 元 に 、 ２ 学 期 末 頃 か ら 最 終 の エッセ イ （ 小

論 文 ） 執 筆 に 取 り 組 み まし た 。 こ こ では 、 こ れま

でトレーニングしてきたパラグラフをエッセイに 拡

大 す る 方 法 を 学 び まし た 。 ト ピ ック セ ン テ ン ス が

エッセ イ 全 体 の 序 論 と な り 、 サ ポー テ ィン グセ ン

テン スが ３つ ある と する とそ れぞれが 本 論 の １段

落 に 、 コ ン ク ル ー デ ィ ン グ セ ン テ ン ス が エ ッ セ イ

全 体 の結 論 となります。  

例 えば 、 序 論 では 、 誰 もがよく知 る 有 名 な 言

葉 を 引 用 し て 読 者 の 関 心 を 引 き 、 そ の 背 後 に

ある問 題 点 を 指 摘 、 中 継 を経 て 筆 者 の 主 張 を

簡 潔 に述 べました。 続 いて本 論 は、まず現 状 を

紹 介 し 、 続 い て 現 状 分 析 か ら 課 題 を 抽 出 す る

こ と で 主 張 の 根 拠 を 示 し 、 筆 者 の 考 え る 解 決

策 を、具 体 例 を挙 げながら説 明 しました。  

最 後 に 結 論 部 分 で は 、 序 論 で 述 べ た 主 張

の表 現 を 変 えて 再 述 し 、 中 継 を 経 て 問 題 の 広

がりを述 べて終 わる、という構 成 を取 りました。  

最 後 に 現 代 社 会 での ポ ス タ ー セ ッシ ョン を と

おして、自 らの主 張 をさらにブラッシュアップした

物 を 元 に 、 ２ 学 期 末 頃 か ら 最 終 の エッセ イ （ 小

論 文 ） 執 筆 に 取 り 組 み 、 デ ー タ 化 す る こ と で 現

代 文 に お け る フ ァ イ ナ ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト は 完 了 と

なりました。  
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 生 徒 が作 成 した論 文  

 

◆生徒感想 （ファイナルプロジェクト全体 ）  

「夏 休み中から、自分の選んだゴールに関する本や資料を読 み、それによってリサーチクエスチョン

が変わることもありましたが、自分の興味のある分野 を研究することができました。課題に対 しての解

決策 も自分で考えるというゼロからの作業でしたが、問題と真剣に向 き合 うことができました」  

「結 論 をしっかり立 て、その根拠 もしっかり説明するという国語力が身につきました。人に見てもらうこ

とを意識 し、どうしたら分かりやすく伝 わるのかをひたすら考 え、実践 したので伝える力が身につきまし

た」  

「情報 を正確に収集する力や論理的に説明する力 、また相手が理解 しやすいようなポスターを作

る力など、大学や社会において必要不可欠な能力を鍛えることができたと実感 しました」  

  



 

- 60 - 

 

P) ＵＮＥＳＣＯ教 養 文 化 講 座 研 究 発 表 （３年 生 物 選 択 ）   

 期 間  ２/２４（日 ）  

 参 加 者  高 校 ３年 生 ４名 （研 究 に参 加 した生 徒 は５名 ）  

 

 概 要  

創 価 高 等 学 校 の３年 生 の生 物 の授 業 では、３学 期 には受 験 の終 わった生 徒 を対 象 に、こ

れまで１４年 間 にわたって身 近 な環 境 である玉 川 上 水 の生 態 調 査 を行 ってき ました。特 に、玉

川 上 水 駅 近 くの小 平 監 視 所 を境 に、上 流 側 は多 摩 川 からの自 然 水 が流 れ、下 流 には 比 較

的 高 温 の高 度 処 理 水 が流 れています。この高 度 処 理 水 は微 生 物 の働 きを利 用 して、下 水 を

処 理 したものです。そこで微 生 物 の活 動 を活 性 化 させるために、比 較 的 高 温 の水 が玉 川 上

水 に放 流 されています。冬 には特 に上 流 の自 然 水 との水 温 差 が大 きくなると考 えられます。 こ

の水 温 の違 いが玉 川 上 水 の樹 上 生 物 にも影 響 を与 えているのではと 考 え、生 徒 たちの卒 業

研 究 として調 査 を続 けてきました。  

その中 で、本 年 は、2 月 20 日 (水 )から 24 日 (日 )までの

5 日 間 に小 平 中 央 公 民 館 1 階 「ふれあいギャラリー」で行

われた、学 び舎 江 戸 東 京 ユネスコクラブ主 催 、日 本 ユネス

コ協 会 と小 平 市 教 育 委 員 会 後 援 の「学 び舎 ユネスコギャラ

リー展 2019」への展 示 と、最 終 日 の 2 月 24 日 (日 )には、

小 平 中 央 公 民 館 の視 聴 覚 教 室 で開 催 された「第 14 回

学 び舎 ユネスコ教 養 文 化 講 座 」にて、 研 究 発 表 をさせてい

だく機 会 をいただきました。当 日 は 、玉 川 上 水 に興 味 を抱

く地 域 の方 々や市 役 所 の課 長 が集 まる中 、 調 査 のデータから分 析 した水 温 の違 いが 生 態 系

にもたらす影 響 についてのプレゼンを行 いました。研 究 と発 表 を通 して、生 徒 たちは理 系 のデ

ータの取 り扱 いや分 析 方 法 を学 ぶとともに、答 えのない問 いに対 して試 行 錯 誤 繰 り返 しながら

挑 戦 をしていくことや、自 分 たちの思 考 の過 程 を他 人 にわかりやすく伝 えることの 難 しさや大

切 さを実 感 することができました。また、自 然 と向 き合 う中 で環 境 を 守 るということの難 しさや普

段 生 きていると周 りの自 然 に 目 を向 けていなかった自 分 自 身 に気 づくことができました。  

 

  生徒感想  

「生物の研究を通 して、仮説 を検証する実験や調査を行 うことの大変 さや標準偏差などを含めた

データの分析の難 しさを実感 しました。また、生態系は多 くの要因の影響を受けるため、いろいろな

視点で環境を見 ることが大切だと実感 しました。」  

「身近な玉川上水の生物の個体数の調査 を行い、安全で環境を破壊することはないと思 ってい

た高度 処理水が、生 態系

に影響を与えている可能性

が高いことがわかり、常識や

偏 見 にとらわれずに、実 際

に調べ行動 していくことで学

びが深 まったと思 います。こ

の経 験 を大 学 での研 究 な

どに生かしていきます。」  
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3.  グローバル・リーダース・プログラム（GLP）  

A) 概 要 ・年 間 スケジュール  

 概 要  

グローバル・リーダース・プログラム（GLP）はその成 果 を、GCP はじめ全 校 のＳＧＨの取 り組

みに還 元 していく事 が最 大 の使 命 です。これまでに全 校 対 象 で 行 われている GC P 沖 縄 ・カリ

フォルニアのフィールドワークは、 GLP フ ィール ドワークがベースとなって います。またフィリピン

講 師 とのスカイプ英 会 話 は、 現 在 全 校 生 徒 が 取 り 組 んでおり 、英 語 の４技 能 の中 でも課 題 と

なっているリスニング•スピーキング力 の向 上 に貢 献 して きました。言 語 技 術 授 業 の英 語 と日 本

語 往 還 の実 験 も、当 初 は GLP で行 われました。  

本 年 度 の 取 り 組 み は １６ 名 で行 い まし た 。 毎 週 火 曜 日 ・ 金 曜 日 の ク ラ ブ 終 了 後 １８時 か ら  

１９時 ３０分 過 ぎまで、ＣＡＬＬ教 室 で行 います。また必 要 に応 じて合 宿 などの集 中 プログラムを

実 施 します。  

 

 昨 年 度 との相 違 点  

① 年 間 の 研 究 テ ー マ を 「 核 廃 絶 問 題 」 に 設 定 。 核 の 問 題 を 軸 に 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を は じ め と し た

様 々なテーマと複 合 させ、企 画 書 に関 してのチュートリアルのあと、英 語 で ５００語 以 上 の小 論

文 を書 かせ ました 。こ れによりそれまでの 探 究 学 習 の内 容 を 確 認 し 、振 り 返 ることが でき まし た。

もちろん、 英 語 と日 本 語 で思 考 させること で、 言 語 の論 理 的 な 運 用 能 力 を 育 てること もでき ま

した。そのため、英 語 力 の向 上 と、 活 動 の集 約 のために活 用 していた英 字 新 聞 プロジェクトへ

の参 加 は 取 りや めました 。ただし、 全 校 ＧＣＰ 企 画 英 字 新 聞 プロジェクトに、 ＧＬＰ生 徒 代 表 が

参 加 し、ＧＬＰの活 動 報 告 の 記 事 作 成 にあたりました。  

②年 間 学 習 の集 大 成 として、姉 妹 校 である創 価 中 学 １年 生 （220 名 ）に対 して「核 廃 絶 問

題 に関 する模 擬 授 業 」を １００分 間 実 施 しました。これにより、これまで学 んできた内 容 から最 も

大 切 な要 素 を選 び、探 究 の内 容 をふまえての普 及 活 動 とすることができました。  

③フィールド ワークは 広 島 と 長 崎 で実 施 。こ こ での 最 大 の 目 標 は 、出 前 授 業 実 施 に 向 け 、

被 爆 地 でどのような 平 和 教 育 が行 われている かを調 査 することに設 定 し ました。 これによりイ ン

タビューの技 法 なども活 用 することができました。  

 

 プログラム内 容  

「課 題 研 究 メソ ッド」を 教 科 書 と して 、 論 理 的 ・ 批 判 的 思 考 や 情 報 収 集 ・ 分 析 力 な ど 探 究

型 学 習 の基 礎 を 育 てます。その 研 究 手 法 を 活 用 し 、 広 島 と 長 崎 で 実 施 さ れるフ ィール ドワー

クを 行 い ます 。 さら に 、フ ィリ ピ ン 人 講 師 によ る オンラ イ ン 英 会 話 では インタ ビュ ー スキ ルな どの

英 語 力 を 磨 きます。 また 地 球 規 模 課 題 への 理 解 と 知 識 を 深 めるた めに、 国 連 大 学 訪 問 や、

平 和 学 者 、 外 交 官 、国 際 機 関 職 員 による懇 談 会 を 行 なっていただいています。 最 終 的 に 中

学 生 に対 して、「核 廃 絶 問 題 に関 する出 前 授 業 」を１００分 間 実 施 しました。  

 

 年 間 のプログラムの流 れ  

まず核 兵 器 に関 しての基 礎 的 な知 識 を深 めるため、 政 治 学 、近 代 史 、国 際 関 係 論 、科 学

の視 点 から 講 義 を 行 い ました 。この 時 に使 用 す るプレゼンの資 料 は、 英 語 の 講 義 で使 われた

もの をその まま活 用 し 、 今 後 英 語 で核 問 題 を 発 表 する 際 に 、 用 語 など 自 然 に 取 り 組 める よう
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に工 夫 を行 いました。５月 には「問 いの立 て方 」の導 入 を行 った後 、 全 校 対 象 のアンケートとサ

ンプリングとしての 生 徒 インタビューを実 施 しま した。この結 果 は、ＳＧＨ甲 子 園 や夏 季 フィール

ド ワー クに て 発 表 さ れ ま した 。 ６ 月 には 、 国 連 大 学 を 訪 問 し 、 『 人 間 の 安 全 保 障 』 につ いて 学

び、ＳＤＧｓの観 点 から見 た核 廃 絶 の 問 題 点 について考 察 するきっかけとな りました。夏 休 み期

間 に、長 崎 ・広 島 に て平 和 教 育 に関 するフィールドワークを行 いました。 ９月 の学 園 祭 には、こ

れまでの 活 動 をポスタープレゼンテーション 形 式 で発 表 。 授 業 計 画 の 基 本 を 学 んだ後 、出 前

授 業 の計 画 と 実 践 を 行 いました。 ここ までの 活 動 をとり まとめ 、活 動 報 告 会 を英 語 で行 いまし

た。また４月 にカリフォルニアで開 催 されるクリティカルイシューズフォーラム（ＣＩＦ）に向 けて、核

不 拡 散 に ついて の 研 究 を と り まと めた ミニプ ロ ジェクト を 全 員 で作 成 し ました 。 この 内 容 は ２ 年

生 が活 動 報 告 会 にて 、英 語 で発 表 しました。  

 

 GLP 年 間 スケジュール  

日 程  プログラム内 容  
探 究 ・発 表 等 の手 法

など  

春 期 休 業  
集 中 講 義 ：ア イスブレ イク 、 年 間 計 画 の 確 認 、 ワール ドカ

フェ  

Chromebook 配 布

（貸 与 ）  

4 月  

Cr it ic al  i ssues  f orum(C IF) 参 加  

(3 /28～4/2、代 表 2 名 )  

カリ フォ ル ニ ア・ モン ト

レー  

授 業 「国 家 の安 全 保 障 ・人 間 の安 全 保 障 とは」  グループワーク  

連 続 講 座 「核 廃 絶 問 題 の基 礎 」  英 語 資 料 活 用  

言 語 技 術 「質 問 の 仕 方 ・報 告 書 の書 き方 」  グループワーク  

講 義 ・懇 談 「平 和 構 築 」  

講 師 ：オタゴ大 学 准 教 授  李 成 鏞 先 生  
 

5 月  

授 業 「国 際 条 約 と R egime」   

授 業 「研 究 手 法 ：問 いの立 て方 ・アンケート調 査 」  グループワーク  

ラ ウ ン ド デ ィス カ ッシ ョ ン 「 核 廃 絶 問 題 を 意 識 す る の に 必

要 なこと」  
ディスカッション  

6 月  

国 連 大 学 研 修  

講 演 「S DGs と人 間 の安 全 保 障 」  

講 師 ：国 連 大 学 サステイナビリティ高 等 研 究 所  

    プログラムアソシエイト  今 井 夏 子 氏  

 

授 業 「研 究 手 法 ：文 献 調 査 とインタビュー」  グループワーク  

ディスカッション「核 兵 器 禁 止 条 約 と NPT」  ディスカッション  

授 業 「研 究 手 法 ：アンケート結 果 の分 析 」  グループワーク  

7 月  
ディスカッション「 夏 季 フ ィールド ワーク 準 備 （ア ンケート項

目 ・インタビュー項 目 検 討 」  
ディスカッション  

夏 季 休 業  
フィールドワーク  

広 島 ( 8 /6～8/8 )   長 崎 ( 8 /20～22)  
 

9 月  授 業 「ポスターの作 り方 」     
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ディスカッション「中 学 生 へのアンケート作 成 」   

講 演 「核 兵 器 は私 たちの大 切 なものを守 るの か？人 道 と

ジェンダーの観 点 から」  
 

ポスター発 表 準 備   

ポスター発 表 「フィールドワーク報 告 」（一 般 公 開 ）  ポスターセッション  

10 月  

作 業 「CIF ミニプロジェクト作 成 」   

授 業 「模 擬 授 業 に向 けて：授 業 案 とは」   

授 業 「模 擬 授 業 に向 けて：授 業 案 作 成 」  グループワーク  

論 文 テーマ作 成 ・ディスカッション  ディスカッション  

11 月  

中 間 報 告 会 「フィールドワーク報 告 」 (一 般 公 開 )  プレゼンテーション  

SGH 全 国 高 校 生 フォーラム参 加 （英 語 ）  ポスターセッション  

高 校 生 へ模 擬 授 業   

12 月  創 価 中 学 校 での出 前 授 業 実 施   

冬 季 休 業  論 文 骨 子 作 成  教 員 とﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ  

1 月  
2019 年 度 CIF 準 備   

小 論 文 作 成 ・提 出   

2 月  

GLP 最 終 発 表 会  プレゼンテーション  

活 動 の振 り返 り・評 価  
自 己 評 価 ・ 相 互 評

価  

 

B) クリティカル・イシューズ・フォーラム（ＣＩＦ）  

 実 施  ３月 ２８日 （水 ）～４月 ２日 （月 ）  

 参 加 者  代 表 生 徒 ２名 （３年 生 男 女 １名 ずつ）  

 場 所  アメリカ・カリフォルニア州 モントレーミドルベリー国 際 問 題 研 究 所  

 主 催  ミドルベリー国 際 問 題 研 究 所 ジェームズ・マーティン不 拡 散 研 究 センター

(MI I S )  

 内 容  日 米 露 の高 校 生 による核 軍 縮 に関 する提 案 の発 表 会 で、会 議 には、ロシア

から４校 、アメリカからハワイも含 め ６校 、日 本 から７校 の代 表 生 徒 約 ２名 ずつが参 加 し、

核 兵 器 の不 拡 散 をテーマにプレゼンテーションやディスカッションを通 して意 見 を交 換 し

ました。２０１８年 の S tuden t  Conf e rence のテーマは「核 兵 器 禁 止 条 約 ～成 果 、展 望 、

今 後 の挑 戦 ～」でした。  
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また、４月 の開 催 に向 け、2 年 生 の GLP のメンバーが核 問 題 についての包 括 的 な理 解 を

まとめ、オンラインプレゼンテーションアプリ p rez i で min i -p ro je c t を作 成 。事 前 に提 出 し、

MII S の研 究 員 からフィードバックを受 けました。  

 

 行 程  

アメリカ有 数 の美 しい街 ・モントレーに到 着 。モントレー研 究 所 のトキ先 生 によるオリエンテー

ションの後 、簡 単 な市 内 散 策 をしました現 地 の観 光 スポットであるラバーズ・ポイントで、それぞ

れの 滞 在 先 となるホ スト ファミリ ーと 初 対 面 。 当 初 は 緊 張 して いましたが 、 子 ど もたちや 、ホ スト

ファミリーの温 かい人 柄 に触 れて、皆 すぐに打 ち解 けていきました。  

2 日 目 はロシアの高 校 生 とともに、モントレー研 究 所 で、同 研 究 所 についての講 義 を受 けた

後 、 美 し い ペブ ル ビー チ沿 い にあ る 、 寮 生 のプ ライ ベ ート スク ー ル ・ス テ ィーブン ソ ン 高 校 を 見

学 しました。午 後 は明 日 に向 けての練 習 をしっかりと行 った後 、 全 １７校 によるリハーサルが 行

われました。リハーサル中 もみな、初 めて会 ったにも関 わらず、まるで旧 知 の仲 のように話 しかけ

ていました。夜 は食 事 とゲームを通 しての懇 親 会 が行 われました。  

3 日 目 はフォーラム初 日 となり、 日 ・米 ・露 の 各 校 がそれぞれの研 究 成 果 を 発 表 しました 。

本 校 代 表 生 徒 が 「 日 本 の 核 兵 器 禁 止 条 約 参 加 の 壁 」と 題 して 、 識 者 へ のイ ンタ ビューの 分

析 を通 して、日 本 の安 全 保 障 と核 抑 止 論 の矛 盾 点 を発 表 してくれました。基 調 講 演 では 、オ

バマ政 権 の軍 縮 政 策 に深 く関 わった、ニュークリア・クライシス・グループのウォルフサル所 長 に

よる基 調 講 演 や、高 校 生 による内 容 の濃 いパネルディスカッションなどが行 われました。  

実 質 的 な最 終 日 となるフォーラム２日 目 （４日 目 ）は生 徒 による発 表 の後 、２０１６年 のデイト

ナ文 学 平 和 賞 作 品 「ナガ サキ： 核 戦 争 後 の 人 生 」の 著 者 、ス ーザン・サ ウザード さんによる 基

調 講 演 があり、核 の引 き 起 こす人 道 的 な問 題 が、原 爆 投 下 後 ７０年 経 った今 も続 いている事

実 が、日 本 以 外 の地 域 ではきちんと伝 えられていないことを教 えていただきました。  

MII S 研 究 員 からの コメント： “Awe so me w ork  guys !  I  r e al ly  l ike  y our  pr e sen tat ion ,  I  
ju s t  h ave a few su gge st ion s.  On your  s l ide  w i th  the  number  o f  nuc l ear  we apon s  
you  spel l ed Eng land as " ingr an d" ( pro pe r  te rm for  th i s  s i tu ati on  wo uld be  "Un ite d 
King do m") ,  and  you  ar e  missin g  N .  K ore a an d I sr ae l .  On  you r  t ime l in e ,  y ou  m ay  
wish  to  move  the  P e ace  o f  We stpha l ia s l ide  t o  th e  nex t  t ime l in e  an d th e  Cu ban  
miss i le  cr i s i s  t o  th e  prev iou s s l ide  an d r ename th e  f i r st  as a  "h i s tory  o f  nuc l ear  
weapo n s" ,  and th e  se con d and th ir d as a "h i s tory  o f  nuc le ar  pe ac e  tr eat i es . "  Th ere  
i s  an  unn ee de d semic ol on  on  the  P ak i s tan  in fo  bu bb le .  Th e hu man secu r i ty  bu bb le  
a l so  has  an  unn ee de d per i od .   Over a l l  v e ry  we l l  don e !  I  r ea l ly  l ik e  h ow y ou  h av e 
eac h  of  y our  sec t io ns wr i t ten  on  the  to p  in  c l e ar  sec t ion s .  Th at wi l l  he lp  your  
au dienc e  f o l l ow a long  as  you  pr e sen t. ”  
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  生徒感想  

「今 回  C IF のプロジェクトで、核兵器の存在を当化 しようとする核抑止論 は、現代世界の安

全 を保障するものとしては全 く不完全 な考え方 であることがわかりました。核兵器が存在するという

事実に疑問 を投 げかけ深 く掘 り下 げて考 えていくことは、私 たちが高校生 として、また市民社会の

一員 として現状が正当かどうかを見極める上で非常に重要であると感 じました。このような機会 をい

ただけたこと、私 たちをサポートしてくださった方々への感謝 を忘れずに、今後 も積極的に学ぶ姿勢

を大切にしていきます。」   

「核兵器について学びを深め、世界 レベルのフォーラムに参加 し、学園 を越 えた世界の高校生

との対話 を通して得たこの貴重な経験を、まわりの友に語 っていかなければならないと感 じました。  

自分の使命と原点 を見失わずに一生涯勉学に挑戦し抜いていきます。」  

 

Cr it ic al  I ssues  Forum の２０１８年 生 徒 発 表 の様 子  参 考 サイト  

ht tp : / / s i t es .m i is .edu /cr i t i cal i s suesf or um /2017 - 2018- conf er ence - r ep or t /  

 

 
 

C) 広 島 ・長 崎 フィールドワーク  

 GLP のフィールドワーク要 旨  

本 年 度 より、GLP のフィールドワークは、１２月 に創 価 中 学 校 で実 施 される出 前 授 業 実 施

に向 け、被 爆 地 ・広 島 ／長 崎 で、どのような平 和 教 育 が行 われているかを調 査 することを目 標

に設 定 しました。これによりインタビューの技 法 なども活 用 することができ ました。  

平 和 教 育 の 実 態 調 査 を目 的 と し、 インタビュ ーを中 心 に情 報 収 集 の 技 術 力 を 向 上 さ せ ま

した。またアンケート調 査 を実 施 し、その分 析 に おいては論 理 的 ・批 判 的 思 考 力 を高 め ました。  

 

http://sites.miis.edu/criticalissuesforum/2017-2018-conference-report/
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広 島  

 期  間  ８月 ６日 ～８日 の３日 間  

 参 加 者  高 校 2 年 生 4 名  高 校 3 年 生 4 名  計 8 名  

 事 前 学 習 ・準 備  

・広 島 女 学 院 高 校 主 催 のピース・フォーラムの事 前 課 題 として、日 本 やその他 の核 保 有 国

が核 兵 器 禁 止 条 約 に参 加 するために必 要 なことをプレゼンテーションできるよう まとめました。  

・核 兵 器 廃 絶 について、大 学 教 授 へ聞 きたい質 問 項 目 を作 成 しました。  

 行 程 ・感 想  

＜１日 目 ＞  

原 爆 投 下 から ７３年 目 を 迎 えた ６ 日 の 午 後 、 新 幹 線 で広 島 入 り を しまし た。 まずは 広 島 大

学 にて ICAN の川 崎 代 表 の講 演 を拝 聴 し、核 兵 器 禁 止 条 約 の成 立 とその意 義 について、

市 民 社 会 の 観 点 から 学 び ました 。 夕 方 からは 姉 妹 校 である 関 西 創 価 高 校 と 合 流 して 、 生 々

し い 被 爆 の 記 憶 を 知 る 広 島 市 の 被 爆 体 験 朗 読 会 に 参 加 し まし た 。 その 後 、 翌 日 の 広 島 女

学 院 で開 催 されるピースフォーラムに向 けて、 関 西 創 価 高 校 生 と英 語 と日 本 語 のグループに

分 かれての 発 表 と意 見 の 交 換 会 を行 い ました 。また 地 元 広 島 のみな さんにも講 評 を 頂 き 、 被

爆 の 語 り 継 ぎと 継 承 についての 貴 重 な お 話 も頂 き まし

た。  

 

  生徒感想  

「多 くの被爆体験 を聞 く中 で、原爆投下 は現実 の出

来事であり、すべての人 の幸福 を奪 う魔物 であると再確

認することができました。私達がすべきことは、今日学んだ

ことや、自分たちの核兵器に対する考 え方 を正 しく伝 える

ことであると感 じました。創価の平和の思想 を胸 に、平和

な世界のために今自分 たちができることに取 り組 んでまい

ります。」  

「  ８月 ６日 という日に広島 を訪れたことは自分にとって大変意義深い出来事となりました。核廃

絶に関わる貴重なお話 を聞いて、平和への思いを自分から他の人に繋いでいこうと思いました。ま

た、同世代の生徒 と交流 したことも良い思い出 となり、友情が平和への一歩 となるのだと感 じまし

た。」  

 

＜２日 目 ＞  

２日 目 は、 広 島 女 学 院 で開 催 される ピー スフォ ーラ

ムに 参 加 し まし た 。 日 本 各 地 と ハ ワイ から 平 和 を 希 求

する 高 校 生 が 集 まり 、「 核 兵 器 禁 止 条 約 を 非 締 結 国

が参 加 するための課 題 と方 法 」について事 前 学 習 した

ことをもとに７つの国 に分 かれて討 論 し、 考 えた解 決 策

を 英 語 と 日 本 語 で 発 表 し まし た 。 核 問 題 の 理 解 に 加

え て 、 語 学 力 と チー ム ワー ク が 必 要 と さ れる 高 度 な 企

画 でも 、 生 徒 た ち は 持 て る 力 を 精 一 杯 発 揮 し て 交 渉

していました。フォーラム終 了 後 には、 GLP の 年 間 学
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習 テーマである核 廃 絶 教 育 プログラム開 発 の ため、平 和 教 育 プログラムの先 駆 け・ 広 島 女 学

院 の 生 徒 と 先 生 に イ ンタ ビュ ーし 、 緻 密 に 計 算 さ れた 平 和 学 の 深 さに 皆 感 心 し ました 。 終 了

後 に 広 島 平 和 祈 念 資 料 館 を 見 学 し 、貴 重 な 資 料 と 目 を覆 い たくなるような 写 真 や 展 示 を 通

して、「核 兵 器 は絶 対 悪 である」との思 いをさらに強 くしました。  

 

  生徒感想  

「午 後 に訪問 した広島平和祈念資料館は、今 まで勉強 してきた何 よりも衝撃的でした。またピ

ースフォーラムでも周 りの高校生の英語の実力が高 く、たくさん刺激 を受けたので、これからより精 を

出 して核廃絶のために勉強し、他の人との意見交換を活発にしていきたいと思います。」  

「今回のピースフォーラムでは、自分にはなかったユニークな意見などを聞 くことができました。レベ

ルの違いを感 じ戸惑いましたが、さらなる高みを目指すきっかけとします。また広島平和祈念資料

館では見 たことがなかった胸が痛 くなるような写真や展示品 をみて、自分 たちの今の生活ができて

いることに感謝すると同時に二度とこのような被害 を出 さないため、平和に貢献 していきます。」  

 

＜３日 目 ＞  

最 終 日 の ３ 日 目 は 、 広 島 大 学 平 和 学 研 究 所 の

友 次 准 教 授 と 小 倉 助 教 に よ る 「 核 廃 絶 に 向 け て 何

が必 要 か」とのセミナーを行 って 頂 きました。２時 間 半

に 渡 っ て 、 全 員 の 質 問 を 丁 寧 に 受 け て い た だ き 、 専

門 家 の 方 の 意 見 からこ れまでの 不 明 点 を 、 実 例 をお

って丁 寧 に答 えて 頂 きました。  

 

  生徒感想  

「この３日間 を通 して、被爆地広島で起 きた事実 と、ヒバクシャの方々の痛みや苦 しみについて

知 ることができました。また同級生たちとの議論や講義を通 じて核兵器禁止条約について知 り、深

く考 えたことで核廃絶への過程 と必要性 を確認することができました。さらに思索 を深めていき、今

回学んだことを身近な友人や家族に伝えていきます。」  

「初 めての広島 はすべてが新鮮な体験でした。フォーラムでは他県の高校生に刺激 を受け、語

学 と調査能力 を身に着ける決意 をしました。また広島の苦 しみを教 えてくれた朗読会の方 、運営 を

してくださった広島女学院の皆 さんに感謝 を伝えたいです。広島の全てから平和の美 しさと、平和

を求めていかなくてはならないことを、教 えてもらいました。」  

 

 

長 崎  

 期  間 ：  ８月 ２０日 ～２２日 の３日 間  

 参 加 者 ：  高 校 2 年 生 7 名  高 校 3 年 生 1 名  計 8 名  

 主 な訪 問 場 所 ：  長 崎 大 学 核 兵 器 廃 絶 研 究 センターR ECNA 、長 崎 原 爆 資 料 館 、

平 和 公 園 、活 水 高 校 、城 山 小 学 校  

 事 前 学 習 ・準 備  

・現 地 で行 うインタビューに備 え、英 語 、日 本 語 で質 問 項 目 を作 成 しました。  

・６月 に創 価 高 校 生 対 象 に実 施 した「平 和 意 識 調 査 」の結 果 を分 析 し、準 備 しました。  



 

- 68 - 

 

 行 程  

  １日 目  

長 崎 空 港 到 着 後 、 長 崎 大 学 へ 向 か い ま し た 。 長 崎 大 学 核 兵 器 廃 絶 研 究 セ ン タ ー

RECNA では、全 教 授 から長 崎 における平 和 教 育 の現 状 についての報 告 のプレゼンテーショ

ンを 行 っ てい ただ き まし た 。 平 和 教 育 の 性 質 が 大 き く変 容 し つ つ あ る 現 在 、 最 後 の 被 爆 地 ・

長 崎 でどのような 取 り 組 みがな されて いるのか を実 例 を 通 して お 話 して 頂 き ました 。 質 疑 応 答

では、REC NA の鈴 木 所 長 もご参 加 いただき、学 園 生 の質 問 にもユーモアを混 ぜつつ、真 正

面 から答 えて頂 きました。  

平 和 祈 念 像 と平 和 公 園 を訪 問 したのち、二 重 被 爆 者 の山 口 さんのお孫 さん・原 田 小 鈴 さ

んから被 爆 継 承 の現 状 を教 えて頂 き、今 後 東 京 に戻 りどのように継 承 するのかを真 剣 に考 察

しました。  

 

  生徒感想  

「長 崎大学では、平和教育の転換期にあたる今 、どのように平和教育を深化 させていくべきな

のか考えることができました。戸田先生のご遺命である核廃絶を、長崎でしっかり学んでいきます。」  

「被爆体験の継承者である原田 さんのお話の中 で、「実際に被爆 していない私達だからこそ伝

えられることがある」という言葉が印象的でした。私達だからこそ、次 世代に近い視点で語 ることが

できる、その使命の大 きさを感 じました。」  

 

  ２日 目  

長 崎 原 爆 資 料 館 を見 学 し、 貴 重 な写 真 や 展 示 物 を通 し、長 崎 に投 下 された 原 爆 の 被 害

を目 の 当 た りに しました 。その 後 、 原 爆 投 下 当 時 、１２歳 で被 爆 した 山 田 一 美 さんから 、 生 々

しい 被 爆 体 験 を うかがい ました 。 普 段 の 生 活 の 中 では感 じる ことの できない 、 核 兵 器 の 恐 ろし

さ、非 人 道 性 を命 の底 で感 じました。  

午 後 は活 水 高 校 を 訪 問 し、 交 流 会 を開 催 し まし

た。「創 価 高 校 生 の核 廃 絶 への意 識 」と 題 し、 創 価

高 校 生 を 対 象 に 行 っ た 核 廃 絶 問 題 意 識 ア ン ケ ー

ト 、 イ ン タ ビュ ー の 分 析 結 果 を 報 告 し ま し た 。 また 、

GLP の年 間 学 習 テーマである核 廃 絶 教 育 プログラ

ム 開 発 の ため 、 長 崎 で行 わ れて い る 平 和 教 育 につ

いて、先 進 的 な 取 り 組 みをさ れている生 徒 と 先 生 に

インタビューをさせて 頂 きました。高 校 生 １万 人 署 名

な ど の 実 践 的 な 取 り 組 み に つ い て 聞 く こ と が で き 、

皆 熱 心 に意 見 交 換 を行 いました。  

 

  生徒感想  

「被爆体験で「当時 、何に対 して怒 りを覚 えたか」という質問に対 して、「核兵器 を使 ったことに、

人類の情けなさを感 じる」と語 られた言葉が印象に残 りました。今日聞いた経験 を今後の活動に

活かしていきます。」  

「活水高校 との交流 を通 し、対話などの創価の価値 観は世界に通用することを実感 しました。

私 たちの巻 き起 こす潮流に全青年を巻 き込み、創立者の大願である核廃絶を成し遂げます。 」  
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３日 目  

最 終 日 には長 崎 県 最 大 の被 爆 遺 構 である城 山 小

学 校 を訪 問 。 子 供 たちの学 びの 場 が一 瞬 にして奪 わ

れる恐 怖 と、今 学 べることへの感 謝 を確 認 しました。そ

の 後 、 平 和 記 念 公 園 では 、 原 爆 に 関 す る 街 頭 意 識

調 査 アンケートを日 本 語 と英 語 で実 施 しました。  

 

  生徒感想  

「城 山 小 学校 の児童 たちが、被 爆 の後 、雨 の日 も

寒 い日 も、懸命 に学 校 に通 っていた姿 に心 を動 かされ

ました。こうした子供 達 は世 界中にたくさんいます。将 来

は何 らかの形で教育 を受けられる子供 を一人でも多 くし

ていきます。」  

「平和公園でインタビューを行い、多 くの方に答えてい

ただきました。海外の方 も、資料館見学を通 して核廃絶

への思いを持ったこと、福岡などでも核について学んでい

ることなどを聞 くことができ、有意義な時間となりました。」  

 

D) ゲスト講 義 および都 内 フィールドワーク  

 講 義  オタゴ大 学 准 教 授  李 成 鏞 先 生 （2018 年 4 月 24 日 ）  

 概 要  

「Env ironment ,  c on f l i c t  and  peac ebui ld ing 」をテーマに、過 去 の 紛 争 から平 和 構 築

が行 われてきた様 々な事 例 を通 し、平 和 構 築 の困 難 さについてわかりやすく講 義 をしていただ

きました 。 また 、 今 後 の 世 界 で青 年 が 果 た す 役 割 に ついて も 語 っ て 下 さ り 、 創 価 高 校 生 に 期

待 を寄 せて下 さいました 。  

 

  生徒感想  

「今 回の講演会では平和構築についての講義で

とても勉強 になりました。特 に、僕 が感 じたことは平和

という大 きな目標 に対 しては、本当 にたくさんのアプロ

ーチの仕方があると感 じたことでした。また、自分 たち

が日々受けさせていただいている創価教育というのは

世 界 に出 たときにも必 ず通 用するものだと確 信 しまし

た。」  
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 フィールドワーク  国 連 大 学 訪 問 （2018 年 5 月 20 日 ）  

 概 要  

国 連 大 学 サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ 高 等 研 究 所

（UNU- IAS）プログラムアソシエイトの今 井 夏 子 さ

んの講 義 を受 講 しました。  

今 井 さ ん の 講 義 で は 、 国 連 大 学 の 使 命 、

UNU- IAS の活 動 、人 間 の安 全 保 障 についてお

話 しして頂 きました。  

その後 、1945 年 から国 際 連 合 のオリジナルの

文 書 が 保 存 さ れて いる 国 連 大 学 内 の 図 書 館 と、

安 倍 首 相 や ア ン ジ ェ リ ー ナ ・ ジ ョ リ ー が 訪 問 し た

ウ・タント会 議 場 を見 学 しました。  

 

  生徒感想  

「僕 は人間の安全保障の定義そしてその実現に向けた取 り組みは学園が目指 している部分 と

重なるのではないかと感 じた。日本の外務省の定義付けによると、人間の安全保障とは，人間一

人ひとりに着目 し，生存 ・生活 ・尊厳に対する広範かつ深刻な脅威から人々を守 り，それぞれの

持つ豊かな可能性を実現するために，保護 と能力強化を通 じて持続可能な個人の自立 と社会

づくりを促す考え方 となっている。生存 ・生活 ・尊厳に対する広範かつ深刻な脅威から人々を守 る

という点は生命尊厳の理念と合致する部分があると思 うし、一人ひとりに着目するという点は対話

に通 じる部分があると感 じた。やはり創価学園がやっていることは今の世界の問題の中心の縮図

であると思 ったし、ここで力 をつけることが将来につながるという確信 を持った。」  

 

 シンポジウム「核 兵 器 は私 たちの大 切 なものを守 るのか？人 道 とジェンダーの観 点 か

ら」  

 概 要  

日 本 青 年 館 で 行 わ れ た シ ン ポ ジ ウ ム

「 核 兵 器 は 私 た ち の 大 切 な も の を 守 る の

か？人 道 とジェンダーの観 点 から」に参 加

し まし た 。 こ れは 9/26 「 核 兵 器 の 全 面 的

廃 絶 の た め の 国 際 デ ー 」 5 周 年 に 際 し 、

核 兵 器 禁 止 条 約 に対 する社 会 的 な関 心

を 高 め る こ と を 趣 旨 に 開 催 さ れ た も の で

す。駐 日 コ スタリカ共 和 国 特 命 全 権 大 使

であるラウラ・エスキベル・モラ 氏 の基 調 講

演 のあと、川 崎 哲 氏 （ ICAN 国 際 運 営 委

員 ） 、 朝 長 万 左 男 氏 （ 日 赤 長 崎 原 爆 病

院 名 誉 院 長 ） 、 土 岐 雅 子 氏 （ 米 国 ミ ド ル

ベ リ ー 不 拡 散 研 究 所 ） 、  栗 原 淑 江 （ 東

洋 哲 学 研 究 所 主 任 研 究 員 ）が 登 壇 しプレゼ ンテーションとパネル ディスカッシ ョンが 行 われま

した。核 兵 器 による被 害 の 性 差 や、 平 和 教 育 、核 廃 絶 運 動 での女 性 の役 割 の重 要 性 など、

様 々な角 度 で議 論 が 交 わされました。  
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  生徒感想  

「女 性が受けた核被害の男性 との差に驚 きを感 じたが、その差に着目するよりも最終的には同

じ人間が受けた被害 と捉 え、互いに尊重 しあうことが核なき世界の実現に必要なのだと感 じた。ま

た、平和教育にも論点が触れられ、広島 、長崎の事実 を学ぶショックの必要性やアプローチのし

かたなど、12 月に行 う創価中学校生への平和教育において参考になる意見 を得られた。」  

 

E）  プレゼンスキル（学 園 祭 ポスターセッション・英 語 プレゼン）  

 プレゼンスキル（学 園 祭 ポスターセッション）  

 概 要  

学 園 祭 において、これまでの取 り組 みをまとめたポスター

セ ッ シ ョン を 実 施 し ま し た 。 内 容 と し て は 、 創 価 高 校 生 対

象 に実 施 した「平 和 意 識 調 査 」分 析 結 果 、 長 崎 と 広 島 で

の 夏 季 フ ィー ル ド ワー ク な どに つ い て 、ポ スタ ー 形 式 で ま と

め ま し た 。 １ 日 目 は 学 園 生 を 対 象 に 、 ２ 日 目 は 一 般 の 来

場 者 に 発 表 を 行 い ま し た 。 声 の 大 き さ や 速 さ な ど の 話 し

方 、身 振 り、目 線 などの発 表 態 度 を意 識 しながら、学 園 生

だけ でな く一 般 の 方 々に 向 けて ポス ター セ ッシ ョンを する こ

とができました。  

 

 プレゼンスキル（英 語 プレゼン）  

 概 要  

12 月 15 日 、S GH 全 国 高 校 生 フォーラムが東 京

都 千 代 田 区 の東 京 国 際 フォーラムで開 催 され、GLP

代 表 2 名 がポスターセッションに参 加 しました 。  

当 日 のフォーラムには S GH 指 定 校 123 校 、アソ

シエイト校 27 校 の生 徒 代 表 が参 加 。日 頃 学 んでき

た社 会 問 題 などの 概 要 や 提 案 などを 英 語 でポスター

に ま と め て 発 表 し ま し た 。 本 校 生 徒 は 「 Tr ust-

bu i lding  f or  nuc lear  d i sarmament 」と題 して、非

核 化 し た 国 の 事 例 を 挙 げ 、 各 国 が 信 頼 を 結 ぶ こと で

核 軍 縮 の 潮 流 は 生 み 出 せ る と 訴 え ま し た 。 多 くの 方

が 足 を 止 め 、

活 発 な 質 疑

応 答 が 行 わ

れました。  

 

 

  

生 徒 の 作 成 した 発 表 ポスター  
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F) 出 前 授 業  

 要 旨  

年 間 学 習 の集 大 成 として、「核 廃 絶 問 題 に関 する出 前 授 業 」を、中 学 1 年 生 対 象 に１００

分 間 実 施 しました。これまで学 んできた核 兵 器 廃 絶 問 題 の内 容 から最 も大 切 な要 素 を選 び、

探 究 の内 容 をふまえて、核 廃 絶 問 題 の普 及 活 動 とする事 がその第 一 義 であります。 GLP 生

にとっても、 主 体 的 ・ 対 話 的 な 学 びの 手 法 の 中 で最 も学 習 効 果 が 高 い「 人 に 教 える」 ことを 、

異 学 年 の生 徒 たちに行 うことによって、授 業 者 自 身 の理 解 をさらに深 める機 会 となります。  

 

 実 施 日 ：2018 年 12 月 20 日 （木 ）   

 対 象 ：創 価 中 学 １年 生 （ 220 名 ）  

 会 場 ：創 価 中 学 校  １年 生 教 室 （１～５組 ）各 クラスに 3 または 4 人 の GLP メンバー

が訪 問 。5 クラスに展 開 し、指 導 案 は同 じものを実 施 。  

 実 施 までの流 れ  

FW 調 査 「平 和 教 育 がどのように実 施 されているか」（広 島 ・長 崎 ）  夏 季 休 業  

中 学 校 1 年 生 アンケート  10 月 11 日  

アンケート分 析  今 野 文 枝 教 諭  10 月 16 日  

「本 時 の目 標 」ディスカッション   10 月 9 日  

教 育 学 「授 業 展 開 のメソッドと授 業 案 作 成 」  落 合 謙 一 郎 教 諭  10 月 23 日  

授 業 項 目 企 画 グループ対 抗  プレゼンテーションコンペ  10 月 30 日  

授 業 案 模 擬 授 業 （高 校 S GH 委 員 教 員 ・管 理 職 ）  フィードバック  11 月 29 日  

授 業 案 修 正   

高 校 1 年 生 GC P リーダース  （約 30 名 ）模 擬 授 業  フィードバック  12 月 17 日  

授 業 案 修 正   

出 前 授 業 実 施  12 月 20 日  

振 り返 り  1 月 16 日  

内 容 まとめ・英 語 化  1 月 18 日  

 

中 学 １年 生 事 前 アンケート（抜 粋 ）  
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 教 員 フィードバック  

「目標に従 って、それぞれの活動がよく練 られている」「映像の使用が効果的だった」「ロールプレ

イは大切だと思 う」「グループコミュニケーションを多 くしていることはいい」「核 兵器の非人道性の部

分で説明が多いので、中学生に配慮が必要 」  

 

 GCP リーダース  フィードバック  

授業でよかったこと  「授 業自体が楽 しくて説明 もわかりやすかった。とてもイイ体 験 をさせても

らった。」「ゲームはいいなと思 った」「核兵器に着いてひとり一人が深 く考 えることが重要だという事

がわかる内容だった」  

授業でわからなかったこと  「時々出てくる歴史的な背景を中学 1 年生がもう少 しわかりやす

く説明が必要 。ゲームの映像に説明が必要 。」「もう少 し話 し言葉にした方が良い」  

 

  中学校生徒感想  

「とてもとてもためになる、素晴 らしい授業でした。核の恐ろしさは知 っていたけれど、それがどのよう

な影響 を及ぼすかまではよく知 らなかったので、今回 よく知 ることができて本当によかったです。私たち

が核のことを風化 させないことの大切 さを教 えてくださり、本当にありがとうございました。」  

「核 は危ない。でも核が無いと日本は沈んでしまう。。。難 しいですね。核廃絶を叫ぶ国民と、核

に頼 る国 。これからも平和について考えたいです。」  

 

  高校生徒感想  

「授業の準備をしていく中で、今までの学びが整理 されていき、深 まっていっていると感 じました。ま

た、中学生のディスカッションの意見がとても新鮮 で純粋に面白かったです。そして、感想で『動画

の説明がわかりやすかった』と何人かの子が書いてくれたことが一番嬉しかったです。」  

「自分の知識をわかりやすく共有することの難 しさを学んだが、大事なことだと思 った。このようなこ

とを次代に継いでいくことも継承の一つとしてあるのだと感 じた。今回 GLP で出前授業をやったこと

で、自分の学 んだ知識 をわかりやすくかつ正確に伝えることが大切で、それが共通 した授業だとわ

かった。」  
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■ 授 業 指 導 案  
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中 学 生 授 業 アンケートおよび振 り返 りシート (例 )  
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G) 評 価 と分 析   

Ｇ Ｌ Ｐ の 活 動 の 評 価 方 法 と し て 、 プ ロ グ ラ ム 終 了 後 に 、 本 校 の 考 え る グ ロ ー バ ル 人 材 の 資

質 ・能 力 の個 別 能 力 の成 長 を自 己 評 価 および他 人 に評 価 させた。 本 校 のＳＧＨ構 想 調 書 に

おいて定 義 された「グローバル 人 材 」の要 件 を もとに、 以 下 のような 資 質 と 能 力 を具 体 的 に 取

り上 げ、これをＧＬＰの生 徒 に自 己 評 価 させた （表 １）。この自 己 評 価 表 については、以 下 の手

順 で進 められた（表 ２，３）。  

１、 ３ 月 オリ エンテーシ ョン： １年 間 の活 動 を 通 じ て 自 分 が伸 ばしたい と考 えている 能 力 に〇

をつけること。その中 でもとりわけ向 上 させたいと考 えている ものに◎ をつけること。  

２、 ２ 月 終 了 時 点 ： 自 分 が この １年 間 で向 上 し たと 考 え られる 能 力 に◎ を 、 まあ まあ 伸 びた

物 に〇を、あまり 伸 びなかったものに△ をつける こと。どちらでもないものはそのまま無 記 入 とす

ること。  

３、但 し、記 入 した場 合 は、その根 拠 となる具 体 的 な例 を記 入 すること（ＧＬＰの活 動 に関 わ

らなくてもよい）。  

４、終 了 後 に無 作 為 抽 出 で３人 ずつのグループに分 かれて、他 のメンバーが見 た評 価 を別

の色 のペンで記 入 すること 。  

 

 

４月 の事 前 調 査 により、GLP 生 徒 は「論 理 的 思 考 」「 現 場 力 」「遂 行 力 」に高 い関 心 を示

しているのは昨 年 と同 様 である。 一 方 、 「分 析 力 」「フィール ドワーク 」が低 いのは、本 年 度 のＧ

ＬＰ生 の特 徴 である（表 ４）。  

事 後 調 査 では全 員 が「ロジカルフレームワーク」の向 上 したのは昨 年 同 様 である。また「新 た

な視 座 」が 高 くなったの には 、 年 間 テ ーマを 「 核 廃 絶 」に 絞 り 込 む こと で、 多 角 的 な 分 析 力 が

付 いた 結 果 と 思 われる 。これは 事 前 においても 獲 得 したいス キルとして 数 値 の 低 かった「分 析

力 」「 フ ィー ル ド ワー ク」が 向 上 し た ことに 、 アン ケート や インタ ビューの 分 析 、 広 島 ・ 長 崎 の フィ

ールドワークの位 置 づけがはっきりしたことにも関 与 していると思 われる。  

 一 方 で、 昨 年 度 に引 き続 き、 伸 ばしたい力 の上 位 に上 がっていた、「創 造 的 課 題 解 決 策 の

考 察 と 実 践 」 では、 伸 びなかった もしくは 評 価 しない ( 無 印 )の 解 答 が ５割 以 上 を 示 した 。 育 て

る事 が大 変 に難 しい資 質 ではあるが、 この部 分 でのプログラムの改 善 が引 き続 き必 要 と考 える。  

 

項 目  分 野   項 目  分 野  

世

界

市

民

の
能

力
 

問 題 解 決 能

力  

ロ ジ カ ル フ レー ム ワ ー ク  

世

界

市

民

の
資

質

 

多 面 的 ・ 多 角 的 な  

視 点 と 寛 容 の 精 神  

多 様 性 の 理 解  

分 析 力  異 文 化 共 生  

論 理 的 思 考 力  フ ィ ー ル ド ワ ー ク  

協 働 的 能 力  

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト  新 た な 視 座  

フ ァ シ リ テー シ ョ ン  

教 養 と 理 解  

遂 行 力  

フ ォ ロ ワ ー シ ッ プ  専 門 性  

現 場 力  マ イ ン ド マ ッ プ ・ 設 計 の プ ロ セ ス  

対 話 力 ・ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 能

力  

英 語 運 用 能 力  創 造 的 課 題 解 決 策 の 考 察 と 実 践  

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力     

質 問 力  
    表 1 .  獲 得 させたいグ ローバル人 材 の  

資 質 ・能 力 一 覧  
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表 ２                              表 ３  

 

 

   

表 ４ .  期 待 していた 変 化 の見 られた 項 目 一 覧  

項 目 名  事 前   事 後  

ロジカルフレームワーク  58%  →  77%  

分 析 力  38%  →  64%  

フィールドワーク  36%  →  67%  

新 たな視 座  64%  →  81%  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ロジカルフレームワーク

分析力

論理的思考力

プロジェクト…

ファシリテーション

フォロワーシップ

現場力

英語運用能力

プレゼンテーション能力

質問力

多様性の理解

異文化共生

フィールドワーク

新たな視座

遂行力

専門性

マインドマップ…

創造的課題解決策の…

GLP評価項目 事前調査

(2018/03/17)

◎ 〇 無

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ロジカルフレーム…

分析力

論理的思考力

プロジェクト…

ファシリテーション

フォロワーシップ

現場力

英語運用能力

プレゼンテーション…

質問力

多様性の理解

異文化共生

フィールドワーク

新たな視座

遂行力

専門性

マインドマップ…

創造的課題解決策の…

GLP評価項目 事後調査

(2019/02/08)

◎ 〇 △ 無
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4.  言 語 技 術  

Ａ）  概 要 ・年 間 スケジュール  

 概 要  

「言 語 技 術 」とは、「議 論 する（話 す・ 聞 く） 技 術 」「読 解 する（読 む） 技 術 」「 作 文 する（書 く）

技 術 」「 思 考 す る（ 論 理 的 思 考 ・ 批 判 的 思 考 の）技 術 」 といった、 言 語 をより 有 効 に 運 用 す る

ための技 術 のことです。世 界 の多 くの国 々では、この「言 語 技 術 」が、各 言 語 の「母 語 教 育 」と

して 、 小 学 校 か ら 高 校 まで体 系 的 に 教 え ら れてい ます 。つ まり 、 世 界 には 発 想 ・ 表 現 方 法 に

共 通 的 基 盤 があり、議 論 や交 渉 などは、それらに基 づいて行 われているということです。まさに

「言 語 技 術 」は、言 語 を運 用 する上 での「世 界 標 準 」であり、世 界 の多 様 な人 々と議 論 を交 わ

し、グローバルに活 躍 するための必 須 の能 力 だと言 えます。本 校 では、グローバル人 材 像 の資

質 として、「地 球 規 模 課 題 （ Global  C hal l eng es）の解 決 に貢 献 する能 力 」を有 することを定

めていますが、この能 力 の基 盤 には、コミュニケーション能 力 や論 理 的 ・批 判 的 思 考 力 が欠 か

せないとしています。「言 語 技 術 」の 導 入 は、まさにそれらの力 を鍛 えていくことを目 的 としてい

ます。 本 校 では 、 つ くば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 所 長 の 三 森 ゆ りか 氏 が 開 発 し た「 言 語 技 術 」

教 育 のプログラムをもとにし、同 氏 から指 導 ・支 援 を受 けながら、「言 語 技 術 」教 育 を実 施 して

いきます。  

「 言 語 技 術 」の 授 業 では 、 まず 日 本 語 でトレ ー ニン グを 行 い 、 同 じ 内 容 のト レー ニン グを 英

語 でも行 う とい う 往 還 学 習 を 実 施 し ます 。こ の 往 還 学 習 は 、 言 語 間 の 共 通 点 や 相 違 点 を 認

識 す るこ と で、 「 言 語 技 術 」 習 得 の 効 率 性 を 高 めるとい う 本 校 独 自 の 取 り 組 み です。 この 取 り

組 みによって、日 本 語 の言 語 能 力 の 向 上 はもちろんのこと、各 言 語 共 通 の「 言 語 技 術 」の 獲

得 は、外 国 語 習 得 の効 率 化 、及 びその運 用 能 力 の向 上 を促 進 すると思 われます。このように

して 鍛 えら れた 言 語 運 用 能 力 は 、 全 教 科 にお ける 生 徒 一 人 ひと りの 学 習 理 解 を 促 進 し 、 実

社 会 ・ 実 生 活 の 営 みも、より充 実 したものにし てくれるはずです。この「 言 語 技 術 」の授 業 を 通

し、世 界 に通 用 する言 語 運 用 能 力 を備 えた人 材 を、本 校 は育 成 していきます。  

 

 昨 年 度 との相 違 点  

①今 年 度 から新 たに、 ３年 生 の現 代 文 の 授 業 と連 携 して 、小 論 文 の 書 き 方 をトレーニング

しました。これは GC P のファイナルプロジェクトにおいて、一 人 ひとりが小 論 文 を書 くためのカリ

キュラムです。詳 細 は GC P のページでご紹 介 します。  

 

②高 校 １年 生 では、自 分 の応 答 を客 観 的 に確 認 するための「紙 上 問 答 ゲーム」、記 述 力 ・

集 中 力 ・ 聴 き取 る 力 などを鍛 える 「再 話 」、 文 章 を書 くうえで自 身 の思 考 を広 げ 、まとめるた め

の「マッピング」の実 践 を行 いました。  

 

③ 創 価 中 学 校 、 東 京 創 価 小 学 校 でも今 年 度 から「 言 語 技 術 」の 授 業 を 本 格 的 開 始 し ま

した。そして、小 中 高 の授 業 担 当 者 が集 まり、 １２年 一 貫 の「言 語 技 術 」教 育 のカリキュラム作

成 について検 討 会 議 を行 いました。  

 

④「言 語 技 術 」の授 業 で行 っている内 容 をホームページで発 信 ・紹 介 し、校 外 にも広 く知 っ

てもらうようにしました  
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 年 間 スケジュール  

 

1 ・言語技術とは何か　・問答ゲーム（好き嫌い、立場限定、ナンバーリング）

2 ・母語の重要性　・言語技術の必要性　・英語問答（好き嫌い、立場限定、ナンバーリング）

3 ・問答ゲーム（どちらを選ぶか、賛成か反対か）　・英語問答（どちらを選ぶか、賛成か反対か）

4 ・紙上問答ゲーム　・５Ｗ１Ｈを意識した例文添削①

5 ・５Ｗ１Ｈを意識した例文添削②　・問答ゲーム（５Ｗ１Ｈで質問を返す）

6 ・英語問答（５Ｗ１Ｈを使った質問の作り方・５Ｗ１Ｈで質問を返す）

7 ・問答ゲーム（相手の応答の正しい掘り下げ方、３往復の問答）

8 ・事実と意見の区別　・論拠（Ｗａｒｒａｎｔ）の確認

9 ・英語で事実と意見の区別　・問答ゲーム

1 ・問答ゲーム　・パラグラフとは何か　・パラグラフの構成要素（ＴＳ、ＳＳ、ＣＳ）　・作文課題（学校の宿題賛成反対）

2 ・作文課題（コンビニ２４時間営業）　・ＴＳを支えるＳＳの作り方　・作文課題をリライトする

3 ・英文パラグラフの実践　・文と文をつなぐ表現(linking words)

4 ・作文内容の素材集め　・ＳＳの掘り下げ　・課題作文（自分で自由にテーマ設定）

5 ・マッピング　・作文課題（自分の性格・特徴を紹介）

6 ・再話とは　・再話の効果　・再話①（火消しのカラス）

7 ・英語再話

8 ・文章の添削方法について　・再話②（農夫とワシ）　・相互添削

9 ・主語、述語、目的語の補完　・ＴＳの性質を確認　・ＴＳ作成の実践

10 ・英語ＴＳ作成の実践

11 ・パーソナルエッセイの書き方（複数のパラグラフで文章を書く・素材集め・ＴＳ作成）

1 ・説明の技術①（情報の整理分類、ラベリング）

2 ・説明の技術②（空間配列の原則）

3 ・説明の技術③（概要から詳細の順で説明する）

4 ・英語で物の作り方を説明する

5 ・説明の技術④（時間配列の原則）

6 ・１年間の振り返り

２０１８年度 高校１年生 言語技術計画

１学期

２学期

３学期
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1 ガイダンス

2 描写①

3 描写②

4 イラストの分析

5 絵画の分析①

6 絵画の分析②

7 詩の分析

8 詩の分析②

9 小説の分析①

10 小説の分析②

1 マンガによる視点変更１（赤ずきん）

2 マンガによる視点変更２（赤ずきん）

3 テクストの視点変更１（動詞の変化･英語）

4 テクストの視点変更２（振返り･事実整理）

5 テクストの視点変更３（年表作成）

6 テクストの視点変更４（歴史執筆）

7 テクストの視点変更４（歴史執筆）

8 論理１(三段論法の練習問題）

9 論理１（答え合わせ）

10 論理２（論理の飛躍･隠された前提）/英語

11 反論の方法

1 ディベートのルール確認、ブレーンストーミング

2 ディベート練習➀【日本語】

3 ディベート練習➁【日本語】

4 ディベート練習③【英語】

5 ディベート練習④【英語】

6 立論（小論）執筆【「型」の解説・執筆】

１学期

２学期

２０１８年度 高校２年生 言語技術計画

３学期
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Ｂ）  学 習 ・トレーニング内 容  

１年 生  

１年 生 の「言 語 技 術 」の授 業 では、以 下 の３つを学 習 ・トレーニングしま した。  

①「対 話 」のトレーニング  

②「作 文 」のトレーニング  

③「情 報 伝 達 」のトレーニング  

 

以 下 にそれぞれの 実 施 内 容 を 説 明 し ます 。 教 材 は 、 つくば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の

「言 語 技 術 のレッスン」を使 用 しました。  

 

①「対 話 」のトレーニング  

「対 話 」のトレーニングでは、（１）「問 答 ゲーム」、（２）ナンバーリング、（３）質 問 の 分 解 、（４）

論 拠 の確 認 、（５）「事 実 」と「意 見 」の区 別  の５項 目 を行 いました。  

 

（１）「問 答 ゲーム」  

「対 話 」のトレー ニング では「 問 答 ゲー ム」を 中 心 に 行 い ます 。「 問 答 ゲー ム」は 「 対 話 」の 技

術 のトレーニングの 基 本 であ り、「 言 語 技 術 」 全 体 の 最 も 基 本 となるもの です。 ２人 １組 となり 、

簡 単 な質 問 と応 答 をゲーム形 式 で繰 り返 します。「好 きか嫌 いか」という簡 単 な質 問 から始 まり、

「どちらが好 きか」「どちらになりたいか」 という選 択 を迫 る質 問 、 最 後 は「賛 成 か 反 対 か」といっ

た高 度 な質 問 まで行 います。応 答 の際 に「好 き」や「賛 成 」など、あらかじめ立 場 を限 定 して答

えさせ、自 分 の考 えとは逆 の立 場 に立 って考 えさせることも行 いました。日 本 語 で「問 答 ゲーム」

を行 った後 には、中 学 導 入 レベルでの簡 単 な英 語 による「問 答 ゲーム」を行 います。  

 

  

 

発 言 の際 は、以 下 のルールを必 ず守 って行 います。  

・結 論 をまず先 に述 べ、その後 に必 ず根 拠 を セットにして言 う。  

・発 言 の最 後 に結 論 を繰 り返 す。  

・主 語 ･目 的 語 を省 略 しないで話 す。  

・質 問 に対 して直 接 的 ･具 体 的 に答 える。  
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上 記 の ルー ルに 則 った ものを 「 応 答 の 型 」と し て、 繰 り 返 しトレ ーニ ングし 、 体 に 染 み 込 ませ

ていきます。また、英 語 の「応 答 の型 」も同 様 にトレーニングしていきます。  

 

  

 「 問 答 ゲー ム」は 、「 対 話 」のト レーニ ングの 一 環 ですが 、 自 分 の 応 答 が ルー ルを 守 れてい る

かどうか客 観 的 に 確 認 するために 、「 紙 上 問 答 ゲーム」も行 い ました。 高 校 生 ともな れば、 この

ように文 章 化 した 方 が、 自 分 の 応 答 の 型 を チェック でき るの で、トレーニ ングするうえ で効 果 的

です。  

 

（２）ナンバーリング  

理 由 が 複 数 個 あ る 場 合 は 、 ナ ンバ ーリ ン グの 技 術 を 用 い ます 。ナ ン バー リ ング の 型 を 日 本

語 ・英 語 それぞれで覚 え、「問 答 ゲーム」で繰 り返 しトレーニングをします。  
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（３）質 問 の分 解  

内 容 の濃 い対 話 のために、相 手 に情 報 を伝 える時 は５Ｗ１Ｈをもとに、落 ちている情 報 がな

いかどうか常 に意 識 して話 を組 み立 てます。また、相 手 の話 を理 解 するために５Ｗ 1Ｈを軸 に、

不 足 している情 報 がないかどうか常 に意 識 して聴 き、質 問 を分 解 （ブレイク・ダウン）して聞 き返

し ます 。 「 質 問 → 応 答 」の １セ ット で 終 わって い た「 問 答 ゲ ーム 」を 、 「 質 問 → 応 答 → 質 問 → 応

答 」と２セット、３セットと往 復 して行 うようにします。このとき、話 題 を掘 り下 げていくような質 問 を

することを意 識 し、話 題 が拡 散 しないようにさせます。  

複 数 回 の往 復 の「問 答 ゲーム」をする前 に、下 に示 した５W１H が抜 けている例 文 をもとに、

５W１H を補 うトレーニングもしました。  

 

   

   

 

（４）論 拠 の確 認  

対 話 を して いる 時 、 相 手 の 発 言 が 、あ る「 常 識 」を 前 提 として なさ れる 場 合 があ り ます。 この

「常 識 」が共 有 されていないと、対 話 がかみ合 わなかったり、後 に問 題 を引 き起 こしたりします。

よって、対 話 を している 際 には、 相 手 の 発 言 の 陰 に 潜 んでいる「 常 識 」に 注 意 してい く必 要 が

あります。そして、潜 んでいるとしたらどのような「常 識 」が隠 れているのか気 づけるようにトレーニ

ングをします。  
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（５）「事 実 」と「意 見 」の区 別  

話 したり聞 いたりするとき、「事 実 」と「意 見 」を 区 別 することができれば、中 身 に振 り 回 される

ことな く情 報 を 得 る こ とが でき 、 正 確 な 情 報 を 発 信 できるよ うにな り ます 。 まず 、 短 文 を「 事 実 」

か「 意 見 」か 区 別 する トレー ニ ングを 行 い まし た 。その 後 、 「 事 実 」と 「 意 見 」が 混 ざっ た 文 を 区

別 するトレーニングを行 いました。  

 

   

   

 

 

②「作 文 」のトレーニング  

「作 文 」のトレーニングでは 、（１）パラグラフの構 成 と 作 り 方 、（ ２） 説 得 力 のあるサポーティン

グ・センテンスの作 り方 、（３）トピック・センテンスの作 り方 、（４）再 話  の４項 目 を行 いました。  

 

（１）パラグラフの構 成 と作 り方  

パラグラフと、日 本 でいうところの「段 落 」との違 いに着 目 させ、パラグラフの構 成 要 素 を学 び

ます。社 会 に出 て求 められる意 見 文 や報 告 文 の文 章 は、パラグラフ形 式 で書 かれた文 章 であ

ることを教 えます。また 、英 語 をはじめ欧 米 の言 語 は、基 本 的 に文 章 をパラグラフで書 くことが

決 まっており、外 国 語 の文 章 を読 み書 きする時 にとても重 要 になることを伝 えます。  

 

パラグラフの構 成 要 素 と作 り方  

・トピック・センテンス（ＴＳ）  →主 張 ･話 題 を述 べる。基 本 的 に第 １文 目 に置 かれます。  

・サポーティング・センテンス（ＳＳ）  →ＴＳに対 し根 拠 ･例 示 などを付 け加 える複 数 の文 です。  

・コンクルーディング・センテンス（ＣＳ）  → 再 主 張 して締 め くくる 文 。 基 本 はＴＳを繰 り 返 します 。  

・ＴＳ、ＳＳ、ＣＳを改 行 せずにひとつなぎで書 く（＝パラグラフ）  

→「 対 話 」の 技 術 にお ける、 発 言 の 際 の ルール に従 った「 応 答 の 型 」をひとつな ぎで書 け ば

パラグラフになります。  
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（２）説 得 力 のあるサポーティング・センテンスの作 り方  

トピック・センテンスの内 容 が説 得 力 を持 つよう、サポーティング・センテンスでは定 義 ・説 明 ・

事 例 ・根 拠 などを記 述 してトピック・センテンスを支 えます。 まず大 前 提 として 、サポーティング・

センテンスがトピック・センテンスの内 容 から絶 対 に逸 脱 しないようにしなければなりません。 また、

サポーティング・センテンスを事 実 や自 身 の 経 験 をもとに書 くと 説 得 力 が 増 すことを 学 びます 。

さらに、自 分 の主 張 を支 える理 由 ・根 拠 が、相 手 からしてみると 不 十 分 で納 得 できない場 合 が

ありますので、挙 げた理 由 ・根 拠 を５W１H で掘 り下 げるトレーニングをします。理 由 ・根 拠 を ５W

１H で掘 り下 げるトレーニングでは、以 前 に自 分 が書 いた意 見 文 を掘 り下 げさせ、書 き直 しをさ

せることで、説 得 力 のつけ方 を実 感 してもらいます。  

 

  

   

 

 

 文 章 を 書 く前 に 、サポーテ ィング ・センテ ンス の素 材 とな りう るものを でき るかぎり 挙 げてから 、

どの素 材 が 最 も読 み 手 を 納 得 させるかを考 え、 選 択 し、ア ウトラインを作 成 する ことは、 一 貫 し

た文 章 を 書 くうえ で大 切 な こと です 。 い きなり 文 章 を 書 き 始 める ことは 禁 止 とし 、 発 想 を 広 げ、

文 字 に 起 こ し、テーマに応 じた素 材 の 良 し 悪 し を比 較 検 討 する練 習 もしま した。その１つの 思

考 ツールとして、「マッピング」を用 いました。  
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（３）トピック・センテンスの作 り方  

トピ ック ・セ ンテン スの ２つの 構 成 要 素 を 知 り 、 より 良 い トピ ック・ センテ ンスを 作 る 練 習 を し ま

す。ト ピック ・センテ ンスを 読 んだときに 、 読 み 手 が、その続 きのサポーテ ィング ・センテン スに 興

味 を持 ち、 「おおよそこんな内 容 なのだろうか？ 」「このトピック ・センテンスを支 えるのはどのよう

な内 容 なのだ ろ うか？ 」 「こ の 続 きを 読 みた い！ 」と 考 え るよ うな 文 を 作 り ます。 逆 に 、 単 なる 事

実 を示 す文 や、具 体 的 に詳 細 を語 りすぎる文 は良 いトピック・センテンスとは言 えません。  

 トピック・センテンスで言 及 されていない内 容 は、サポーティング・センテンスで 述 べてはいけま

せん。逆 の言 い 方 をす れば、サポーティング・センテンスで述 べた 内 容 を包 含 したトピック・セン

テンスにしなければなりません。いくつの 例 題 に ついて考 えながら、トピック・センテンスの 作 り方

を身 につけていきます。  

 

  
 

以 上 、学 んだ３項 目 をもとに、日 本 語 と英 語 でパラグラフ・ライティングの 実 践 をします。  
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課 題 文 のテーマとしたものは 以 下 の通 りです。  

 

課 題 例  

１、あなたは、学 校 で宿 題 がまったく出 ないことに賛 成 か、反 対 か？  

２、あなたは２４時 間 営 業 のコンビニエンスストアの存 在 に賛 成 か、反 対 か？  

３、２の課 題 で書 いた文 章 について、サポーティング・センテンスを掘 り下 げて書 き直 す。  

４、私 は◯◯に賛 成 ／反 対 である 。（自 分 で 内 容 を決 めて意 見 文 を書 く。 素 材 をたくさん出 す ）  

５、「私 は◯◯で△△な人 間 である」という TS の文 章 を書 く。（マッピングを活 用 ）  

 

（４）再 話  

「言 語 技 術 」教 育 の 一 項 目 である、「再 話 」を実 施 しました。「 再 話 」は、物 語 を聞 いた後 に、

原 稿 を見 ない状 態 で、その物 語 の内 容 を書 き起 こして再 現 する 活 動 です。何 を書 くかで悩 む

必 要 が な く、 聞 き 取 った 物 語 を 文 章 に す れば よい の で 、 まず 、 記 述 力 （ 記 述 速 度 ） の 向 上 が

期 待 できます。また、集 中 して物 語 の因 果 関 係 や論 理 展 開 をとらえなければならない ので、集

中 力 ・ 大 事 な 部 分 を 聴 きとる 力 ・メモを 取 る 力 ・因 果 関 係 を つかむ 力 ・ 全 体 の 構 造 を 論 理 的

に理 解 する力 の向 上 も見 込 めます。 相 互 添 削 ・評 価 の機 会 も設 け、文 章 の添 削 の仕 方 も同

時 に学 びました。  
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③「情 報 伝 達 」のトレーニング  

「情 報 伝 達 」のトレーニングでは、（１） 情 報 の整 理 分 類 、（２）ラベリング、（３）空 間 的 秩 序 の原

則 、（４）時 間 的 秩 序 の原 則  の４項 目 を行 いました。  

 

（１）情 報 の整 理 分 類  

同 じ性 質 を持 つ情 報 は共 通 項 でくくり、 整 理 分 類 をして提 示 するようにします。そうする こと

で説 明 は格 段 に分 かりやすくなります。  

 

（２）ラベリング  

整 理 分 類 し 、 共 通 項 でくくっ た 情 報 に 、ラベ ル (見 出 し )を 貼 っ て 先 に 示 し ます 。 ｢こ の 部 分

は何 についての情 報 なのか」を先 に明 らかにし てから説 明 すると、 聞 き 手 は分 かりや すくなり ま

す。  

 

上 記 の（１）（２）までを学 び、トレーニングする例 題 として、「キャンプの持 ち物 の説 明 」を取 り

上 げます。 キャンプに 持 って 行 く持 ち 物 を 、た だ羅 列 して 挙 げ るだけ では 、 聞 き 手 は 理 解 す る

のに 手 こず り ます。 そこ で、 共 通 の 性 質 を 持 つ もの 同 士 でカテ ゴリ ー 化 し 、その カテ ゴリ ーに ラ

ベルを付 けます。また、同 じ枚 数 どうしでくくると、説 明 はより分 かりやすくなります。 今 回 の例 題

では、以 下 に示 すように、「 衣 服 」と「 洗 面 道 具 」というカテゴリーに分 け 、ラベルを貼 ることが で

きます。  
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（３）空 間 的 秩 序  

空 間 的 秩 序 とは、大 原 則 として「概 要 から詳 細 へ」説 明 するというものです。相 手 に情 報 の

全 体 像 （ 見 通 し）を与 えてから、部 分 の詳 しい 説 明 をします 。道 案 内 をするときや、探 している

物 を相 手 に伝 える時 など、最 初 に概 要 を伝 えてから、詳 細 な部 分 を伝 えます。最 初 に全 体 像

や見 通 しが 与 えられる と、 情 報 の 受 け 手 は 情 報 の 内 容 をイ メージ（ 理 解 ）しや すくな り ます。 ま

た、小 原 則 として「一 方 向 」で説 明 をするということがあります。例 えば、「上 から下 、あるいは下

から上 」「右 から左 、あるいは左 から右 」「手 前 から奥 、あるいは奥 から手 前 」「外 から内 、あるい

は内 から外 」というように説 明 するということです。聞 き手 （読 み手 ）の 視 点 が行 ったり来 たりしな

いようにします。一 方 向 の 説 明 の方 が、聞 き手 （読 み手 ）は覚 えやすく、理 解 しやすくなります。  

   

  

 

（４）時 間 的 秩 序 の原 則  

時 間 的 配 列 の秩 序 とは、時 間 の経 過 に従 い、時 間 の早 いことから順 を追 って説 明 していき

ます。物 の 作 り 方 や 実 験 の 手 順 などを説 明 ・ 報 告 する 時 には、 時 間 が 逆 行 しないように、こ の

時 間 的 配 列 の秩 序 を 守 ります 。 また、 聞 き 手 （ 読 み 手 ）が 分 か りやすいよ うに、 順 序 を 表 現 す

る副 詞 （まず、最 初 に、はじめに、次 に、それから、その後 、最 後 に、終 わりに等 ）を有 効 に使 う

ようにします。  
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２年 生  

２年 生 の「言 語 技 術 」の授 業 では、以 下 の３つを学 習 ・トレーニングしました。  

①「情 報 分 析 」のトレーニング  

②「認 知 」のトレーニング  

③「議 論 」のトレーニング  

 

以 下 に そ れ ぞ れの 実 施 内 容 を 説 明 し ます 。 教 材 は 、 つ く ば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の

「言 語 技 術 のレッスン」を使 用 しました。  

 

①「情 報 分 析 」のトレーニング  

「情 報 分 析 」のトレーニングでは、（１）描 写 、（２）絵 の分 析 、（３）テクストの分 析  の３項 目 を

行 います。  

 

（１）描 写  

最 初 の描 写 では、ごく簡 単 な国 旗 やイラストを言 葉 のみで伝 えることを例 題 として、下 記 の３

項 目 の必 要 性 を確 認 し、グループワークで協 力 して行 います。  

・描 写 に必 要 な情 報 を列 挙 する  

・挙 げられた情 報 を分 類 整 理 する  

・どの順 序 で描 写 すると効 果 的 かを考 える  

 

次 に個 人 の作 業 として、１年 次 に学 習 したパラグラフライティングの形 式 で、描 写 文 を書 くこ

とに取 り組 みます。このように２年 生 の言 語 技 術 、特 に日 本 語 では、作 文 を書 く機 会 が多 いの

で、生 徒 が書 いた 描 写 文 は、 担 当 教 員 の１人 がルーブリックに基 づいて採 点 、 添 削 して返 却

するようにしています。具 体 的 なルーブリックと添 削 については、後 述 します。  

最 後 に、「大 きな情 報 から小 さな情 報 へ一 方 向 で説 明 する」という 空 間 的 秩 序 の原 則 を確

認 して描 写 の授 業 を終 わります。  
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（２）絵 の分 析  

私 たちは ある 絵 を 見 た とき に、 絵 から 得 られた 視 覚 情 報 を 元 にほと んど 無 意 識 の うち に「 こ

の絵 には○○が描 かれている」などと判 断 します。この授 業 では、そのような判 断 が、どのように

して成 り立 っているのかを意 識 することから始 めます。  

 

まず、絵 という情 報 をよく観 察 し、そこから判 断 の根 拠 となる証 拠 を発 見 します。次 にそれら

の証 拠 を総 合 して解 釈 することで、ある判 断 が成 り立 っていることに気 づかせます。  

さらに、絵 の中 にある１つの情 報 が何 を意 味 す るかは、常 識 や 慣 習 などの暗 黙 の了 解 を論

拠 と している ことがある 、とい うこと も学 び ます 。 このような「 暗 黙 の 了 解 」は 、 文 化 を共 有 してい

る者 同 士 では何 の説 明 もなく通 用 しますが、異 文 化 とのコミュニケーションを図 ろうとすると、意

識 して 説 明 する 必 要 が出 てき ます。 この 暗 黙 の 了 解 は、 認 知 の トレーニングや 、議 論 のトレ ー

ニングでも振 り返 る必 要 のある重 要 な項 目 です。  

以 上 のように、絵 の分 析 を行 う目 的 を理 解 した後 は、具 体 的 な｢分 析 ｣の手 順 を学 びます。

分 析 の手 順 は、基 本 的 に前 項 の 空 間 的 秩 序 の原 則 と同 じく｢全 体 から部 分 へ」ですが、少 し

違 うのは、 最 後 に もう 一 度 全 体 に戻 る という 点 です。 細 部 の 観 察 を行 った 後 に、これまでの 情

報 を統 合 して、この絵 が何 を描 こうとした絵 なのか、どんな意 味 が隠 されているのかなど自 分 の

意 見 を持 つことになります。絵 の分 析 ではそれほど情 報 量 の多 くないイラストの分 析 から始 め、

次 のステップで、情 報 量 の多 い絵 画 を分 析 し、 そこに隠 され たテーマや物 語 を読 み取 ることへ

と進 みます。  

 

（３）テクストの分 析  

テクス トの 分 析 も、 絵 と 同 じよ うに 、テク ストの 中 から証 拠 を 見 つ け、そ れら を 解 釈 する こ とで

成 り立 ちます。たとえば、「たき火 」という童 謡 の歌 詞 を分 析 すると、  
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季 節 を 示 す 様 々な 証 拠 が 見 つか ります。 一 つ の証 拠 だ け では季 節 を 確 定 でき ない ものもあり

ますが、全 ての証 拠 を総 合 すると、季 節 は「冬 」であると解 釈 することができます。このように、テ

クスト 分 析 とは「テクス トに書 か れた 言 葉 を証 拠 として、そこから 推 論 して 解 釈 や 意 見 を 示 す こ

と」をいいます。  

テクスト分 析 の実 践 では、まず詩 の分 析 から始 めます。詩 は、１時 間 の授 業 で取 り扱 える程

度 の 分 量 であ り、 具 体 的 な イメージが 掴 みやす いからです 。 まず 始 めに 日 本 語 の 詩 から 登 場

人 物 の境 遇 や、 中 心 的 に描 かれている対 象 と の関 係 等 を 読 み解 くことから始 めます。大 切 な

ことは、絵 の場 合 と同 じように、必 ず本 文 の中 から証 拠 を挙 げて解 釈 を示 すことです。  

このようにテクスト分 析 を行 うことで、１年 次 から 徹 底 してきた｢話 すとき、書 くときには必 ず 主

語 をつけよう」という原 則 を改 めて確 認 できる、という効 果 もあります。  

テクスト分 析 は、詩 に続 いて短 編 小 説 の分 析 を行 いました。 短 編 小 説 では、物 語 の構 造 と、

文 中 に描 かれた太 陽 の象 徴 性 を 合 わせながら、グループで協 力 して分 析 しました。  
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さらに、分 析 結 果 を全 員 の前 で発 表 する際 には、パラグラフの形 式 に従 って話 すことと共 に、

必 ず証 拠 を示 しながら話 すことを徹 底 しました。このように、分 析 結 果 を発 表 する という行 為 を

とおして、分 析 のみならず、１年 次 で学 習 した説 明 の能 力 や、パラグラフ ・ライティングの能 力 も

繰 り返 しトレーニングすることになります。  

 

さらに本 年 初 めて絵 本 の分 析 として『手 のなかのすずめ』の分 析 に取 り組 みました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループでのディスカッションを 中 心 に、題 名 や扉 絵 から想 像 できること を話 し 合 ったり、２人

一 組 で 絵 本 を 音 読 したりして 授 業 を進 めました 。 既 習 の「 物 語 の 構 造 」に照 らし 合 わせて「 事

件 の 発 端 」を 確 認 した 後 、 主 人 公 のティムにと って小 さな 成 長 のきっかけとなった「す ずめとの

出 会 い」が絵 と文 章 にどのように描 かれているかを 話 し合 いました。母 親 と買 い物 に出 かけ、す

ずめと 出 会 う 前 後 で、テ ィムが どのような 成 長 を 遂 げたかを 分 析 し、 その 結 果 を 作 文 の 課 題 と

して 書 き 上 げ まし た 。ル ーブ リックに 基 づい てお 互 いの 原 稿 を 添 削 採 点 し 、 さら にその 原 稿 を

教 員 が採 点 する、という手 順 をとりました。  
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②認 知 のトレーニング  

認 知 のトレーニングでは、（１）漫 画 による視 点 の分 析 、（２）テクストの視 点 変 更  の２項 目 を

行 います。  

 

（１）漫 画 による視 点 の分 析  

授 業 の 初 めに 、 私 たちは 、 物 事 を 認 知 する 際 にはど うして も特 定 の 視 点 から 認 知 せざるを

得 ず、 視 点 が 変 わる こと で事 実 の 認 識 が 変 わ るこ とに 気 づかせ ます 。そ こ で、 童 話 「 赤 ず きん

ちゃん」の コマ 漫 画 を 使 って 、 赤 ずきん の 視 点 で認 知 できない コマ がある こ とを 確 認 し 、 まず 、

日 本 語 で、赤 ずきんの視 点 で物 語 を書 きました。  

 

（２）テクストの視 点 変 更  

本 年 度 は TOK のテキストを参 考 に 、芸 術 界 で物 議 を醸 し出 した「 生 きた金 魚 ブレンダーに

かける のは 芸 術 ？」 の 文 章 を 読 み 、こ の 芸 術 作 品 に 反 対 す る 市 民 グル ープ 、 擁 護 派 の 美 術

館 館 長 、 この事 件 を 裁 定 した 裁 判 官 の判 事 の ３つの立 場 に立 ち、それぞれの主 張 にどのよう

な根 拠 、かくれた論 拠 （ワラント）があるかを議 論 し、浮 かび上 がらせました。  

さらにその後 、３者 のなかのいずれかの立 場 を取 り、 「 異 なる意 見 にも言 及 しながら 」自 分 の

意 見 を 書 く、という 課 題 を課 し ました。 これは 、 独 りよがりの主 張 に 陥 ることなく、 明 確 な 根 拠 を

伴 うわかり やすい 主 張 が でき るようにな ることを 意 図 していました 。 ど の生 徒 も達 成 できる ことを

助 け るた め 「 確 か に・ ・ ・ しか し ～」 と いう 反 対 意 見 へ 言 及 し たの ち 、 自 分 の 主 張 を 行 う 型 を 明

示 しました。  
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③議 論 のトレーニング  

議 論 のトレーニングは、（１）論 理 の学 習 、（２）反 論 の技 術 、（３）ディベートの  ３項 目 を実 施

します。  

 

（１）論 理 の学 習  

論 理 の 学 習 では、 日 常 的 に もよく耳 にする、「『 論 理 』とは何 か」「『「 論 理 が正 しい』とはど う

いうことか」「『論 理 的 』とはどのような状 態 か」などのことばを定 義 するところから始 めます。更 に、

論 理 を組 み立 てる際 の「前 提 」や「推 論 」といった用 語 を説 明 してから、具 体 的 な練 習 問 題 に

取 り組 みます。  

練 習 問 題 としては、まず、論 理 の基 本 となる三 段 論 法 を紹 介 し、 例 示 された三 段 論 法 のど

こに問 題 点 があるのか、を話 し合 うところから始 めます。続 いて２０問 ほどの練 習 問 題 を出 題 し 、

生 徒 が協 力 して、それぞれの 論 理 的 問 題 点 を 指 摘 し ます。それらの 練 習 問 題 を考 える ことを

とおして生 徒 たちは、正 しい推 論 の条 件 として、  

 

・理 論 の飛 躍 がないこと    ・前 提 が正 しいこと  

 

の２つが必 要 なことを確 認 します。  

更 に、同 じような文 化 や生 活 を共 有 している者 同 士 では、論 理 の前 提 が隠 されていること、

いわゆる「暗 黙 の了 解 」があることを学 びます 。 これは、「絵 の 分 析 」で学 んだことの復 習 にもな

ります。  

最 後 に、２００字 程 度 の文 章 を示 して、その中 に含 まれる様 々な論 理 的 欠 陥 を指 摘 する課

題 に取 り組 みます。この時 に問 題 文 として示 した文 章 は、昨 年 卒 業 した生 徒 たちがファイナル

プロジェクトと して 作 成 し た 文 章 を、 練 習 用 に 改 作 し たもの です 。 これは 、 現 ２年 生 も、 来 年 の

ファ イ ナルプ ロジ ェク トのポ スタ ーセ ッシ ョンの 際 に 質 疑 応 答 を す るこ とを 念 頭 に 置 いて 、 論 理

的 に欠 陥 のない文 章 が書 けるように意 識 させるためです。  

 

（２）反 論 の技 術  

ここでは、反 論 の方 法 として、  

 

・相 手 の主 張 に直 接 的 に反 論 する方 法  

・相 手 の主 張 に理 解 を示 した上 で、論 理 的 に矛 盾 している部 分 などについて反 論 する方 法  

 

の２種 類 があること、更 に、それぞれの方 法 を実 際 に用 いる際 の、 話 し 方 の「型 」を学 びまし

た。以 下 がそれぞれの「型 」です。  

 

 ①  私 は 、○○ 君 の 意 見 に 反 対 です 。○○ 君 は、「…(引 用 )… 」と 述 べ ていま  す。

しかし、この主 張 は成 立 しません。第 １に、……。第 ２に、……。以 上 の理 由 により、○○

君 の意 見 は成 り立 ちません。  

 

 ②  ○○君 の意 見 は一 理 あります。確 かに「…(引 用 )…」という点 では彼 の主  張 は

正 し い と 言 え ます 。 し か し 、そ の 主 張 は 次 の 点 が 矛 盾 し てい ます 。 第 １に 、  …… 。 第 ２

に、……。以 上 のように彼 の主 張 には複 数 の矛 盾 点 があるため成 り立 ちません。  
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いずれも、１年 次 で学 習 した 「問 答 ゲーム」やパラグラフ・ライティングの形 式 に基 づいて、始

めに自 分 の立 場 を明 示 し、続 いてその根 拠 を示 し、結 びとして自 分 の立 場 を再 度 主 張 する、

という形 をとってい ます。 生 徒 たちは、 「 問 答 ゲ ーム」やパラグラフ・ラ イティング でこの 形 式 には

慣 れていますので、この後 のディベートでもこの「型 」を使 いこなしています。  

 

（３）ディベート  

生 徒 の多 くは、中 学 校 の国 語 でディベートを経 験 していま したので、ディベートそのものの定

義 や説 明 は、ごく簡 単 に示 すにとどめ、 チーム 作 り、 役 割 分 担 、 論 題 決 めなど具 体 的 な準 備

を始 めます。教 室 で一 斉 に実 施 するために、各 チームが、試 合 ごとにどの論 題 を取 り上 げるの

かは予 め 決 定 しておき 、それぞれの 論 題 につ いて肯 定 ・ 否 定 両 方 の 立 論 や 反 論 を 作 成 す る

形 で準 備 を進 めます。  

なお、 ディベー トのル ール や 方 法 を 説 明 する 際 には、 英 語 表 現 の 教 科 書 を 併 用 し ます 。こ

れは、英 語 表 現 で英 語 によるディベートが取 り上 げられていますので、日 本 語 に続 いて英 語 で

もディベートを行 うことを考 慮 したものです。従 って、試 合 の方 法 などは原 則 として英 語 表 現 の

教 科 書 に合 わせます。  

下 記 が試 合 の進 行 です。ディベート甲 子 園 な どの本 格 的 ディベートとは違 い、質 疑 応 答 を

行 わないなどかなり簡 略 化 してありますが、これも英 語 表 現 の教 科 書 に合 わせたものです。  

 

 

肯 定 側 立 論 （１分 ）  

否 定 側 立 論 （１分 ）  

作 戦 タイム（１分 ）  

否 定 側 反 論 （１分 ）  

肯 定 側 反 論 （１分 ）  

作 戦 タイム（１分 ）  

肯 定 側 まとめ（１分 ）  

否 定 側 まとめ（１分 ）  

判 定 検 討 （１分 ）  

判 定 発 表 （１分 ）  

 

 

次 ページの図 が教 室 内 の配 置 図 です。３人 １チームを原 則 として１５チームを作 り、３チーム

を１グループとして、グループ内 で対 戦 します。例 えば、第 １試 合 は A チームと B チームが対 戦

し、C チームがジャッジと進 行 を担 当 する、という形 で、全 チームが２試 合 行 い、１試 合 はジャッ

ジを行 うようにしてあります。  

以 上 のよ うに 、 全 員 が 日 本 語 でのデ ィベー トを 体 験 してから 、 英 語 での デ ィベ ートに 取 り 組

み、デ ィベートの やり 方 に 慣 れることを 目 指 し ます。こ れは、 ＧＣＰで実 施 する 人 権 デ ィベー トの

準 備 ともなっています。  
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Ｃ）  評 価  

評 価 の 対 象 は 大 き く分 けて① 「 毎 回 の 授 業 の 記 録 ・ 振 り 返 りプリント」 と②「 課 題 作 文 」の ２

つになります。以 下 に生 徒 作 品 例 と評 価 ルーブリック例 を示 します。  

 

①「毎 回 の授 業 の記 録 ・振 り返 りプリント」  

毎 回 の 授 業 で、プリントを配 布 し 、授 業 でポイ ントとなる内 容 や 、ペアやグループで話 し 合 った

内 容 、自 分 で考 えたり気 づいたりした内 容 をメモさせます。そして授 業 の最 後 の５分 で、「今 日

の授 業 で自 分 が 学 んだ こと」 と「 今 日 学 んだ こ とをどのよ うな 場 面 で活 か せるか」を 記 録 させ ま

す。そして、メモの充 実 度 （授 業 ポイントをおさえられているか・話 し合 いの要 点 を記 録 できてい

るか）や、振 り返 りの 充 実 度 （学 んだことを自 分 で意 識 化 できているか・学 んだことを活 かそうと

意 識 できているか）をもとに段 階 評 価 をします。   

  

 
 

電子黒板

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

１

３

４

２ ５
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教 員 でチェックし たプリ ントは 生 徒 に 返 却 し 、フ ァイリ ング させ 、い つ でも学 びの 履 歴 を 見 返

せるようにします。他 の授 業 や行 事 の時 に、こ のファイルを見 返 しながら文 章 を書 いたり、説 明

の準 備 をしたりする生 徒 の姿 も見 られました。まさに実 生 活 に活 かせるポートフォリオの作 成 が

できました。  

 

②「課 題 作 文 」  

毎 回 ３～ ５項 目 の 評 価 項 目 を ２～ ５点 満 点 で 採 点 する よう にし てい ます。 評 価 項 目 は 、 作

文 を 書 く度 に 、 目 的 に 従 って 変 更 し てい ます。 課 題 によっ ては 、 生 徒 に 相 互 採 点 を させ ます

ので、生 徒 が迷 わず採 点 できるような表 現 になるよう、生 徒 からも意 見 を聞 きながら工 夫 してい

ます 。 ルー ブリ ック に 基 づ いて 、お 互 いに 評 価 と 添 削 を 繰 り 返 す こと で、 評 価 のポ イン トが 強 く

認 識 さ れ、 結 果 と して 自 身 の 文 章 力 の 向 上 に つながっ てい ます 。 特 に 、 毎 回 評 価 さ れる 「 記

述 のルール」については、かなり慣 れてきたようです。  

以 下 に、１年 生 の授 業 で、 課 題 作 文 を書 かせる前 に生 徒 に見 せる「評 価 のポイント」のスラ

イドと、２年 生 の課 題 作 文 における評 価 ルーブリックを示 します。  
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Ｄ）  成 果 および今 後 の課 題  

 成 果  

①生 徒 アンケート  

昨 年 度 末 と 同 じ項 目 で、 今 年 度 末 も１、 ２年 生 全 員 にアンケートをとりました。対 話 ・ 作 文 ・

情 報 伝 達 の 各 技 術 を 学 んだ１年 生 は、 ９５％ 以 上 の 生 徒 がそ れらの技 術 の 重 要 性 を 実 感 し

ており、昨 年 度 より５％ 近 く上 昇 しました 。これは、昨 年 度 の 反 省 を活 かして 授 業 内 容 を改 善

してきた成 果 と思 われます。情 報 分 析 ・認 知 ・ 議 論 の各 技 術 を学 んだ２年 生 は、９０％以 上 の
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生 徒 が、それらの技 術 の重 要 性 を実 感 しており、こちらも昨 年 度 から１０％以 上 上 昇 しました。

３年 間 、「言 語 技 術 」の 授 業 を実 施 してきた中 で、授 業 内 容 や授 業 法 も整 理 さ れ、効 果 的 な

授 業 を実 施 できるようになりました。  

また、「言 語 技 術 で学 んだことを英 語 で活 用 できた」と回 答 した生 徒 は１年 生 で８３％、２年

生 で８８％おり、１年 生 より２年 生 の割 合 の方 が 高 くなっています。このアンケート項 目 に関 して

は、１年 前 の１年 生 （現 ２年 生 ）は７９％でした。今 年 度 のカリキュラムと学 習 内 容 が昨 年 度 より

効 果 的 になったことの証 左 と言 えます 。結 果 と して、生 徒 の「言 語 技 術 」修 得 が進 んだと 言 え

ます。  

 

②英 検 スコアの上 昇  

上 記 ①の生 徒 アンケートにおいて、「英 語 で活 用 できた」という回 答 が上 昇 したアンケート結

果 は 、 実 際 の 外 部 試 験 でも成 果 を 出 し て い ます 。 昨 年 度 よ り 本 校 では 、 年 度 第 ３回 目 の 英

検 ２級 を、 高 校 ２年 次 の 総 合 クラス（「言 語 技 術 」の授 業 を受 けているクラス）のほぼ全 員 が 受

検 する ことにな ってい ます が、 リー ディング ・リ ス ニング ・ラ イテ ィン グの ３技 能 のＣ ＳＥ スコ アの 平

均 は、昨 年 度 は 1497 .7 でしたが、今 年 度 は 1501 .1 と微 増 しました。また、ライティングのスコ

アのみで見 ると、昨 年 度 は 491 .8 でしたが、今 年 度 は 505 .9 と大 幅 に上 昇 しており、「言 語 技

術 」教 育 の成 果 と言 えます。  

 

③ポートフォリオの作 成  

生 徒 には 昨 年 同 様 、 毎 回 の 授 業 で「 学 んだ こ と」 等 の 振 り 返 りをさ せ、 記 録 ・ ファ イリング さ

せました 。 このフ ァ イルを 見 返 しなが ら、 身 につ けた 技 術 を 活 かそ う とする 生 徒 の 姿 が 見 ら れ、

実 際 に活 かせるポートフォリオの作 成 ができました。  

 

④小 中 高 一 貫 プログラムの作 成  

創 価 中 学 校 ・東 京 創 価 小 学 校 において｢言 語 技 術 ｣の取 り組 みが本 格 的 に始 まりました。

それにあたって、小 中 高 それぞれの「言 語 技 術 」の授 業 担 当 者 が 集 まり、 １２年 一 貫 の「 言 語

技 術 」教 育 のカリキュラム作 成 について会 議 を実 施 し、検 討 が進 みました。  

 

⑤ファイナル・プロジェクトにおける小 論 文 作 成 指 導  

３年 次 で行 うＧＣＰファ イナル･プロジェクトの 最 終 レポート作 成 において、 国 語 科 と連 携 し 、

パラグラフ ・ライテ ィングの 指 導 を 週 １時 間 実 施 し、 昨 年 よ り も質 の 高 い 文 章 が 多 く見 ら れまし

た。文 章 を書 くことが得 意 でない生 徒 も、相 応 の文 章 を書 けるようになりました。  
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⑥キャリア教 育 と連 動 した作 文 指 導  

１年 次 では、 言 語 技 術 で学 んだ「 作 文 」の 技 術 を応 用 して、 自 分 自 身 の進 路 や学 校 生 活

についての考 えをパーソナル・エッセイとして書 かせました。このパーソナル・エッセイは、本 校 が

10 年 以 上 にわたって伝 統 的 に取 り 組 んでいるものです。ほとんどの生 徒 が 1000 字 ～1200 字

で、形 式 の整 ったエッセイを書 きあげました。  

２年 次 では、 １年 次 のパーソナ ル・ エッセ イを発 展 させて 、 大 学 入 試 を 意 識 した 「 志 望 理 由

書 」の作 成 に取 り組 み ました。 生 徒 たちは、２年 間 の 言 語 技 術 の学 習 をとおして、パラグラフ ・

ライティングの技 術 がかなり 定 着 していますの で、多 くの生 徒 が 論 理 的 に もしっかりとした 文 章

を書 きあげました。  

 

⑦教 員 自 身 の言 語 技 術 トレーニング  

昨 年 に引 き続 き、「言 語 技 術 」の授 業 に担 任 教 員 が毎 回 参 加 し、各 担 任 教 員 が担 当 する

教 科 やＬＨＲで「言 語 技 術 」を活 用 する流 れがいっそう強 くなりました。  

・現 代 文 ： 定 番 教 材 『 こころ』『 永 訣 の 朝 』『 小 諸 なる古 城 のほとり 』の学 習 にテクスト 分 析 を

応 用 しました。『こころ』では、グループごとに「『こころ』年 表 」を作 成 することで、小 説 全 体 の構

造 を 確 認 してから 、 教 科 書 掲 載 部 分 のテクスト 分 析 を 行 い ました 。 全 体 の 構 造 を 踏 まえた 上

で、教 科 書 掲 載 部 分 を学 んだことで、「暗 いだけの小 説 だと思 っていたが、必 ずしもそうではな

く、作 品 に対 する印 象 が大 きく変 わった」などの感 想 が多 く寄 せられました。詩 の分 析 は、グル

ープごとに選 択 した 作 品 について、 時 ・所 ・ 視 点 人 物 ・ 描 かれた状 況 や心 情 など 基 本 的 な 分

析 を行 いました。グループ間 で分 析 結 果 が異 なった場 合 も、証 拠 となるテクストを示 しながら議

論 することで、かみ合 った議 論 ができました。その結 果 、現 代 文 でよく問 題 になる「解 釈 は一 つ

ではない 」と いう 問 題 に ついて も、 解 釈 の 根 拠 が提 示 さ れ、テ クス ト 全 体 と 矛 盾 するこ とがな け

れば、解 釈 にある程 度 の「幅 」があることが納 得 できたようです。  

・英 語 ：視 点 を変 更 して教 材 の文 章 を書 き換 える取 り組 みや、教 科 書 に書 かれている客 観

的 な事 実 をもとに、自 分 の意 見 をパラグラフで書 く取 り組 みを行 いまし た。  

・地 歴 公 民 ：教 科 書 や資 料 集 に掲 載 されてい る図 表 や 風 刺 画 を分 析 する 取 り組 み（ 分 析

の技 術 ）や 、立 場 が 対 立 する 事 件 について視 点 を変 えて考 察 する 取 り 組 み（ 認 知 の 技 術 ）を

行 いました。  

・理 科 ：実 験 の意 図 を説 明 （説 明 の技 術 ）させたり、実 験 手 順 を経 過 型 パラグラフで書 かせ

たり（作 文 の技 術 ）しました。  

 

⑧学 校 ホームページでの授 業 内 容 の紹 介  

「言 語 技 術 」の授 業 で行 っている内 容 をホームページで発 信 ・紹 介 し、校 外 にも広 く知 って

もらうようにしました。  
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⑨指 導 体 制 の増 強  

つくば言 語 技 術 教 育 研 究 所 （三 森 ゆりか所 長 ）の研 修 に教 員 を派 遣 し、指 導 教 員 の増 強

をさらに図 ることができ、よりきめ細 かい指 導 をすることができるようになりました。  

 

 今 後 の課 題  

①生 徒 のコミュニケーション能 力 ・論 理 的 思 考 力 ・批 判 的 思 考 力 の伸 長 を評 価 するために、

客 観 的 に測 るアセスメントテストを導 入 してまいりたいと思 います。  

 

②昨 年 度 同 様 、 担 任 教 員 が「 言 語 技 術 」の 毎 授 業 に 参 加 し 、「 言 語 技 術 」をトレーニ ング

した教 員 も増 えました。学 校 全 体 で活 用 しよう とする意 識 はこれまでより 高 まりましたが、さらに

学 校 生 活 の あ ら ゆ る 場 面 で「 言 語 技 術 」 が 活 用 さ れる 体 制 を 強 化 し て い き た い と 思 い ます 。

「言 語 技 術 」がすべての学 びの土 台 となるよう、学 校 全 体 、また各 教 科 との連 携 を密 にして生

徒 が活 用 する 機 会 を増 やし、 活 用 事 例 を蓄 積 させ、誰 でも活 用 できるようなシステムを作 って

いきます。  

 

③ ３年 次 Ｇ ＣＰ フ ァ イナ ル ･プロジ ェク トの 、 最 終 レポー ト 作 成 指 導 に お い て 、 国 語 科 ・ 英 語

科 ・地 歴 公 民 科 が連 携 した合 教 科 型 の 取 り組 みを行 いましたが、今 年 度 の反 省 をもとに、役

割 分 担 を見 直 し、より効 果 的 なカリキュラムを検 討 し、実 施 してまいりたいと思 います。  

 

④今 年 度 は、創 価 中 学 校 ・ 東 京 創 価 小 学 校 においても｢言 語 技 術 ｣の取 り組 みが本 格 的

に始 まり まし た。 各 校 の 授 業 担 当 者 の 会 議 を 定 期 的 に 実 施 し、 「 言 語 技 術 」 教 育 の 年 次 配

列 をよく考 えて、効 果 的 な１２年 間 の「言 語 技 術 」教 育 カリキュラムを早 い段 階 で完 成 させたい

と思 います。  

 

⑤オープンキャンパスや、外 部 対 象 の教 育 公 開 講 座 にて、多 数 の来 校 者 を相 手 に模 擬 授

業 を実 施 し ました。参 加 者 のアンケートには「社 会 で必 ず必 要 とされる 力 であり、このようなこと

が学 校 で学 べることがうらやましい」といった感 想 が多 数 ありました。「言 語 技 術 」の取 り 組 みを、

より広 く知 ってもらうため、ホームページでの毎 回 の授 業 内 容 の発 信 を強 化 してまいります。  

 

⑥効 果 的 な 指 導 ・ 効 率 的 な 評 価 のために 、ル ーブリックや 、 自 己 ・ 相 互 による 評 価 法 の 開

発 をさらに推 進 いたします。
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5.  フィールドワーク  

A）  カリフォルニア  

 期 間 ：１１月 ２日 （金 ）～１１月 ８日 （木 ）    

 場 所 ：アメリカ・カリフォルニア州  

 主 な訪 問 地 ：カリフォルニア大 学 アーバイン校 、アメリカ創 価 大 学 、Dr . オルガ・モハ

ン高 校 、ゲティ美 術 館  

 目 的   核 廃 絶 問 題 と SDGs、とくに貧 困 と人 権 をテーマに、カリフォルニアにてフィ

ールドワークを実 施 します。現 地 ・高 校 生 や大 学 生 の前 でテーマごとにプレゼンテーショ

ンと意 見 交 換 をし、さらに一 流 識 者 の講 義 を受 講 しました。これらを通 して創 立 者 の核

廃 絶 教 育 と平 和 思 想 をさらに深 く学 ぶ機 会 としていきたいと思 います。  

 

 行 程  

  １日 目  

南 カリ フォ ル ニ ア 大 学 を 訪 問 し 、 ア メリ カ 創 価 大 学 卒 業 生 のガ イ ド でキャ ン パ ス ツア ーを 実

施 。またアメリカの大 学 事 情 について、英 語 で懇 談 会 を行 いました。  

  生徒感想  

「今 日は代表でスピーチをさせていただきましたが、英語の語彙力と咄嗟の文章力 をもっとつけ

なければならないと思いました。明日からはもっと英語ですべて話すように挑戦 してまいります。」  

 

  ２日 目  

ドクター・オルガ・モハン高 校 を訪 問 し、 現 地 の 高 校 生 とピース・フォーラムを行 いました。生

徒 同 士 はスカイプで前 もって知 り 合 っており、友 好 関 係 は良 好 で、きわめてスムーズに打 ち解

け合 いました。核 廃 絶 と貧 困 の２つの国 際 的 な問 題 について、グループに分 かれポスターセッ

ションを行 い、その後 、ディスカッションをし、実 現 可 能 な方 途 を共 同 で作 成 してまとめ、再 びま

とめるという作 業 を行 いました。夕 方 からは、ドクター・オルガ・モハンの生 徒 と一 緒 に美 術 館 を

見 学 、マーケットで共 に食 事 をして、充 実 の一 日 が終 了 しました。  

 

  生徒感想  

「私 は貧困についてのプレゼンとディスカッションをしました。貧困についてのプレゼンは自分の内容

にも英語にも自信がなくとても不安でしたが、次の最後のプレゼンに向 けてのワンステップになったと

感 じました。現地の生徒 との交流 は英語力 よりもコミュニケーション力がなくて話題 を出せなくて沈

黙になってしまい、やはりコミュニケーション力は大切だと学びました。しかし、多 くの文化の違いや面

白 さを知ることができました。」  

 

  ３日 目  

活 動 場 所 をロサ ンゼ ルス 近 郊 から アー バイ ン へと 移 動 する 日 でした 。 午 前 中 はゲ テ ィ美 術

館 の 膨 大 か つ 貴 重 な 美 術 品 を 見 学 し 、 入 場 料 が 無 料 であ る こと に 驚 くと 共 に 、 人 の 価 値 観

などにも思 いを馳 せました。また、ここに使 われている大 理 石 が SUA と同 じであるなどのお話 も

伺 い まし た 。 午 後 から カリ フォ ルニ ア 大 学 ア ー バイ ン 校 （ UCI ）を 訪 問 し 、プ レゼン テー ションを

行 う教 室 で明 日 の準 備 をしました。夕 食 も UCI キャンパスで大 学 生 に交 じって楽 しく食 べるこ

とができ、アメリカの大 学 生 活 を体 験 することが できました。  
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  生徒感想  

「今 まで見た美術館の中で一番高級で、大 きいのにも関わらず、無料で入場ができるとは驚 き

ました。柵 も無 く、写真 も撮 ることができ、歴史あるものを多 くの人が見 ることができるのはとても意義

あることだと思いました。明日はもう一度 UCI にてポスターセッションを行 うため、ドクター･オルガ･モ

ハン高校での議論を生かし、より良いプレゼンができるよう最善 を尽 くします。」  

 

 

  ４日 目  

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 ア ー バ イ ン 校 （ UCI ） での セ ッシ ョ ン １日 目 の こ の 日 、 マ シ ュ ー 博 士 か ら

「国 連 活 動 から見 た世 界 情 勢 」とウリュー博 士 から「北 朝 鮮 の非 核 化 」とのテーマで講 義 を 頂

きました 。 これは 、 今 回 のテーマ である「 貧 困 」と 「核 廃 絶 」に 合 わせ 、 特 別 に 講 義 を 組 ん で頂

いた もの です 。そ の 後 、 地 元 ア ー バ イ ンの 最 優 秀 の 高 校 生 １６ 人 が 集 まり 、 今 回 の 最 大 の 目

的 であった、 海 外 の 同 年 代 の 生 徒 の前 で自 分 たちのプレゼンテーションを行 い、解 決 策 につ

いての意 見 交 換 と内 容 の濃 い討 議 を行 いました。  

  生徒感想  

 「一日中 UCI に滞在 し、二人の教授から講義 を受けました。講義はどちらも面白 く、たくさん

の疑問に答えてくださり、とても勉強になりました。また、現地の高校生にポスターセッションをした後 、

彼 らの感想 を聞いたのですが、全員が新 しい視点 をもたらしてくれて、レベルの高 さに圧倒 されなが

らもとても素晴 らしい時間 を過 ごしました。もっと成長したいと決意しました。」  

 

  ５日 目  

本 日 は、実 質 の最 終 日 となりました。午 前 中 は UCI で、「地 球 的 環 境 問 題 」を学 ぶために

最 先 端 の 燃 料 電 池 に 関 す る 講 義 を 受 け 、 実 験 室 も見 学 し まし た 。 最 後 に 、 ２日 間 に 渡 る 講

義 の修 了 証 が生 徒 一 人 ひとりに授 与 されました。午 後 から SUA を訪 問 し、最 初 に校 内 見 学

を行 いました。次 に、ウィナー教 授 から「人 権 問 題 」に関 する特 別 講 義 をいただき、さらに羽 吹

学 長 との懇 談 会 、SUA 生 との懇 談 会 ・ポスターセッションを開 催 してい 頂 きました。  

  生徒感想  

「UCI では、車や再生可能エネルギーについてなど、地球のためにとても必要な情報を得 ること

ができました。S UA では、部落問題についての講義で、自分の国のことをアメリカで学び、その事

実に驚 きました。S UA の生徒との交流では、本当に楽 しく有意義で、もっと時間があったらなと思 う

濃い時間を過 ごせました。」  
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「今日は私が一番楽しみにしていた SUA を訪問 し、本当に感動 しました。SUA の学生 とのディ

スカッションの中で、3 度目のポスターセッションを行いました。一番驚いたのは SUA の学生の抜

群の英語力というよりは、ディスカッション能力でした。自分たちで進んで解決しようとする姿勢に、私

もそのような討論ができるようになりたいと強 く思いました。」  

フィールドワークの流 れ（事 前 ・事 後 指 導 ）  

日 付  内   容  

6 月 21 日 (金 )  １次 試 験 (英 語 )  

7 月 １１日 （水 ）  ２次 試 験 （SDGs の希 望 テーマによる英 語 ポスタープレゼン）  

7 月 20 日 (土 )  合 格 者 指 導 会  

夏 季 休 業 中  オンラインにて３つの課 題 提 出  

・1 )  核 兵 器 禁 止 条 約 の成 立 について  

・2 )「SDGs 目 標  1  あらゆる場 所 で、あらゆる形 態 の貧 困 に終 止 符 を

打 つ」の現 状 と日 本 の貢 献 について  

・３）日 本 の貧 困 問 題 についての４つのネット記 事 を読 んで（英 語 ）  

9 月 10 日 (火 )  第 １回 学 習 会  核 兵 器 禁 止 条 約 の成 立 についての 英 語 討 議  

9 月 20 日 (木 )  第 ２回 学 習 会  日 本 の貧 困 について  

10 月 10 日 (木 )  第 ３回 学 習 会  企 画 書 ディスカッション（英 語 ）  

10 月 22 日 (火 )  第 ４回 学 習 会  貧 困 ・核 問 題 別 発 表 練 習 会  

10 月 29 日 (火 )  最 終 リハーサル   

11 月 1 日 (金 )  壮 行 会  

11 月 12 日 (火 )  事 後 指 導 会  
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B) 岩 手  

 期  間  ７月 ２４日 ～２６日 の３日 間  

 主 な訪 問 地  岩 手 県 葛 巻 町 ・陸 前 高 田 市  

 参 加 者  高 校 １年 生 ６名  高 校 ２年 生 ３名  高 校 ３年 生 ３名  計 １２名  

 目  的   

「環 境 問 題 」をテーマに、環 境 先 進 自 治 体 である岩 手 県 葛 巻 町 を訪 れ、クリーンエネル  

ギー諸 施 設 の見 学 や循 環 型 農 業 を実 感 的 に学 ぶ。また、 7 年 前 の 3.11 東 日 本 大 震  

災 の際 に大 きな津 波 被 害 を受 けた、岩 手 県 陸 前 高 田 市 を訪 れ、自 然 と共 生 する復 興  

の様 子 を学 ぶ。  

 事 前 学 習 ・準 備  

環 境 問 題 に関 するポスターセッション（グループ毎 にポスターを作 成 ）  

陸 前 高 田 市 についての 調 査 ・プレゼン作 成  

（防 災 減 災 ・危 機 管 理 、ノーマライゼーションという言 葉 のいらない町 づくり 、産 業 復

興 ）  

現 地 でのインタビューのための質 問 シートの作 成  

 

 行 程  

  １日 目  

葛 巻 町 のくず まき 高 原 牧 場 を 訪 問 、 牧 場 職 員 の方 との 懇 談

を し ま し た 。 牛 の 飼 育 体 験 では 、 乳 牛 へ の 餌 や り を 体 験 し 、 人

間 が 経 済 動 物 の 大 切 な 命 を 頂 い て 生 きて い る 事 実 を 体 感 し ま

した。原 木 シイタケの 栽 培 体 験 を通 し、 循 環 型 農 業 について 学

びました。  

 

  生徒感想  

「葛巻町発展の歴史 を聞 き、足 を運ばなければ聞けない貴重な生の声 を聞 くことができました。

目先の利害だけではなく、未来 を見据えて、土壌や酪農用の牛 、シイタケの原木栽培など、手間

をかけ、品質の良いものにこだわっている取 り組みが、町の発展に繋がっていることを学びました。」  

 

  ２日 目  

葛 巻 町 職 員 の 方 からク リーン エネ ルギーの 取 り 組 みに つ

いて説 明 を していただき 、 実 際 に 風 力 発 電 所 の 見 学 を しま

した 。 午 後 から は 陸 前 高 田 市 に 移 動 し 、 東 日 本 大 震 災 の

追 悼 施 設 や 、 復 興 まち づ く り 情 報 館 、 「 奇 跡 の 一 本 松 」 、

防 潮 堤 な ど を 見 学 し まし た 。 陸 前 高 田 市 参 与 の 村 上 清 さ

ん（本 校 S GH 指 導 委 員 ）に、事 前 学 習 で準 備 した陸 前 高

田 市 に つ い て の プ レ ゼ ン テ ー シ ョン の 発 表 を 聞 い て い た だ

き、講 評 をいただきました。夜 には陸 前 高 田 に住 む方 々との懇 談 会 の場 を頂 きました。  
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  生徒感想  

「陸前高田市内を見学 し、この穏やかな海が、震災時には甚大な被害を及ぼしたいうことが信

じられず、衝撃 を受けました。陸前高田市の方々との懇談では、身内の死やライフラインの寸断な

ど、辛い経験 もあった一方 、助 け合いの精神が生 じたという話が印象 に残 りました。自分の価値

観を変えるとても濃厚な１日 となりました。」  

 

  ３日 目  

箱 根 山 展 望 台 よ り 、 陸 前 高 田 市 内 を 一 望 し、 津 波 の

脅 威 に つ い て 学 び 、 復 興 が 進 ん でい る 様 子 を 目 に 焼 き

付 けました。陸 前 高 田 市 戸 羽 市 長 との懇 談 の場 を頂 き、

陸 前 高 田 市 についての調 査 内 容 の発 表 、市 長 との質 問

会 を開 いて頂 きました。最 後 に村 上 さんと再 び懇 談 をし、

フィールドワークの振 り返 りと今 後 の学 校 生 活 への決 意 を

固 めました。  

 

  生徒感想  

「『陸前高田の人々が他の地域に求めるものは、支援の手 よりも、震災 を他人事にしないでほし

い』という言葉が心に響 きました。陸前高田市に訪れた私たちの使命 は、被災地 と同 じ悔 しい思

いをする人々が出ないように、この学びを家族や友人たちに伝え広めていくことだと感 じました。 」  

 

 （研 修 内 容 を まとめたポスター）  
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C) 沖 縄  

 目  的  

唯 一 の地 上 戦 であった沖 縄 戦 の事 実 について、博 物 館 見 学 や壕 内 部 の見 学 、戦 争 体 験

聴 講 を 通 して 学 ぶ 。 さら に 、 沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 校 の 生 徒 と テー マに つい て 意 見 交 換 し 、

交 流 を深 める。  

 期  間  １１月 ８日 （木 ）～１０日 （土 ）   ２泊 ３日  

 参 加 者  生 徒 １２名 （男 子 ４名 、女 子 ８名 ）・引 率 教 職 員 ３名  

 行 程  

＜１日 目 ＞  

初 日 、参 加 した 12  名 は、羽 田 空 港 から空 路 、沖 縄 県 ・那 覇 空 港 に降 り立 ち、ひめゆり平

和 祈 念 資 料 館 で、沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 等 学 校 （SGH 校 ）の生 徒 10  名 と合 流 し、ひめゆ

り学 徒 隊 について学 びあいました。その後 、 沖 縄 県 平 和 祈 念 資 料 館 で常 設 展 示 を見 学 。同

館 会 議 室 にて、両 校 交 流 会 （ピースフォーラム）を開 催 し 、「平 和 の礎 」にて 思 い出 深 い記 念

撮 影 や交 流 のひと時 を設 けることができました。  

 

 

 

  生徒感想  

「那覇国際高校の皆 さんとの交流 を通して、戦後 70  年以上経過していることで、「生 きた」証

言 を聞 く機会自体が減少 しており、私 たちは、平和 というゴールを目指すという明確な「意思 」を持

って、戦争の伝承をしていかねばならないと思いました。東京に帰ったら、学園生に対 して、「語 り部 」

として、沖縄であったことを、詳 しく語れるよう勉強していきます。」  

「ひめゆりの塔や資料館の見学では、戦争で失われた命の重 さと、沖縄戦の悲惨 さを実感 しま

した。また、生 き残 った方々の証言映像を見て、すぐそばで友達が爆弾によって殺 された体験など、

戦争体験者の生の声 を知 ることができました。明日は、遺骨収集に参加 させて頂 くので、真剣に

取 り組み、学んでいきます。」  

 

＜２日 目 ＞  

第 ２日 目 の午 前 中 は、沖 縄 戦 戦 没 者 の遺 骨 収 集 事 業 に取 り組 んでいる NPO 法 人 ガマ

フヤー（具 志 堅 隆 松 代 表 ）の遺 骨 発 掘 ボランティア作 業 を体 験 しました。  

糸 満 市 山 城 付 近 のガマの 中 に も入 れて もらい 実 物 の 遺 骨 や 遺 品 も拝 見 し ました 。 午 後 に

は、沖 縄 国 際 平 和 会 館 を訪 問 し 、特 別 展 示 室 を見 学 しました。  

 



 

- 110 - 

 

 

 

  生徒感想  

「遺 骨収集 は思 っていたより大変で、掘 っても掘 っても腐葉土でとても労力がいると思いました。

ガマの中はとても暗 く狭 くて、この中でたくさんの人が隠れて、亡 くなったかと思 うと言葉になりませんで

した。具志堅 さんは本当に思いが強 く、『大切なことは“気 づき・立 ち止 まり・歩み寄 り”の気持ちで

ある』との言葉が心に残 りました。私 も“歩み寄 り”までできる人間になります。」  

「今 日はガマで遺骨収集作業をお手伝いさせて頂 き、軍人の遺骨を見て手 を合わせた時に、

人がこんな目に遭わなければならなかった戦争がとても憎 く、辛い思いになりました。沖縄国際平和

会館では、沖縄と創立者池田先生 との深い関わりを学べ、いかに先生が沖縄を大切に考えてい

たのかと思 うと、もっと創立者のされてきた事 を知 りたいと思いました。」  

 

＜３日 目 ＞  

最 終 日 となった３日 目 は 、 沖 縄 研 修 道 場 を舞 台 に実 施 されました。 沖 縄 の 皆 様 の 大 歓 迎

の もと 、 〈 世 界 平 和 の 碑 〉 の 前 で記 念 撮 影 を 行 い まし た 。そ し て 付 属 展 示 室 を 見 学 し 、 創 価

学 園 創 立 者 の ご 発 案 によ ってミ サイ ル 基 地 が 「 平 和 の 要 塞 」 へと 生 まれ変 わ った 意 義 を 、 創

価 学 園 生 へ丹 念 に説 明 してくださいました。 その後 「グローバルな人 材 になるために」とのテー

マで、 琉 球 大 学 講 師 の 田 中 正 男 先 生 によるご 講 演 を沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 校 の 生 徒 代 表

と 共 に 拝 聴 し まし た 。そ の 後 、 嘉 手 納 基 地 を 一 望 でき る 道 の 駅 「 か でな 」に 立 ち 寄 り 、 沖 縄 と

米 軍 基 地 の現 状 を肌 で感 じ、そのま ま那 覇 空 港 から東 京 に帰 京 しました。  

 

 

 

 

  生徒感想  

「今日のセミナーでは、ホテル経営 もされている田中先生のお話 を聞 き、他人のことを偏見なしに

深 く理解 していくこと、恐れず突 き進むことが成功の鍵だということを学びました。これは平和 を築 く上

でも大切なことだと思います。３日間 、沖縄の方々の優 しさに包 まれ、素晴 らしいフィールドワークと

なりました。本当にありがとうございました。」   

「沖縄研修道場を訪れ、「メース B 基地を平和の要塞に転換するという発想は、常に平和の
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ことを考 えていないと出 てこない」というロートブラット博士の言葉に触れ、池田先生の平和を願 うお

気持ちがいかに強いかを理解 しました。この３日間 を通 して得た貴重な体験を自分の血肉にして、

成長していきます。」  

「今 回のフィールドワークで平和の尊 さ、戦争の残酷 さ、そして対話の重要性を改 めて学ぶこと

が出来ました。体験 した全てのことがとても新鮮で、充実 したものになりました。その感謝 を創立者 、

奥様 、家族や友達に伝えたいと思います。そしてこれらの体験 を実際に生かせるように日々努力を

続けていきます。」  

「今 日の経験の中で、ガマフヤーの方のどんなに困難な状況でも自分 たちの正義のために行

動 し続ける尊 さに大変感銘を受けました。私 も少 しずつそうなれるように日々自分 と対話 しながら生

きようと思いました。」  

「今 日 は遺骨収集に行 き、戦争の現場 を肌で感 じたことが特に印象 に残 っています。岩場の

道やガマの中 はとても不気味で、２ヶ月以上 もこの場所で、死ぬ怖 さと戦いながら生 きていくことを

考 えるだけで恐ろしかったです。また、以前発見 された遺骨 を触 ることができ、戦争はまだ終わってい

ないことを改めて感じました。」  

 

D) JICA 地 球 ひろば（市 ヶ谷 ）  

 期 間  ８月 ３１日 （金 ）  

 参 加 者  ２３名 （高 校 １年 生 ２３名 ）  

 目 的  

「国 際 理 解 」をテーマに、JICA 地 球 ひろばを訪 れ、青 年 海 外 協 力 隊 の 経 験 者 による施 設

案 内 や、レクチャーを通 して、世 界 の実 情 を体 験 的 に学 び、その解 決 の方 途 を探 る。また、テ

ーマディスカッションを通 して、世 界 の諸 問 題 に対 する関 心 ・理 解 を深 め、国 際 協 力 のあり方

を見 つめ、また将 来 の進 路 選 択 の一 助 とする。  

 

 行 程  

フィールドワーク 当 日 、市 ヶ 谷 駅 に 集 合 し、 10 分 程 度 歩 い

て、JICA 地 球 ひろばに行 きました。合 計 3 つある研 修 のうち、

最 初 は、 青 年 海 外 協 力 隊 として エチオピア で数 学 教 師 をして

い た 方 の 体 験 談 を 伺 い ま し た 。 体 験 談 で は 、 導 入 と し て 、

JICA そのものや、日 本 がなぜ開 発 援 助 をしているのか 、また、

青 年 海 外 協 力 隊 の 活 動 内 容 を説 明 して頂 き ました。その 後 、

実 体 験 を 踏 まえ 、 教 育 活 動 を 通 しての 感 想 を お 聞 き し 、 途 上

国 の教 育 には課 題 が山 積 みであることを深 く認 識 しました。  

その後 、２つ目 の研 修 である展 示 施 設 の見 学 を行 いました。ここでは、青 年 海 外 協 力 隊 等

で国 際 経 験 を 積 んできた 方 のガイド 付 きでそれぞれのテーマに沿 った 内 容 を 体 験 的 に 知 るこ

とができました。特 に、世 界 の食 をめぐる特 別 展 示 では、現 代 の食 をめぐる現 状 や課 題 を学 び

ました。また、昼 食 にエスニックビュッフェとして海 外 の素 材 を使 った料 理 を 味 わいました。  

昼 食 を挟 み３つ目 の研 修 として、S DGs への理 解 を深 めるためのワークショップを行 いました。

ワークショップでは 、世 界 各 国 の抱 える課 題 の現 状 の写 真 を見 ながら、それぞれがどの SDGs

の課 題 に 対 応 しているのか 、グル ープで話 し 合 いながら 写 真 から わかる 世 界 の 現 状 を 分 析 し

ました。実 際 の課 題 と自 身 の話 し合 った内 容 を比 べ ると、各 国 はただ 一 つの課 題 だけでなく、
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複 合 的 に絡 まった 課 題 の 難 しさの 中 で、 国 際 支 援 をしている ことを 学 びました 。また 世 界 の さ

まざまな課 題 や S DGs の中 で何 を優 先 して 取 り組 んでいくのかを 、それぞれが考 え、グループ

ごとに発 表 する中 で、いろいろな視 野 で考 えることの大 切 さを学 びました。  

 

  生徒感想  

「大 きな課題 も一つ一つの小 さな目標 、課題 を乗 り越 えてい

くことで解決 できると思 いました。それには、小 さな事 でも一人

一人が感心をもつことで多 くを変 えていく原動力 となることを展

示やワークショップでの話 し合 いを通 して思 いました。国 と国

同士の協力 も、目の前の一人を思 って行動することから始ま

ると思います。自分にできることをやっていきたいです。」  

 

 

「日 本に住 んでいると貧困や飢餓など気 にせず快適 に過ごせ

ていますが、世界 に目 を向 けると日本 は本当 に豊かで平和な

国 だということを再認 識 しました。また、自 分 たち日本 だけが幸

せに暮 らせていたらそれでいい訳ではなく、他の国があってこそ日

本が豊かに暮 らせていると思 うので、貧困や飢餓など苦 しんで

いる人々のために今 の自分ができることを考 えてこれから行動 し

ていきたいと思いました。」  

 

E）  国 際 連 合 大 学 （渋 谷 区 ）  

 期 間  １２/１８（火 ）  

 参 加 者  １９名 （高 校 ３年 生 ）  

 目 的  

国 際 連 合 大 学 （以 下 、国 連 大 学 ）は、S DGs の全 ての分 野 にて高 い専 門 性 を持 ち、世 界

各 地 に研 究 所 を有 する。そのため、国 連 大 学 は地 域 の課 題 を解 決 する上 でグローバルなネッ

トワークとして重 要 な役 割 として機 能 している。今 回 は「国 際 貢 献 ・国 際 パートナーシップ」をテ

ーマに、ここに訪 れ SDGs 達 成 の鍵 である 17 番 目 のゴール「パートナーシップで目 標 を達 成

しよう」について 、 実 際 の 活 動 経 験 者 や 研 究 者 から、その 現 状 と 具 体 的 な取 り 組 みの 話 を 伺

い理 解 を深 める。  

 

 事 前 学 習  

出 発 前 の 事 前 学 習 と し て 、 国 連 大 学 と 現 地 で講 演 を 頂 く地 球 環 境 パ ー トナ ーシ ップ プラ

ザ（GE OC ）についてまとめたプリントを、参 加 者 に配 布 しま

した。参 加 者 には、プリントを読 み込 み、また QR コードから

それぞれの H P にアクセスして、興 味 が ある取 り組 みや質

問 事 項 を 整 理 し て 当 日 に 臨 み まし た 。 フ ィー ル ド ワーク 当

日 、渋 谷 駅 東 口 周 辺 に集 合 し、徒 歩 10 分 程 度 の道 のり

を 歩 き 、 国 連 大 学 に 行 き ま し た 。 国 連 大 学 で は 、 本 校 の

卒 業 生 でもある今 井 夏 子 氏 （国 連 大 学 サステナビリティ高
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等 研 究 所 ）より、国 連 大 学 の概 要 と「人 間 の安 全 保 障 」のために国 連 大 学 が行 政 や NGO な

どの機 関 と 連 携 を取 り組 んで 実 施 している 取 り 組 みを 伺 い ました。その後 、GEOC 職 員 の 山

口 史 子 氏 からは、地 域 の悩 み声 を拾 い上 げ、その解 決 に向 けて GEOC が地 域 と関 係 機 関

との架 け 橋 の役 割 を担 っている 具 体 的 な事 案 を紹 介 して 頂 きました。そして、 国 連 大 学 構 内

にある、図 書 館 やウ・タント国 際 会 議 場 、エリザベス・ローズ 国 際 会 議 場 を 見 学 しました。見 学

の 中 では 、 国 際 連 合 工

業 開 発 機 関 （UNIDO ）

で広 報 担 当 を 務 め る 中

山 綾 子 氏 に も 、 貴 重 な

お 話 を 伺 う こ と が で き ま

した。滞 在 時 間 ２時 間 と

い う 短 い 時 間 の 中 で 、

漠 然 と し た イ メ ー ジ が あ

った「パートナーシップ」の在 り方 が、具 体 的 な事 案 を聞 く中 でより明 確 になりました。  

 

  生徒感想  

「私 も卒業後は、様々な形で SDGs 達成に関わっていきたいと思い、今回の国連大学訪問

に立候補 しました。国連大学内で実際に働 く人 の話 を聞 く中で、貧困や飢餓などの問題 を解決

していくには、パートナーシップが大切だと実感 しました。特にシエラレオネの青年らが自 らグループを

結成 して、地元の人気アーティストやコメディアンと連携 を取 りながら紛争の再発防止に取 り組んで

いた話がとても印象的でした。その話 を受けて、ただじっと周囲からの支援 を待つのではなく、勇気 を

出 して自発的に様々な人々連携を取 り、行動 を起 こしてみることも重要なのだと気付 くことができま

した。」  

 

「この度 は、実際に国際分野で活躍する方々の貴重な話 を聞 くことができ、本当にありがとうご

ざいました。私は、このフィールド枠 を通 して、パートナーシップの本質に近づくことができました。パート

ナーシップとは、一方的な支援だけでなく、お互いの長所を生

かしながら短所 を補 っていく、対等な関係 をつくる中で生 まれ

るのだと思いました。また、国や行政 といったスケールの大 きい

繋がりも大切ですが、私たちが日常生活の中でパートナーシ

ップの理念 を持ちながら、身近な友人 と接 し、互 いに切磋琢

磨 していくことが、地域の課題解決 、世界平和 を実現 してい

くのだと捉えることができました。」  

 

F) 国 立 ハンセン病 資 料 館 （東 村 山 ）  

 期 間  ２／2（土 ）  

 参 加 者  １５名  （高 校 ２年 生 15 名  男 子 5 名  女 子 10 名 ）  

 目 的  

国 立 ハンセン病 資 料 館 並 びに多 摩 全 生 園 を訪 れ、ハンセン病 回 復 者 の方 との交 流 を通

して、ハンセン病 の歴 史 的 背 景 を 学 ぶとともに、人 権 を踏 みにじられてきた体 験 者 の痛 みに触

れ、自 身 の生 き方 や人 権 について考 え、深 める機 会 とする。  
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 事 前 学 習  

今 年 から参 加 対 象 が ２学 年 となったので、３学 期 最 初 の LHR で全 員 にＮＨＫスペシャル

「瀬 戸 内  ハンセン病 の島 の記 憶  大 島 青 松 園 」の前 半 部 分 を視 聴 し、今 回 のフィールドワー

クの意 義 を確 認 した。映 像 の後 半 は 各 自 の自 主 性 に応 じて視 聴 するように促 した 。今 回 は、

15 名 のエントリーがあった。参 加 予 定 者 とは２回 事 前 学 習 会 を行 なった。１回 目 は映 画 「あ

ん」の後 半 部 分 、2 回 目 は語 り部 「佐 川 修 さん」の記 録 映 像 を視 聴 するとともにハンセン病 の

概 要 や日 本 における差 別 の歴 史 がおさめられた学 習 冊 子 を読 み、ディスカッションを通 して学

び合 った。ハンセン病 に関 する基 礎 知 識 を踏 まえ、一 人 ひとりが現 地 でハンセン病 回 復 者 さ

んに伺 いたいことを考 えて当 日 を迎 えた。  

 

 行 程  

午 前 は、国 立 ハンセン病 資 料 館 の展 示 を見 学 し、日 本 にお

けるハンセン病 の差 別 の 歴 史 を 学 んだ。各 地 の療 養 所 で実 際

に使 わ れていた 生 活 道 具 や 患 者 さんがつ くっ た詩 や 陶 芸 作 品

を 目 の 当 たり し 、 出 口 の 見 えない 隔 離 生 活 の 厳 し さ とその 中 で

生 きる希 望 を持 ち続 けた患 者 さんたちの力 強 さに心 が震 え た。  

昼 食 は、多 摩 全 生 園 内 のお 食 事 処 「なごみ」 にて頂 いた。 ま

た、事 前 に 視 聴 した 映 画 「あん」の 撮 影 で実 際 に使 用 された 物

やポスター、 樹 木 希 林 さんのサイ ンなど 映 画 関 連 の 展 示 があっ

たので見 学 した。  

午 後 は「ハンセン病 回 復 者 と 話 す 会 」と多 摩 全 生 園 のフィー

ルドワークに参 加 した 。話 す 会 でお話 を 伺 った二 人 の 回 復 者 さ

んは、男 性 と女 性 で、 女 性 の方 は 家 族 が差 別 を受 けないように

自 分 の 故 郷 を 離 れ、 療 養 所 で つ け た 名 前 で 生 活 さ れて い まし

た 。 一 人 ひ と り に か け が え の な い 人 生 が あ っ た こ と 、 そ れを 踏 み

にじった差 別 が 現 実 にここ 日 本 で存 在 したの だというこ とに大 き

な衝 撃 を受 けた。差 別 に苦 しみ 続 けてきた回 復 者 さんの生 の声 に直 接 触 れ、生 き抜 いてきた

地 を自 分 の足 で歩 く中 で、生 徒 一 人 ひとりが人 権 という 問 題 と深 く向 き合 う時 間 となりました。  

 

  生徒感想  

「私がこのＦＷを通 して最 も心に残 ったことは、どんなに悲惨で過酷な状況下にあっても、自 ら仕

事 をして、思いを表現 しようと必死になっていたということです。いかに辛い環境でも希望 を見出 そう

としている姿に強 く心 を打たれ、学園の負 けじ魂にも通ずるものを感 じました。必ずこの経験 を活かし、

一人ひとりの思いに寄 り添 える強い看護師へと成長してまいります。」    

「回復者 さんとの懇談が心に響 き、明 るく前向 きに過去 と向 き合 っている姿に尊敬の思いが湧

きました。一言一言の重 さは僕 たちが何気なく話 している会話の何十倍にも感 じられ、回復者 さん

の手からは生 き抜いた苦労が、顔からは今 を楽 しんでいる喜 びが伝わってきました。桜の咲いた頃

に再び訪れたいです。」  
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6.  グローバルセミナー  

■目 的  

国 内 外 で活 躍 される有 識 者 ・学 術 者 ・本 校 卒 業 生 をお迎 えし、講 演 会 ・ 懇 談 会 を開 催 す

ることによって、 生 徒 がグローバ ル人 材 へと 成 長 するた めの触 発 の 機 会 と する。 一 貫 校 であ る

創 価 中 学 校 にも広 く公 開 する。  

 

■実 施  

2018 年 度 は 10 カ国 14 組 のゲストスピーカーをお迎 えし、グローバルセミナーを開 催 した。

（詳 細 は一 覧 表 を参 照 ）その中 から、以 下 ３つのグローバルセミナーについて概 要 等 を報 告 す

ることとする。  

 

 

 

◆李  成 鏞  博 士 （ニュージーランド／オタゴ大 学 国 立 平 和 紛 争 研 究 所 准 教 授 ）  

 開 催 日 ・会 場  2018 年 4 月 24 日 （火 ）・栄 冠 ホール  

 テーマ  紛 争 から平 和 への交 渉 と仲 介 ：難 題 の克 服  

 概 要   

李 博 士 からは、内 戦 や紛 争 に対 する 和 平 交 渉 について、具 体 例 を 通 して貴 重 な話 を 聞 く

ことができました。 世 界 の 複 雑 な 問 題 が 絡 むなかで紛 争 ・ 対 立 を 解 決 するには 、「 対 話 こそが

平 和 への交 渉 の鍵 である」とともに、目 前 の課 題 に粘 り強 く取 り組 み続 ける姿 勢 が 重 要 である

ことを学 びました。  

  生徒感想より  

・「今 までは新聞やニュースで見ていただけだった内戦や紛争について、それらを解決するにはどうし

たらよいか、とても貴重な話 を聞 くことができました。自分自身にこれから何ができるのかを深 く考 える

きっかけとなり、とても有意義な時間にすることができました。」  

№ 来校日 国名 来校者 役職等

1 2018/04/24(火) ニュージーランド
李 成鏞
（Dr. SungYong Lee）

オタゴ大学国立平和紛争研究所・准教授

2 2018/05/10(木) フィリピン
ゾシモ・バタッド
（Mr. Zosimo M. Battad）

イースト大学カロオカン校学長

3 2018/05/15(火) イタリア
クァットルッチ
（ALBERTO QUATTRUCCI）

聖エジディオ共同体事務総長

4 2018/06/12(火) ザンビア
ムビータ ンゴマ
（Catherine A. Mubita - Ngoma）

ザンビア大学看護学部長（創大看護学部客員教員）

5 2018/06/20(水) フィリピン
ウルドゥハ･テハダ
（Urdujah Alvarado Tejada）

国立カガヤン大学学長

6 2018/06/28(木) 中国 首都師範大・南開大・北京教育学院教員ご一行

7 2018/09/10(月) ベネズエラ
セイコウ・イシカワ
（Seiko Luis Ishikawa Kobayashi）

駐日ベネズエラ大使

8 2018/09/10(月) タイ
アヌチャート・プオンサムリー
（Dr. Anuchat　POUNGSOMLEE）

タマサート大学教育学部長

9 2018/10/23(火) フィリピン
クリソル・A・ブルーザ
（Dr .Crisol A. Bruza）

イースト大学人文学部長

10 2018/12/14(金) アメリカ
ロザリンド・ドリッサ
（Rosalind De Lisser）

カリフォルニア大学サンフランシスコ校臨床准教授（創大看護学部客員教員）

11 2019/01/16(水) 中国 首都師範大学初等教育学院・初等教育研究所ご一行

12 2019/01/18(金) 日本
正木　絵理
（Eri Masaki）

UNICEF公的ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ担当官（本校卒業生）

13 2019/01/28(月) ブラジル ブラジル創価学園教員研修団ご一行

14 2019/03/07(木) 日本
坂本　敬子
（Keiko sakamoto）

国連官民連携専門官（本校卒業生）
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・「今 日のお話 を通 して、自分の英語力 を鍛えたい、英語 を使 ってディスカッションをしたいと強 く思

いました。ニュースで紛争のことについて報道 されていても、課題が多すぎて無念に感 じてしまうことま

で深 くは感 じていませんでした。もっと多 くのことを知 りたい学びたいと思いました。」  

・「私がびっくりしたのは、紛争解決の仲介をして成功した例が、 20 ケースのうち  1  ケースほどの割

合だということを知 ったときです。また、『みな最初 は希望を持 ってくる。しかし、世界の複雑な問題に

関われば関わるほど自分が無力に感 じる』という李先生の言葉が印象的でした。またその一方で、

創立者の S GI 提言の 5 つの大事なポイントを教 えて頂 き、池田先生が何よりも大切にされてきた

『対話の道 』を進んでいくことが大事であると思いました。」  

・「私は『対話が平和への交渉の鍵である』という言葉が心に残 りました。紛争の仲介 というのは失

敗 した例が多いということを伺い、簡単な問題ではないということをあらためて認識 しました。しかし、

現実 を避けることなく目の前の課題に取 り組み続ける姿勢が大切だと思いました。また、李先生の

お話 を伺い、自身の英語力を更に高めていこうと決意しました。」  

・「コミュニケーションについては、人々がどのように情報 を受け取 り、理解 したかが大切だと思いまし

た。創立者の平和提言の 5 つのテーマについて、素直に学びたいと思いました。身近なことでも、

平和と関連性を見つけ出していきたいと思いました。」  

・「国 際平和や和平交渉の手順や問題点について、自分があまりにも表面的 にしか考 えていな

いことに気づかされました。一番印象に残 ったことは、和平交渉では『タイミング』というものが重要で

あるということです。全 てが人命のために行 ったことでも、タイミングを間違えてしまえば、和平交渉が

無駄になるということは考 えたこともありませんでした。初めて参加したグローバルセミナーはとても有意

義なものとなりました。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆セイコウ・イシカワ  氏 （ベネズエイラ・ボリバル共 和 国 ／駐 日 特 命 全 権 大 使 ）  

 開 催 日 ・会 場  2018 年 9 月 10 日 （月 ）・栄 冠 ホール  

 テーマ  心 の窓 をもう一 つ  ベネズエラ  

 概 要  

イシカワ大 使 からは、ベネズエラの豊 かな自 然 や社 会 の現 状 を通 して、「さまざまな窓 （視 点 ）

があることで真 実 の 姿 が見 える」とお話 があり ました。更 に大 使 令 夫 人 からは、ベネズエラで社

会 福 祉 事 業 と して 行 われている 無 償 の 音 楽 教 育 「 エル・シ ステマ」が 紹 介 され、 音 楽 を通 じ、

ベネズエラの子 とも達 が成 長 していく様 子 が 紹 介 されました。  

  生徒感想より  

・「私 はまず『心の窓 』というお話 しに感動 しました。窓があればあるほど真実が分かり、それが友情と

平和へとつながっていくということが心に残 っています。その窓 は、勉学 ・部活 ・委員会活動など、
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毎日の全てのことで作 られます。今 、私がすべきことに本当に気 を  抜かず、『全力 』で逃げずに戦

います。」  

・「特 に『エル・システマ』について興味 を持ち、すごく感動 しました。音楽で世界を変えられる素晴 ら

しさに深 く共感 しました。身分や立場に関係なく、全員が団結 し、一体性 を見出 している姿に感動

するとともに自分の部活への見方 も変わりました。目的観 を持 ってしっかり取組 んでいるのがすごい

なと思いました。ベネズエラにぜひ行 ってみたいと思いました。」  

・「大使 と奥様の学園生に期待を込める目差 しとあたたかい笑顔にお二人の人柄を感 じました。こ

れから自分がどのように誰 を救 って、自然 と環境 をどう守 り、人々の文化 を発展 させていくのか。そ

のために自分に何ができるかを問いかけながら、より深 く充実 した学園生活を送 り、ご期待に応えら

れる人材に成長していきます。」  

・「本 日の講演 を聴かせていただき、『心の窓 』をたくさん持 ち、事実の中から真実 を見抜 く力 を身

につけていきたいと思いました。私の実家のある沖縄では、基地問題や環境問題など課題がたくさ

んあります。その問題の中から真実 を読み取 り、沖縄や世界の平和 となる一歩 を踏み出 していきた

いです。自分の一歩が誰かの希望 となれる行動 を起 こしていきます。」  

・ 「 『音 楽 を奏 でて闘 え』というモッ トーのもと、音 楽教育 を大 切 にされていることが印象 的でした。

70％が貧困層であったり、障害のある人など全ての人が混ざりあっていて、『誰 も置 き去 りにしない』

精神が根付いているのだと強 く感 じました。私 も『他者 を尊敬する心 』忘れず進んでいきます。」  

・「大 使の『平和でないと文化の成長はない』とのお言葉が印象に残 りました。ベネズエラのエル・

システマの目的 は、社会で活躍する人 を増やすこと、コミュニティを広 げることだそうです。私たちはＳ

ＤＧｓについて学び、貧困や社会福祉へのアプローチを考 えてきましたが、エル・システマのような方

法は考えたことがなく、物事 を多角的に見る大切 さを実感 しました。学び続けることを忘れず視野を

広げて参 ります。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆正 木  絵 理  氏 （UNICE F 公 的 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌ ﾟ担 当 官 ・本 校 卒 業 生 ）  

 開 催 日 ・会 場  019 年 1 月 18 日 （金 ）・グローリーホール  

 テーマ  世 界 を舞 台 に働 くとは〜学 園 での誓 いを胸 に UNICEF を目 指 す〜  

 概 要  

正 木 さ んが 中 学 ３ 年 生 の 時 、 創 立 者 池 田 先 生 が 「 正 義 と 一 致 し た 実 力 を 持 て ！ 」と の 魯

迅 の言 葉 を通 してご指 導 くださったことを 励 みに、自 己 のキャリア形 成 を図 ってきたことを丁 寧

にご 報 告 くだ さい ました 。 さらには 、 UNICEF が子 ど もを 守 る ためにグロー バルに 展 開 す る 支

援 の取 り組 みや国 連 職 員 になるための 具 体 的 な過 程 について詳 しく説 明 してくださいました。  
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  生徒感想より  

・「自 分の将来について深 く考 える機会になりました。自分が今 、漠然 と抱いている夢は、具体的

にこういうことなのだということをよく考 えることができました。自分の限界までやってみるということを、今

から挑戦 していきたいと思いました。また、本気で将来に目 を向けて、今の自分にできること、そして

すべきことは何かを考え実行 していきたいと思います。」  

・「私 は今 まで漠然 と国連などで働いてみたいなとしか思 っていませんでした。しかし、今回のお話 し

を伺い、国際機関で働 く具体的なプロセスや、今できることは何かなどを知 ることができてとても参

考になりました。まずは、自分がどのようなことに興味があって、どのように働 きたいのかを考 えることか

ら始 めていきたいと思います。これから大変なこともあると思いますが、ぶれずに頑張れば夢に近づ

いていけることを正木 さんのお姿から学べたので、これから頑張 ります。」  

・「Who、What、How、Wher e の４つの視点から自分の目標をさぐることは、ともすれば抽象的に

なりがちな将来 を考える上で、とても重要な点だと感 じました。このような点から目標 を明確にもち続

けることがどんな状況におかれてもぶれない自分 を確立するために必要 だと感 じました。今回 、まず

今の自分 にできることを考 えるきっかけを頂 けたように思います。興味がある教育 ・心理学 ・人権 ・

安全保障に関するセミナーやボランティアに参加 してみようと思います。」  

・「自 分 の将来について悩んでおり、自分が興味のある国際分野の仕事に関するセミナーだった

ので参加 させていただきました。まず、私が驚いたのは、国連職員になるには、沢山のプロセスをふ

まなければならないということです。海外の大学を卒業すれば国連に就職できると思 っていましたが、

国連職員には専門性が必要であることを初めて知 りました。今回のセミナーを通 して、自分の学園

生活 も見直そうと思いました。」  

・ 「私 は将来 、世界 に視野 を広 げて働 きたいと漠然 と考 えていたので、今回のセミナーはとても参

考になりました。特に、今 の私 たちにできることは『学ぶ』ことだけでなく、『発 信 』していくこともできると

いう新 たな気づきがありました。本日教えていただいた『何 を』『何の為に』『どのように』『どの立場か

ら』という４つのアプローチで、自分なりに将来のことについて真剣に考えていこうと思います。」  

・「高 校卒業後の大学生活の過ごし方 、またその先 、どれくらい仕事で自分がやりたいことを追求

できるか不安 を感 じていたので、今回の正木 さんのお話 しを伺 えてよかったです。大学での４年間 を

確実に自分のキャリアにつなげていくために、私 も１年ごと目標 を明確にして、学業以外にもインター

ンシップなどに積極的に挑戦 していきたいと思いました。また、学園や大学での先輩方とのつながり

を大切にしていきたいと思いました。」  
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7.  語 学 活 動  

A) 英 字 新 聞 (GCP）  

 期 間  １１月 中 旬 ～３月 中 旬  

 参 加 者  ４１名 （１年 生 １３名  ２年 生 ２０名  ３年 生 ８名 ）（希 望 者 ）  

 目 的  

英 字 新 聞 の作 成 を通 し、英 語 力 ・発 信 力 を高 めるとともに、取 材 や新 聞 作 成 を通 じ、社 会

や世 界 との関 わり方 、情 報 活 用 能 力 、チームによる計 画 実 行 能 力 等 を涵 養 する。  

 事 前 準 備  

学 年 が 混 在 した ４～５名 ずつの８グル ープに編 成 。プロジェクト 全 体 を 統 括 する編 集 長 ・ 副

編 集 長 を定 め ました 。 第 一 回 の 講 義 で記 事 の内 容 をプレゼンするため、そ れぞれのグループ

で書 きたい内 容 を 検 討 し、発 表 の準 備 を進 めました。  

 講 義 内 容  

１回 目  １１月 １４日 （水 ）（２時 間 ）  

初 回 の講 義 はジャパンタイムズ 編 集 局 長 の大 門 小 百 合 氏 に担 当 していただきました。それ

ぞれのグル ープが記 事 の 内 容 を プレゼンし、 氏 から講 評 を 頂 き ました 。 講 義 では 、「 成 田 に 到

着 したばかりの外 国 人 に伝 わるように 書 く」との 、英 字 新 聞 の根 本 スタンスを 教 えて頂 きま した 。  

２回 目  １１月 １７日 （土 ）（２時 間 ）  

第 二 回 の 講 義 では 、 報 道 部 デス ク エデ ィター であ る 、 内 藤 陽 介 氏 を お 招 き し ました 。 英 文

記 事 を 書 く上 で重 要 な 、 取 材 の 仕 方 や 英 文 の書 き 方 を ご 講 義 頂 きました 。 一 人 称 は 用 い な

いことや、情 報 の出 所 を示 すことなど、客 観 的 に事 実 を記 述 する仕 方 を学 びました。  

３回 目  １２月 １９日 （水 ）（２時 間 ）  

ジャパンタ イムズ 編 集 企 画 部 ・ 部 長 の 松 谷 実 氏 に 講 義 を 担 当 して もらい ました 。 本 講 義 ま

でに生 徒 は記 事 の第 一 校 を 作 成 し、それに対 する 修 正 提 案 を行 って頂 きました。より 明 確 に

伝 えたいことが伝 わる文 章 を提 示 して頂 き、また読 者 の目 を引 くような熟 語 の使 い方 を学 びま

した。加 えてレイアウトの作 成 の仕 方 も教 わり、本 格 的 に新 聞 を作 成 する準 備 が整 いました 。  

４回 目   １月 ２４日 （月 ）（２時 間 ）  

週 刊 ST の高 橋 敏 之 編 集 長 が「改 めて考 える 英 文 ライティング」と題 して講 義 。ライティング

力 の 向 上 と し て 、 英 文 を 大 量 に イ ンプ ット す る 、 語 句 の 使 い 方 に 常 に 注 意 を 払 う 、 自 然 な 英

文 かどうか確 認 をするという三 点 を確 認 しました。  

５回 目   ３月 ９日 （土 ）（２時 間 ）  

ジャパンタイムズ の大 門 小 百 合 編 集 局 長 の担 当 で、 生 徒 版 とプロのチェックを入 れて 完 成

した版 を比 較 し、 英 文 ・見 出 しなどがどのように修 正 されたのか 解 説 を受 けました。かなり修 正

されている箇 所 もあり、簡 潔 に言 いたいことが 伝 わる英 文 に接 し、大 きな学 びを得 ました。  
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ＹＬＰ交 流 会  ２月 ２日 （土 ）  於 ：ジャパンタイムズ本 社  

本 年 度 は 、 英 字 新 聞 プロジ ェク ト（ ＹＬＰ ）を 行 っている 他 校

との交 流 が初 めて 実 現 しました。 今 回 は横 浜 雙 葉 高 校 との交

流 となり、 互 いに完 成 した新 聞 を見 せ 合 いなが ら、工 夫 した 点

や 苦 労 した 点 をプレゼ ン し 合 い まし た。 交 流 会 後 は ジャ パンタ

イム ズ 社 の 社 内 を 見 学 さ せて 頂 き 、メ デ ィア の 最 前 線 を 見 るこ

とで、キャリアについても考 える貴 重 な 機 会 となりました。  

 

＊完 成 した英 字 新 聞 は、10 .関 係 資 料 ③参 照  

 

B) イングリッシュキャンプ  

 期 間  １１／１０（土 ）～１１（日 ）の２日 間  

 参 加 者  ２３名 （高 校 １年 生 １４名  高 校 ２年 生 ５名  高 校 ３年 生 ４名 ）（希 望 者 ）  

 目 的  

創 価 大 学 に１泊 ２日 を英 語 のみを使 いながら過 ごし、最 新 の施 設 を使 用 しながら、英 語 コミ

ュニケーション能 力 の向 上 を図 る。また、留 学 生 との交 流 ・共 同 作 業 を体 験 する。  

 

 事 前 学 習  

参加者を２～３名ずつの９グループに編成しました。「留学生から見た日本」に

ついて留学生にインタビューを行うため、その下準備としてテーマ設定とそれに

基づいた質問を作成。「化粧の違い」「クリスマス」「バレンタインデー」「ゲーム」

「部活動」「民間療法」「祭り」など、生徒は多様なテーマを設定していました。  

 

 研 修 内 容  

１日目  

午 前 １ ０ 時 に 創 価 大 学 中 央 教 育 棟 に 集 合

し、使用するＳＰＡＣｅやワールドランゲー

ジセンター（ＷＬＣ）内の施設を見学。その

後、開講式を行い、創価大学のサミュエル・

ブルース先生より、ポスターを作る際のポイ

ントや、プレゼンテーションのスキルについ

て、アクティビティを交えながら講義してい

ただきました。  

午後からは６カ国・９名の交換留学生と交流をスタート。２～３名を１グループ

とし、各留学生の自己紹介や出身国の文化についてなどの話を聴きました。また、

生徒は準備をしてきた質問リストにそって留学生にインタビューを行い、「留学生

から見た日本」をについて情報を集めました。  
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その後留学生には、ポスタープレゼンテーションについてのアドバイスをする

「チューター」として、各グループ１名ずつ担当してもらいました。夕方からのセ

ッションは、発見・考察したことをＡ２サイズのポスターにまとめる時間とし、担

当留学生と活発に意見を交換しながら、マーカーで記入したり、色紙を使って視覚

情報を工夫して盛り込んだりして、ポスターを

作り上げていきました。  

 

２日目  

朝食をとった後、作業教室へ集合し、ポスタ

ーの仕上げや発表練習をしました。何人かの留

学生も集合時間より早く来て、学園生をサポー

トしてくれました。  

グループ内でのリハーサルを経て、午後、Ｓ

ＰＡＣｅに集合。広い空間にホワイトボードを

配置し、ポスターを掲示しました。本校卒業生

で 国 際 教 養 学 部 で 学 ん で い る 先 輩 方 も 駆 け つ

けてくれました。  

本番では、これまでの練習の成果を発揮し、

生 徒 全 員 が ５ 分 程 度 の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン と

質疑応答を英語でやり切ることができました。生徒は発表ごとに自信をつけ、最後

はどの生徒も堂々とプレゼンテーションを行っていました。  

閉講式では代表生徒の感謝の言葉の後、留学生からも、生徒の積極的な姿勢や生

きた英語を学べる取り組みが素晴らしい、と感想を話してもらいました。最後は留

学生とともに記念撮影し、充実の２日間の行程を終了しました。  

 

  生徒感想  

「先輩方や仲間と一緒にオールイングリッシュで過 ごす中で築いた友情や、夢 を語 り合 ったこと、

多 くの留学生から学んだことは、私の宝の思い出になりました。私は参加するにあたり、英語 を話す

ことに対 しての殻 を破ろうと決意 しましたが、この２日間で英語を話す力 を大 きく伸 ばすことができたと

確信します。」  

「１日目の反省を生かし、２日目の今日は積極的に留学生とコミュニケーションを取 ることができ、

自分の英語が伝わったときは本当に嬉 しかったです。１つの言語 を使えるようになることで、自分 の

心の中の世界が広がり、より多様な人々と友情 を築けることを改めて学びました。この２日間で学ん

だ多 くのことを、日々の勉学に反映 してきます。」  

「プレゼンテーションの準備 は直前までかかりましたが、本番では自分のある限 りの英語力を出 し

切 ることができたと思います。特に、原稿 として書 いたこと以外にも、追加 の説明 を自分の言葉で

言えたことや、質問に答 えられたことは大 きな収穫でした。しかし、自分の力 はまだまだなので、これ

からも、自分の可能性を信 じて英語力の向上に励んでいきます。」  
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8.  時 間 管 理 手 帳  

 目 的  

時 間 管 理 能 力 育 成 （タイムマネジメントの指 導 法 開 発 ）  

 

 実 施  

 SGH の取 り組 みの一 つとして、生 徒 の時 間 管 理 能 力 を育 成 し、 PDCA サイクルを習 得 さ

せる ため 、 時 間 管 理 手 帳 （ 以 下 、 〈 スコ ラ〉 ）を 全 生 徒 に 配 付 し て 活 用 して い ます 。 キャ リア 教

育 推 進 委 員 会 （月 1 回 程 度 開 催 ）での協 議 をもとに、学 年 ごとで計 画 的 に生 徒 への指 導 ・

激 励 を行 っています。  

今 年 度 入 学 した１年 生 （本 校 51 期 生 ）については、３年 次 の大 学 入 学 者 選 抜 試 験 の際

に、「 大 学 入 試 共 通 テスト 」が 開 始 されると ともに、「 主 体 性 等 を 評 価 する 」こ とを 目 的 と して 、

各 生 徒 のポートフォリオの記 録 を、高 大 接 続 ポータルサイト「 JA PAN e- Por tf ol io」経 由 で受

験 大 学 に提 出 することが本 格 化 すると想 定 されています。  

そこで１年 生 につ いては、 例 年 通 り、 入 学 前 に 〈スコラ 〉を 配 付 し 各 人 で試 行 さ せ、 入 学 後

に は 手 帳 教 室 を 開 催 し PDCA の 概 念 や 手 帳 の 利 用 方 法 な ど を 学 ぶ と と も に 、 新 た に

〈 Por tf ol i o  Note 〉を 併 用 し て 、 高 校 生 活 の 学 びと 活 動 の 記 録 を とら せるよ う に 発 展 的 な 活

用 を研 究 しました。毎 週 末 （金 曜 日 もしくは土 曜 日 ）の帰 りの SHR で〈スコラ〉の振 り返 りを記

入 、毎 月 第 一 週 の金 曜 日 の朝 の SHR で〈Portf ol i o  Note〉を記 入 するというリズムで、記 録

と 振 り 返 り を 図 り 高 校 生 活 の PDCA 化 を 推 進 し ま し た 。 そ し て 、 ３ 学 期 に は １ 年 生 全 員 に

「JAPAN e- Por tfo l i o」への入 力 を行 わせました。  

学 園 祭 では校 内 手 帳 甲 子 園 を実 施 し、第 ７回 手 帳 甲 子 園 東 京 大 会 （主 催 ： NOLTY プ

ランナーズ）に本 校 より 25 名 を出 展 。東 京 大 会 （2018 年 12 月 22 日 ／於 ：中 央 大 学 高 等

学 校 ）では、荒 井 花 菜 さん（2 年 ）が「手 帳 活 用 部 門 」において優 秀 賞 を受 賞 し 東 京 大 会 代

表 に選 出 されました。その結 果 、荒 井 さんは第 7 回 手 帳 甲 子 園 本 大 会 （2019 年 2 月 2 日

／於 ：ルミネゼロ）に出 場 し、「毎 日 PDCA 化 できる見 える化 された B OX 型 手 帳 」と題 してプ

レゼンテーションを行 い 、好 評 を博 しました。 荒 井 さんは昨 年 度 に引 き続 き 2 年 連 続 の全 国

大 会 出 場 となりました。  
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■〈スコラ〉効 果 測 定  

 NOLTY プランナーズが〈スコラ〉を活 用 している全 国 の生 徒 に実 施 した効 果 測 定 （ 2018

年 7 月 に実 施 ・153,180 名 が回 答 ）から、本 校 の傾 向 として以 下 のような点 がみえてきました。

効 果 測 定 では、 「手 帳 の 使 い方 で参 考 になっ たものはありますか？（複 数 回 答 可 ） 」との質 問

項 目 について以 下 のようなデータが測 定 されました。各 学 年 の経 年 変 化 を分 析 してみると、本

校 では 学 年 が上 がるに 従 って、 同 級 生 同 士 の 時 間 管 理 の 学 び 合 いが進 ん でいることが 分 か

りました 。特 に 、 今 年 度 の １年 生 は、 これまで以 上 に、〈 スコラ〉を活 用 させる機 会 を 増 やした こ

とにより、他 者 から 時 間 管 理 の 工 夫 を学 ぼ うと する意 識 が高 まった と 考 えられます 。 次 年 度 は 、

〈スコラ〉活 用 事 例 をＴＶ放 送 や掲 示 物 などを利 用 して、さらに効 果 的 に生 徒 に伝 えることがで

きるように工 夫 をしていきたいと思 います。  

 

  

〈51期生〉 2018年度
34.06%
(6.04%)

－ － － － 2018年度
30.96%
(16.85%)

－ － － －

〈50期生〉 2017年度
18.34%
(5.43%)

2018年度
13.68%
(3.39%)

－ － 2017年度
25.50%
(15.50%)

2018年度
48.02%
(17.94%)

－ －

〈49期生〉 2016年度
11.0%
(3.3%)

2017年度
14.60%
(3.46%)

2018年度
11.34%
(3.28%)

2016年度
29.6%
(16.85%)

2017年度
36.02%
(17.28%)

2018年度
42.39%
(16.16%)

1年次 2年次 3年次

「手帳の使い方で参考になったものはありますか？（複数回答可）」

先輩の手帳（上段：本校／下段：全国平均） 同級生の手帳（上段：本校／下段：全国平均）

1年次 2年次 3年次
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9.  評 価 と分 析  

Ａ）  アンケートと分 析  

 ■生 徒 対 象 のアンケート  

2018 年 5 月 と 2019 年 2 月 、S GH 活 動 に関 するアンケートを全 校 対 象 に行 ったところ、

以 下 のような結 果 が得 られました。  

現 在 の高 校 3 年 生 は、高 校 １年 次 から SGH 活 動 が始 まり、高 校 ３年 間 を通 して S GH 活

動 を行 った初 めての学 年 になります。 そして今 回 は現 ３年 生 の入 学 年 からのアンケート結 果 と

の比 較 を行 いました。  

 海 外 へ の 志 向 性 、 語 学 へ の 意 欲 の 変 化 、 協 働 能 力 、 寛 容 性 を 問 う 質 問 に つ い て は 、

SGH に認 定 されて以 降 過 去 行 ったアンケート結 果 との比 較 を 行 っています。  

  

 ● 海 外 への志 向 性 、語 学 への意 欲 の変 化  

SGH 1 年 次 から 3 年 次 にかけて、留 学 を希 望 する生 徒 が 全 校 の７割 以 上 を高 い割 合 で

推 移 しています。  

また、S GH 活 動 に３年 間 取 り組 んだ現 ３年 生 の入 学 時 からの結 果 をみてみると「 留 学 をし

たいですか」との問 いに対 し、「あてはまる」と答 えた生 徒 が S GH 活 動 を始 めた高 校 1 年 次 の

5 月 から 2019 年 2 月 にかけて 18 ポイントも増 加 しています。S GH の活 動 の中 で、留 学 がよ

り身 近 に現 実 的 に感 じられるようになってきたことがわかります。  

 

ま た 将 来 、 海 外 で 活 躍 す る 仕 事 に つ き た

い と 考 え る 生 徒 の 割 合 も 、 SGH の 活 動 を 始

めてから 15％程 度 増 加 しています。  

 

さらに 語 学 試 験 に 積 極 的 な 生 徒 が、 全 体

の 8 割 を超 えるようになっています。 2015 年

度 に S GH アソシエイト校 に指 定 され、英 検 の

受 験 料 の 助 成 が 行 わ れる よ う に な っ た こ と が

2014 年 から 2015 年 へかけての増 加 の一 因

としてあげられます。また 2015 年 から 2016
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※カッコ内 は合 格 者 数  

年 への増 加 の一 因 は S GH の活 動 が始 まり、語 学 力 の重 要 性 の認 識 が高 まったことによると

考 えられます。   

ここ 5 年 間 の英 検 １級 、準 １級 の受 験 者 数 の伸 びが、明 確 に生 徒 たちの積 極 性 の向 上 を

あらわしています。ＳＧＨアソシエイトになったのが 2015 年 ですので、S GH になったことで、生

徒 たちが世 界 に羽 ばたく力 をつけたいと意 欲 的 に取 り組 んでいることがよくわかります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●身 につけてほしい能 力 や資 質 の定 着  

学 校 全 体 で地 球 的 問 題 ・課 題 への興 味

や 理 解 は 確 実 に 浸 透 し て い ます 。 下 の グ ラ

フの通 り、2018 年 5 月 と比 べ 2019 年 2 月

に は す べ て の 学 年 で 70 ％ を 超 え る 生 徒 が

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」 と

答 えており、S GH での活 動 が生 徒 たちの興

味 や関 心 を引 き 出 し 、具 体 的 な学 びにつな

がっていることがわかります。  

 

 他 者 と の 協 働 性 を 問 う 質 問 に つ い て

は、SGH の活 動 が始 まったばかりの 2016 年 5 月 とそれ以 降 を比 べると、「できた」と答 えた生

徒 が 18％から 30-40％前 後 に増 加 したことがわかります。 また「どちらかといえばできた」を合 わ

せると 8 割 を超 えたまま推 移 しています。創 価 高 校 生 は SGH の活 動 を通 してこうした能 力 を

醸 成 できたと考 えられます。  

また 、 現 ３年 生 を 見 る と 、85 ％を 超 え る 生 徒 が 協 働 能 力 に 自 信 を つ けて い ます 。 仲 間 と の

協 力 無 くしては成 り立 たない、SGH の活 動 の中 で伸 ばした力 です。  

以 上 の結 果 から、３年 間 の S GH としての活 動 を通 し、生 徒 たちが世 界 をより身 近 に感

じ、世 界 を舞 台 に活 躍 する 意 欲 が 高 まっているとわかります。また、 高 校 生 として、 今 は語

学 を身 につけようと強 く動 機 付 けされていると言 えます。  

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

準１級 67(6) 127(13) 204(23) 272(32) 258(25)

１級 1(0) 6(1) 18(4) 16(1) 15(0)
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以 下 の質 問 への回 答 も、対 話 文 化 を基 調 とした本 校 らしい 寛 容 性 を反 映 して比 較 的 高 い

傾 向 にあります。一 方 学 年 別 にみると、１年 生 のうちは傾 聴 や他 者 への理 解 に難 しさを感 じる

生 徒 もい ますが、３年 生 では 95％の 生 徒 が「 あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答 え

ています。3 年 間 のＳＧＨプログラムを通 し、GC P やグルーバルセミナーなどで多 様 な意 見 に触

れたことが増 加 の一 因 と考 えられます。  

 

次 のグラフは、１年 次 から SGH の活 動 に取 り組 んできた 現 3 年 生 の対 話 力 ・コミュニケーシ

ョン能 力 と問 題 解 決 能 力 の２年 間 の推 移 です。特 に３年 次 の「Final  Pr o jec t」に取 り組 んだ

あとの 2019 年 2 月 のアンケート結 果 では、「自 分 の意 見 を筋 道 立 てて、わかりやすく話 すこと

ができる」「さまざまな課 題 に取 り 組 むにあたって、情 報 や意 見 を論 理 的 に分 析 している 」の問

いで「あてはまる」と答 えた生 徒 が 10 ポイント以 上 も増 え、「Final  Pr oj ect 」を通 して３年 間 学

んできた言 語 技 術 のスキルを更 に高 め ることができたと考 えられます。  
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以 上 のように３年 間 の取 り組 みを通 して、海 外 への志 向 性 と語 学 への意 欲 が向 上 し、論 理

性 、 協 働 性 、 寛 容 性 を高 めることが できました 。来 年 度 以 降 も継 続 して 取 り 組 むと共 に 新 カリ

キュラムへの導 入 を検 討 して参 ります。  

 

 保 護 者 対 象 アンケート  

2018 年 2 月 （回 答 者 数 665 名 ）、2019 年 2 月 （回 答 者 数 639 名 ）の保 護 者 から得 ら

れたアンケートの回 答 をまとめ、以 下 のような結 果 が 得 られました。  

 

【2018 年 2 月 結 果 】  

 

【2019 年 2 月 結 果 】  

 

以 上 の 結 果 から、「言 語 技 術 を磨 き 、地 球 規 模 課 題 の解 決 に取 り 組 む能 力 を育 成

する 」とい う 本 校 の ＳＧ Ｈプログラ ムへ 取 り 組 む こと で 、 生 徒 たちは 自 身 の 成 長 を 実 感 し

ていると言 えます。  
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いずれの問 いについても、「よくあてはまる」「あてはまる」と答 えた保 護 者 の割 合 が、 2019 年

度 にかけて増 加 する傾 向 がみられました。  

 

  回 答 の詳 細 と分 析  

   

「SGH 活 動 について、家 庭 で話 題 になることがある」との問 いに対 し、「よくあてはまる」「あて

はまる 」 と 答 えた 割 合 は、 男 女 共 に 半 数 を 超 え ました 。 学 校 生 活 につ いてあ まり 家 で話 さな く

なる年 齢 ではありますが、半 数 を超 える生 徒 が家 庭 で S GH のことを話 題 にしています。  

 

「SGH 活 動 について、子 どもが意 欲 的 に取 り組 んでいる」という問 いに対 し、もっとも良 い評

価 となったのは１年 生 の女 子 です。 73％の保 護 者 が意 欲 的 な取 り組 みを実 感 しています。１、

２年 生 では男 女 での意 欲 の差 があり、 SGH 活 動 を全 校 としてより活 発 にするカギが、男 子 生

徒 の取 り組 みにあることを感 じさせます。一 方 ３年 生 では、「よくあてはまる」「あてはまる」と答 え

た割 合 は 男 女 でほとんど 変 わ りませんでした。 ３年 生 は ファイナ ルプロジェクトに 全 員 が 取 り 組

んでおり、その様 子 を参 観 した保 護 者 が生 徒 の意 欲 を強 く感 じたのではないかと考 えられます。  
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 「SGH の取 り組 みを評 価 する」という問 いに対 しては、いずれの学 年 も 90％以 上 の保 護

者 が「よくあてはまる」「あてはまる」と回 答 しまし た。保 護 者 から見 て、 S GH の取 り 組 みは総 じ

て高 く評 価 されています。今 年 度 は GC P 企 画 を、保 護 者 にも公 開 したことで、多 くの保 護 者

の理 解 が得 られたことも一 因 と考 えられます。  

 

B) 中 間 報 告 会 ・活 動 報 告 会 ・評 価 （声 ）  

SGH 中 間 報 告 会  

 11 月 24 日 （土 ）13 時 30 分     会  場 ：創 価 高 校  CALL 教 室  

【式 次 第 】  

一 、校 長 挨 拶                    塩 田 校 長   

一 、言 語 技 術 報 告                    恒 岡 教 諭 ・永 嶋 教 諭  

一 、GC P  報 告                江 添 教 諭         

一 、GLP  活 動 報 告               生 徒 代 表         

一 、ポスターセッション  ※FW 実 施 報 告   生 徒 代 表          

一 、講 評                          飯 田 順 三  創 価 大 学 法 学 部 教 授  

一 、閉 会 宣 言                    中 川 学 園 長    

 

 

  【講評】  飯田順三  創価大学法学部教授  

大学で国際法を専門として教えている関係か ら、今日のポスターセッション、発表は大変興味深 くき

かせていただきました。  

最近大学で、法学部だけでなく、経済学部の I P、国際教養学部など、いろんな学部の学生さんと、

英語でやり取 りする場面が多 くなりました。振 り返れば 5 年前、 SG HA の時に私が出前授業したメンバ

ーが、今大 きく成 長している姿をみるにつけて、我が子を見るような気持ちで感動しています。今日の報

告を拝見 しても、着実 に地力をつけてきているなと感じます。外部の評価、結果 もあるでしょうが、まず

持 って申 し上げたいのは、自信 をもってこのプログラムを推進 していっていただきたいと思 います。先生

方、大変な時間を使われているかと思いますが、その分生徒たちの力は確実 についてきていると確信し

ていただきたいと思います。また、みなさんがテーマとしている、核廃絶問題や戦争 といったものは、現
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在直面 している、かつ今後取 り組まなければいけない重要な課題、地球規模課題であると同時に、自

分の身近な問題であることを忘れないでください。みなさんが活躍する 1 0 年後、 2 0 年後 に課題 に確実

に課題 となる、今後の日本で避け られないのは、外国人の受け入れです。日本国内在住の外国人は

ここ数 年で急速 に増えてきていますし、今後 も増加傾向になることが予想 されます。 このような時代にあ

って、グローバルな人材 とはどのようなものか、改めて問い直したいと思います。  

文科省でも、グローバル人材の定義は述べられていますが、時代によって変化する、定義しづ らいも

のとされています。それは、時代、地域のバックグラウンドによって変わるものであるからだと思います。  

その中で、地域のグローバル人材、人のグローバル人材 というものがあると思います。例えばある地

域では、団地の半数以上が外国人 という状況 です。団地で集まっても半数以上の方が外国人です。

そういった中でどうコンセンサスをとるのか、そのような人たちとどの ように交流するかが大きな課題 となっ

ています。これと同様の問題全国 に広がる可能性があります。さらに、受け入れた外国人が定着し、日

本人と婚姻する可能性 もあります。両親が外国人でありながら、外国人でない人が増えていく。この問

題は、皆さんの取 り組みの延長線上に必ずある。 このような時代に、先んじてこういったテーマについて

議論していることは大変素晴 らしいですし、高校生活で、落ち着いた学びをできるのは素晴らしいことだ

と思いました。  

言語技術の授業も、 SD Gs カードゲームも、大学で実施して広めたい気持ちでいっぱいです。 アカデ

ミックにクリアに伝えたいというのが、言語技術の重要なところです。次に必要な部分は、自分の言いた

いことをわかってもらう技 術だろうと思 います。はっきりと伝 えているつもりだが、意味が不明。「言語明

瞭、意味不明」と、大学のアンケートで書かれたことがありました。こういった部分は、言語技術の先に

ある、 レトリックな部分ではないか と思います。そのベースとなる言語技術を高校時代 に行なっているの

は素晴 らしいことです。  

日本が急速にグローバル化している。国内での外国人交流 においては、自分の意思を明瞭 に伝えな

いといけないし、他者を思 うマインドを持 っていかないといけないと感じます。創価高校の SGH の取 り組

みは、客観的な評価に落 とし込んで、外部の方にもみていただく工夫があれば、さらに広まっていくでし

ょう。また、こういった教育を受けた人材を、創価大学に送 り込んでいただいていることに心か ら感謝した

いと思います。今日はありがとうございました。  

 

  アンケートより  

１ ， 言 語技術の取組みについて  

・他教科 との連携もきっちりとされていて、学校全体としての取 り組みはすばらしかった  

・日本語 と英語の往還 トレーニングは、従来の国語教育 と英語教育の課題をカバーする教育 方法

であると感 じた  

２ ， G C P の取組み、生徒発表について  

・ SD Gs カードゲームについて、大変興味深 く感 じた。本校でも取 り入れられたらと思った  

・ SD Gs カードゲームを他校の生徒と一緒 におこなったり、また国連を通じて世界各国で共有したりす

ることも考えられるのではないか  

３ ， G L P の取組み、生徒発表について  

・堂々 と発表する姿に、学びに自身をもっている様子を感じ取 った  

・おのおのの取り組みをよくコンパクトにまとめていてとてもわかりやすかった  

４ ，ポスターセッションについて  

・ポスターが大変見やすく、 発表の姿勢 も素晴らしかった  

・質問 に対する返答が誠実で、 よく熟 考 していることがわかった  
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５ ， ファイナルプロジェクトと高 大接続  

・自分が何を体験 し、何を考えたのかがよく伝わってきた。それだけ、内容について自発的 に取 り組

んできたのだと感じた  

・あれだけの内容について英語で堂々と発表する生徒のレベルの高さに驚いた  

 

SGH(最 終 )活 動 報 告 会  

 2 月 16 日 （土 ）13 時 30 分    会  場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホール  

【式 次 第 】  

一 、校 長 挨 拶                    塩 田 校 長    

一 、２年 生 ＧＣＰ報 告                  生 徒 代 表 ・小 松 教 諭  

一 、GC P・言 語 技 術 ＦＰ報 告        恒 岡 教 諭 ・宮 尾 教 諭 ・江 添 教 諭   

一 、GLP  活 動 報 告            生 徒 代 表 ・石 野 教 諭   

※GLP の取 り組 みと学 校 設 定 科 目 、出 前 授 業 報 告  

一 、講 評 ならびに挨 拶             村 上 清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐   

一 、閉 会 宣 言                      中 川 学 園 長  

 

  【講評】  村上清  岩手大学学長特別補  

本日は素晴 らしいプレゼンテーションありがとうございました。  

午前中か ら各クラスのディベートやポスターセッション、SD Gs ゲームをしている様子を見させていただき

ました。今年で 3 年目の SGH、初年度から創価高校にかかわっていますが、 3 年経 って、 ただ単に英

語を学ぶだけではなく、 世界の問題に対して学校全体で良 く取 り組めている様子が伝わってきます。 ま

た、世界の諸問題に対する意識が命の中に隅々まで入 り込んでいる状況になっているのではないかと感

じています。  

言語技術 とは、言い換えると g l o b a l  c om m un i c a t i o n のスキルをつけていることにつながると思います。

どのような場 所でも、相手に話をどのように伝え、理解をさせ、納得をさせ、相手 に行動を促せるかが、

世界で必要なコミュニケーションスキルです。これを培っていくことが大切であると感じます。  

GL P の授業は様々な手法 を用いて問題分析 を行 っています。高校生の うちに学習や分析の手法を

身につけ、実際に自分たちがそれを体験 していくことが将来 に向けても大切 になってきます。  

F P でも話 に上がっていましたが、世界規模課題 SD Gs に関して調べていく、 SD Gs を中心に物事を考

えていくことは非常に重要なものの捉えかたです。企業 も SD Gs を中心に様々な取 り組みをしています。

高校生たちが SD Gs に関 する取 り組 みを展開していくことは非常に大切なことであり、 これか ら大学や社

会にでたときにも必要な力だと思います。  

サンフランシスコにあるローザパークス e l em e n t a r y  s c h o o l では日本語、スペイン語、英語で教育をして

います。日本語の授業は日本語で行っていますが、習っている人 に日本人はほとんどいません。 どんな

人種であっても同じ教育をしていく、 一人も差別せず置き去 りにしない、まさに SD Gs が目指 している教

育をしている学校です。差別をなくす運動、それを学んでいくことも世 界規模課題の解決には大切なこ

とです。今回の創価高校のリサーチや活動の中にも同じような理念が根ざしているなと感 じました。  

最後の英語でのプレゼンも素晴 らしかったです。 n u c l e a r  d e t e r r e nc e と言われますが、核を取 り巻 く問

題 に対して世界は今まさに動いています。軍縮の話題 として、ロボットによる兵器 をどの ようにしてなくし

ていくかも今話題になっていることの一つです。技術の発展はひとりでに進 んでいってしまいますが、その

技術の発展が人を殺す開発 につながってしまうこともあります。 A I を駆使 して作 られた兵器や、電子的

な攻撃をどのように抑えていくか も考える必要が出 てきています。 r o b o t i c  w e a p o ns に関しても学んでもら
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えたらと思います。  

SGH の取 り組みが 3 年経過して、一人ひとりが世界の問題を自分のものとしてよくとらえられるように

なっていると思います。一番大事なのは、教員が一生懸命頑張っているということです。その上で、生

徒一人ひとりが、学園から卒業した後、 S GH の取 り組みで学んだ「ひとりで何でもやっていく力」「社会

にでても挑戦していく力 」をずっと持てるかどうかが問われています。一人ひとりが、サポートがなくても、

新しい道を切 り拓いていく、 すなわち、「負けじ魂」 を胸 にどう自 分の道を切 り拓いていくかを、今後考

えていく良いタイミングなのではないかと思っています。  

これかれも、私自身も、皆さんと一緒に新しい人材 を育てていきたいと思います。この先の 2 年間も

SG H としてぜひ頑張 ってもらえたらと思います。本日はありがとうございました。  

 

アンケートより  

１ ， 言 語技術の取組みについて  

・G C P のプログラムと教科が連動している、教科横断型の取 り組みが出来ていることが見事だと感じ

た  

２ ， G C P の取組み、生徒発表について  

（ １ 年 S DG s カードゲーム）  

・ SD Gs 実現のためには国際的な協力が必要であるということを楽しく学べる良い機会だと思った  

・生徒がリーダーとなって全 て進行しクラスも積極的に楽しんで取 り組む姿に感銘を受けた  

（ ２ 年 人権ディベート）  

・全員がみな良い顔をして発表していたのが印象的だった  

・生徒の姿を通して、物事に対して単純に感覚的 に議論するのではなく、多方面に見 て考え自分 と

しての意見を持つことの大切さを実感しているようだった  

（ ３ 年ポスターセッション）  

・全員参 加のポスターセッションで生徒一人一人 が物怖 じせず英語 で堂々 と発表する姿 に頼 もしさ

を感じた  

・ポスターや発表内容の進歩を目の当たりにし感心 した。世界的な問題 をテーマに主体的 に考える

とともに、意見を交え多様な視点での捉え方を身につけている取 り組 みであると感 じた。  

 

C) 運 営 指 導 委 員 会  

第 一 回 運 営 指 導 委 員 会  

 日 時 ：2018 年 11 月 24 日  

 参 加 者 ：飯 田  順 三  創 価 大 学 法 学 部 教 授 ／佐 藤  悟  外 務 省 参 与  

 中 西 、中 川 、塩 田 、久 保 、谷 （記 録 ：今 野 ）  

―― S GH というものも、看板というよりは、様々なことに挑戦できるつばさをいただいたようなきもちで

いる。S GH もいよいよ折 り返しとなった。これまで積み上げて来 た学びの手法は続けていきたい。それを、

今後学校 にどの ように残していくかが課題。  

（飯田教授）以前、 GL P の授業で世界人権宣言 について 4 回ほど行 った。正直高校生 と思って、

かなり初歩的なことを用意していったら、レベルが高 くておどろいた。高いレベルのものを教えていけばさ

らに吸収していけると実感した。プログラムに関係 している部分、特に GL P については、高校で学んだ

分を大学で単位にふりかえられるようにしたらどうか。そうすれば、生徒のモチベーションにもなる。早 く単

位を取っていけば、自由に使える時間がふえるはず。実際、今の創価大学で、 G C P をやっている生徒
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は、夜遅 くまで授業をしているので、アルバイトも何 もできない。シームレスに高大の教育をつなぐ何かを

しなければいけないと思 う。  

――与えたものをどんどん吸収するというのはよく分 かる。SGH の取 り組みの中で知ったのは生徒の可

能性の大きさ。ここまで高校生にできるのかと強 く感じた。３ 年ほど前から、中学校、小学校でも A L な

ど、授業の形態が変わってきた。本校の SGH の取り組みも探究的で、基本的に生徒主体。与える分

だけ吸収するので、その中で学べる可能性の大きさが計 り知れない。 どこまでやっていてあげたらいいの

か。  

 

（飯田教授）やはり体力が違う。大学生でもこうはいかない。一週間海外 に行 って帰 ってくると言 う

のは、大学生でもかなりつかれる。高校生だからできることか もしれない。  

――海外か ら帰ってきた翌日の授業でプレゼンをやっていた生徒がいたことにびっくりした。  

 

――今日の午前中は G C P 企画だったが、 GC P リーダーが説明し運営。教員は主導しない。生徒

が、各クラスの特徴に合わせて運営を考えている。生徒主体の形で学び合いをさせている。  

（飯田教授）上手いクラスは、Y o u Tu b e  で SD Gs のショートムービーを見せているクラスもあった。最

終的な落とし方が、先生方のやり方 とともに、生徒 に任 されている印象があった。  

――生徒主体のやり方は、関西校から学んだ手法。初めて関西校でみたときはおどろいた  

――教師 よりも生徒のほうが、なんでも吸収できる。関西校は G RI T という代 表生徒を集めてやって

もらうようにした。すると、生徒のやる気も吸収力 も高 く、そういった困難 を乗 り越えていく。周囲の生徒

もそれをみているので、食いつきもちがうことを実感 した。東京校では、 1 年生からリーダーになってやっ

ているのに感心した。  

 

（佐藤参与）今日、生徒 さんのプレゼンをみて、大変 よくできていると思 ったが、頭だけで考えてい

て、現実 との乖離している部分を感 じた。そういった点 についてコメントすることは可能かもしれない  

―― F W では、現地で発表することなどもしているが、大事なことは、何を学んだか、よりも何を体験

したか、ということ。 実感する場を提供していただけるならありがたい。  

 

――これまでも外交官の方にお話しいただ く機会があり、世界 に目を向ける機会 となった。多 くの先

輩方も来 てくださっている。そういったお話をしていただければありがたい。  

――今日のプレゼンを聞いていても、向学心、吸収力がどこまでのびるのだろうと思った。生徒の可

能性の大きさを考えたとき、高校教員の知識の範囲をこえる部分を学びたがっている。そういった部分

を、外交官の方や大学教授 といった外部の識者の方々の話をきけるチャンスをあたえれば、突き抜けた

生徒が出てくるのでは。外部の識者の方を積極的 に受け入れられるシステムがつくられればすごい学校

になるのでは。  

 

（飯田教授）高校 と大学の学びの連続性を考えても非常 に重要な点だろうと思 う。ロースクールも

5 年構想になってきている。在学中 に司法試験を受けられるようになる。そうなると、言語技術を受けて

いることを前提として授業できたら、論理的思考力 をもった前提でカリキュラムを組むことができる。法学

教育に最適なことを高校でやってくださっている。高校、大学、職業への連続性ができていく。文部科

学省の第 9 回有識者会議でのコメントのなかに、教えている教員の先生方の変化をどう見るか、どう評

価するかが大事との言葉があった。それをどう客 観的に評価するのか、できたら良いのではないか。この

指標を問 うてくるのではないか。突き抜ける生徒が出てくることで、教員も変わらなくてはならなくなる。
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どのように教員が変わったか、客観的評価が大事かと思 う。  

 

――構想調書に教員の変化を書かなければならなかったので、英検 ２ 級 以上の取得者数だけ入れ

た。 これ以外に評価できるものがあればお示しいただければありがたい。  

（飯田教授）参加する教員のモチベーション、 教員が参加したことでどう意識が変わったかをもう少

し丁寧にみていきたい。普段の授業にどう生かされているのかといったルーブリックを先生方にお配 りして、

定期的 に処理し、統計処理してはどうか。そうすると、教える側・教 えられる側の両方を評価している

ことがわかってよいのでは。先生方自身が、取 り組 みの成果をかんじられるルーブリックをつくれたら良い

のでは。そうすると方向性 もわかり、先生方 もより積 極的になるのでは。  

 

――現在、各担任が、言語技術の授業に入 っている。それを各教科 に活かし、 A L、ディスカッショ

ンなどでより高い質の教育活動ができるようにという方 針。実際各教科のどのような場面で活用できたの

か、事例を集めている。  

（飯田教授）共有の場は設定されているのか  

――アンケートで集約している段階。  

全先生 方が言 語技術の授業 を受けていることは画期的だと考 えている。創価大学 学士課 程  佐 藤

ひろこ先生か らも、 こんなに先生方が協力的 に、一緒 に入 って勉強 されているのはすごいとのコメントを

いただいた。  

――現在、小学校・中学校で言語教 育を行なっている。現在高校で行なっている授業を中学校 に

落とせる。 そうすれば、高校ではより高 度なことをできるのではないかと考えている。  

中学校でも言語技術を教えられる生徒が 4～ 5 名いる。大きな流れになるだろう。  

――技術的なことは中学までにおわらせて、高校では、文学、哲学、社会問題などについて議論で

きるようにしたい  

（佐藤参与）英語でも行 うのか  

――中学校でもやっているが、母国語で獲得することがまず大事といわれているので、小学校では日

本語でやって、中学校で英語でも同 じ様にやっている。そういったことが、英検のライティングやリスニン

グに活用 されている。 この小中高の流れで言語運用能力を高め、日本語、ひいては英語でもディスカ

ッションができるようにしていきたい。  

――英語のライティングも変わってきている。英語の作文についてはネイティブにもチェックしてもらって

いる。今までは日本語でもパラグラフをかけない、パラグラフの構造も知 らなかった。現在は、日本語で

パラグラフの書き方を徹底的にやっているので、そこから TS や C S などの構造を、気をつけて書けるよう

になったとネイティブが話 している。英語ができないのか、論理的に考えられないのか が、明確に分けて

指導できるようになったというフィードバックがきている。  

（佐藤参与）大変にすばらしい。 G L P , GC P に取 り組んだ結果、進路に結びついた実績はあるのか  

―― G L P 4 年目になるが、中心に核問題をすえている。核関係のことを突破口に、いろんなことを学

んでいる生徒 も多い。現在、 S U A 中心 に国内外の学校に進学している。  

―― G L P は先駆的な授業を行い、学校全体に広めることが使命だった。言語技術 も、 G L P で先に

実施し、その後カリキュラムに取 り入れた流れがある。現在の流れについてはどうか。  

――現在は、核を軸 にしながら、多面的な内容を研究、発表している。  

基礎的なものを 1 学期に学んだ。被爆地でどの ような教育が行われているかをフィールドワーク調査

した上で、 1 2 月 に中学生 に授業を行 ってもらう予 定。 もっとも学習効果が高いのは「人 に教えること」

を実践するため、自分たちが学んだことをまとめ、 A L の手法も取 り入れながら授業を組み立 てている段
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階。G L P は 2、3 年生希望者の選抜授業。年によって学年バランスは違 うが、異学年が混ざることで、

互いに刺激があり魅力的だと感じる。  

 

（飯田教授）テーマが核兵器 という、日本の立場からすると大変 に難しい課題。 さまざまな国の立

場など抱えるジレンマについて考えさせるとしては良いテーマだと思 うが、 どこまでをゴールに設定するか

が難 しい。  

――実は今日ポスターセッションをやったのは FW 参加者で、夏に３ 回 程度単発で勉強しただけの

生徒たちだった。 GL P 生は１ 学 期間を通して学習 しているので、持っている情報量の差は歴然。この

情報量の格差をどう埋めるかが課題。  

（飯田教授）カリフォルニア FW のポスターをみていると、理想を追い求めている様な印象を受けた。

逆に、もっと現実を知 らせてあげれば、生徒たちもさらに高いところまで昇華して考えるだろう。現実を伝

えていくことも、 難しいが、大事なのでは。  

―― G LP をやっていて面白いのは、生徒たちも最初は核廃絶ありきで始まる。それが 2ー3 ヶ月 経つ

と、核抑止論 っていいんじゃないかという議 論になる。そこか らなぜ核兵器はだめなのか、という思索を

深めていくのが恒例 となっている。その部分では狙い通 りだと感じている。  

ただ、この内容を FW といった短期的な学習させ、発表させようとすると、知識不足、現実をしらな

い、英語力不足等で苦 しくなってしまう子がいる。 それをどこか ら解いていくか、グローバルな問 題 をテ

ーマとして設定するときの難しさを感じている。  

 

（飯田教授）進路の話で行 くと、 G LP １ 期 生の子では看護学部に行 った子 もいる。世界にいくだけ

でなく、自分の適性を考える思考力を身 につけていると感 じる。自分で考え、興味をみつける能力が高

くなっている。  

――進路でも、 S U A だけを考えていた生徒が、核廃絶問題 について学ぶ中で、「この国を本当に変

えるためにはどうしたらいいのか」と本気で悩み、東京大学 に進学 した生徒 もいる。また、 F W で海外大

学の生徒、教授と交流する中で多様なオプションを知ることができ、「なぜ S U A がいいのか」を客観的

に考え直す機会 となっている。  

 

―― G C P の全体企画担当の教員からも一言お願いします。  

――学期 に 2 回程度実施している。生徒主体のため、その程度が限界。いろんなテーマでディスカ

ッションしたり、ロールプレイをしたりなどしている。 3 年生は模擬国連を中心 に実施 している。  

（佐藤先生）S DGs カードゲームを、国連を通じて、世界のさまざまな学校でやってもらってはどうか。

さまざまな場面で活用してもらえると思 う。  

（飯田教授）第二回の有識者会議でも「 S GH で大事なのは外に開かれていくことだ」とある。 たと

えば他校や企業 と連携して、S DGs カードゲームを外 に展開するのは手ではないか。クローズだった高校

が外 に開いていくことも一つの成果になるのでは。  

――今、地元の小中学校にも広めていくことができないか、市の教育委員会等 に働きかけている。

まずは一貫校内で連携 し、 より良い形にしていきたい。  

創価大学では、外部への発信とともに、海外大学 との連携はどのように進められてきたのか。  

（飯田教授）草創期だと、基本は、教職員の個人的な人脈 で広がってきた。各学部に主導権を渡

して広げていっていた。しかし最近は広げすぎて、収集がつかなくなってきた。現在は、グローバルコア

センターに集約し、 ここを通さないと実施できなくなっている。広げた人脈を整理整頓 している現状。  
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――相互のメリットがないと成 り立 たないのでは。創価大学の提供しているメリットは何か。  

（飯田教授）授業料免除、宿泊費免除など、ギブアンドテイクの関係で行なっている。 ただ、そう

いった関係が成立 していないところも多い。実際、 アメリカにいきたい大学生は多いが、あちらか ら来た

い生徒が少ないなどの理由でギブアンドテイクがうまく成 立せず、受け入れてくれる大学がすくないのが

実情。もしやるなら、生徒をうけいれるということは、こちらからも人を出せるということ。高校としては可

能なのか。  

――やっていきたい気持ちはやまやまだが、なかなか難しい。外に開いていくという道は、生徒 にとっ

てはプラスだろう。 こちらのかかえるリスクと、 創価学園のもつ特殊性が一般の海外の生徒にどう受け入

れられるかが心配。  

（飯田教授）ゼミにも中国からの留学生が多 くいるが、彼らは静かに聞いている。ただ、あまりこちら

側の立場で話すと引いてしまうだろうから、中立の立場で話すことを心がけている。大学は学問の自由

が保障 されているのである程度自由 に話すことができるが、高校はカリキュラムがあり、 ある程度話すこ

とのできる制限がある難しさがある。一方で異質なものをうけいれることはリスクが大きいが、 1 8 歳 くらい

になると思考ができるので、かなり良い刺激になっているだろう。難しい問題も乗 り越えられる。  

 

――関西 創価校の運営指導委員会で、「異質なもの と交わらせることの重要性」が話題 となった。

高校 という画 一的な世界の中で、多様な価値観 を持つ生徒同士が交流することで現実 を見つめ、自

分 らしさをどう構 築していくかが重要だろう。 もうひとつは、外国のメンバーと出会 った時の語学の問題

がある。実際、海外から来たメンバーはイベント型では対応できるだろうが、日常に入 った時 に、英語で

他教科の授業を受けられるのか。それをフォローするだけの学校の力がないので、そこが躊躇するところ。

うけいれた生徒をどうケアするのか、システム化していかないといけない。  

――本来なら、今日の GCP 企画に留学生がいるだけでさまざまな考え方が出てくるはず。生徒にと

ってもきっと大きな学びになるだろう。 別科生 にきてもらうという企 画は今もある。  

（飯田教授）別科生で１ 年 間やっている学生はなんとか日本語の授業についていけている。バック

グラウンドで日本語が出来 ている学生 をターゲットにしていくの も手では。小学校か ら日本語 をやってい

る国 もある。  

 

――中国、上海の甘泉外国語学校との交流も行 っている。日本語教育を重視してやっているので、

受け入れることはできるだろうが、今度はこちらか ら生 徒を送 ることは課題がある。異質 と交わる、という

のは勇気がいること。  

――関西創価校での留学生交流はどのようになっているか。  

――留学生 4 0 名程度来 てもらう。 留学生に母国のプレゼンテーションをしたあと、生徒 たちが学ん

だことをプレゼンする。その上でひとつのテーマについて英語でディスカッションする。高校 １ 年生の希望

者が参加する。最初 中学校 １ 年 生 で簡 単な交流 をはじめた。 その後、小学校、高校 もやり始 めた。

今は２ 日 間がかりで留学生 に来てもらってやっている。 その中で生徒も大 きく変わって来 た。留学生交

流をやった瞬間は、英語学習への意識が高まるが、忙 しい中でだんだん下がっていってしまう。そのタ

イミングでカンフル剤を入れられればと思っている。  

――今年、初めて別科生交流を 2 年生が学年全体で実施。 S DG s カードゲームや模擬国連を一緒

に実施できたら面白いのではないかと思った。  

 

第 二 回 運 営 指 導 委 員 会  

 日 時 ：2019 年 2 月 16 日  
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 参 加 者 ：：村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐 ／佐 藤   悟  外 務 省 参 与 ／飯 田  順

三  創 大 法 学 部 教 授   

 狩 野 、中 川 、塩 田 、久 保 、谷 、佐 々木 、石 野 、永 嶋 、江 添 （記 録 ：吉 澤 ）  

 

（飯田教授）中間評価では、プログラムの連続性、評価をどのように客観的 に測るのかの２ 点が課

題にあがっていた。文科省が見 ている視点に、①学習させた評価をどのように見える化 していくか、②学

習後 どれだけの成果が上がっているかの ２ 点があげられる。探求型の学習は、 どの視点で評価をすれ

ば良いかわかりづらいのが現状であり、 英検などの資格試験の合格者数などを評価の基準 として提出

している状況がある。生徒がつけた力をどう評 価するか、探求型学習の連続性をどう持たせるかを課題

と考え、本日の Ｇ Ｃ Ｐ 企 画を振 り返った時、国際問題の探究学習 をテーマにしている一方で 2 年次の

人権ディベートの論題が国内の実名報道 について取 り上げているところに、 テーマの一貫性が見 えにく

いのではないか。  

――探求 に関しては、今後は探求科の設定を通して、普通の授業の中で行っていきたいと思 ってい

る。  

（飯田教授）創価高校の SGH のユニークさはどこにあるのか。  

（村上指導委員）広島や長崎 を軸 にした平和学 の追求だとありきたりになってしまう感が否めない。

一方で核兵器廃絶のテーマは一般的な議論 に埋まりかねない。  

（飯田教授）はっきり申し上げてしまうと今のプログラムにユニークさを感 じられない。ハイブリッド型

の国際法など、核兵器の問題は新しい段階 に入 っている。現状、正当論・人道論で回答しているとこ

ろを見ると g e n e r a l になっていると言わざるをえない。創価高校のユニークさをどこにもっていくかというの

は今後の課題になるのでは。  

―― G L P 生は核廃絶について詳しく学んだプロセスがあり、発表にあったような結論 にたどり着いてい

る。今までの「学び」の問題は、このプロセス自体を学んでこれなか ったこと。G L P の取 り組みでは、核

廃絶までのプロセスを詳しく学べたことがよかったと思っている。  

 

（ 佐 藤 参 与 ） 言 語 技 術 をもう少 し拡 大 して、 村 上 指 導 委 員 の 講 評 にもあったとおり、 Gl o b a l  

Co mm u n i c a t i o n  Sk i l l の学習を取 りいれたらどうか。（案： G CP ,  G LP ,  G l o b a l  C om m u n i c a t i o n  S k i l l で

3 つの G など）言語技術 とは論理的 にどう説 得するかの視点のみに偏る。たとえば、世の中ではイスラ

ム原理主義などいくら論 理的な話をしても話が通 じない人 たちもいる。違 った価値観をもった人 とどの よ

うに対話をしていくかのスキルが大切になってくる。 G l o b a l  C o mm u n i c a t i o n  Sk i l l の視点で言語技術を発

展させていかれれば良いのではないか。たとえば、創価大学 に留学している異文化バックグラウンドを持

つ人たちとのコミュニケーションを経験する場面を作 ってあげられたら良いのでは。  

（村上指導委員）アメリカ文化的なコミュニケーションスタイルや中東やヨーロッパのスタイルなど、コ

ミュニケーションにも様々な形態がある。それぞれの文化によってコミュニケーションのスキルは違ってくる。

多種多様な文化 にどう対 応 するか、適応ができるかどうか。国際 社会や国連でもその力が問われてい

る。 どう n eg o t i a t e していくかを学んでいかなければいけない。  

 

（佐藤参与）多様性が今世界ではテーマになっている。多様性の中でいかにコミュニケーションをと

っていくかが重要である。  

（村上指導委員）言語技術を G l ob a l  C om mu n i ca t i o n  S k i l l と名 称を変え、多種多様な文化を知る

こと、文化の違いの探求することにも視点をおいていかれれば、経済格差の学習になどにも持って行 くこ

とができ、一貫性 をもった流れもでるのでは。異文化の違いを学び、異文化交流の摩擦を乗 り越えた
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社会をどうつくるのか、などの探究性があっても良いのではと感じる。  

（飯田教授）言語技術 という単語は残しても良いのではと思 う。コミュニケーションは伝達能力であ

るが、言葉は技術であるという発 想がある。技術 的な側面での言語なのだというところと推 していくこと

は、特色があるのでは。  

 

（村上指導委員）言語のスキルを重要視 していくことは大切。コミュニケーションをとるための手段で

ある言語というのは変わらない。次の段階として、その「言語」を手段としてどう展 開していくか というの

を考えたい。異質なものに出会ったときに、言語技 術をもとにどの ように対応できるかが大切。  

――技術はあっても問いを深めるクリティカルに考え能力がないと厳しい。技術 としての問いの立て方

の力も必要。海外の g l ob a l  c o mm u n i c a t i o n において言語 と論理的思考以外に大切なことはなにか ？  

（佐藤参与）異文化理解、人間力を磨 くこと、 忍耐強 く聞 く力が重要。  

（村上指導委員）聴 く力を培 うことは大切。聞いてあげることはどの国でも大切。つまり相 手から考

えを引き出してあげる力を身につけたい。  

 

（飯田教授）m o n o - c u l t u r e 的な日本文化であるので、異質な違 った価値観に対して同調してしまう、

反論できない。文化の違いをどう具 体的な場面で生徒 に理解 させるか。もしイスラムだったらどうします

か、など、生徒に「違い」に気づかせるアプローチが必要。  

――違いに対する免疫、違いを経験することを高校時代にできたら良いと思 う。  

（飯田教授）通信教育を例にあげると、世代の中での違いを感じる場面もたくさんある。スクーリン

グで高校生を入れる先行単位認定が可能か ？  

――通教生向けに生徒が発表できる機会を設けたら良い交流になるのでは  

 

（村上指導委員）創価大学の GCP 最終プレゼン、大学生のプレゼンの中にも高校生がはいってい

かれれば良いなと感 じた。高校生の部という形で大学生 と共 に学ぶ機会 も作 っていかれたら、可能性

を探っていかれたらと思 う。  

―― S P AC e で学園生が学びの発信をしていかれたらという構想は当初からあった。  

（村上指導委員）それを実行できたら、お互いの刺激になるのではないか、高大接続にもつながる。

少 しでも純粋培養ではない形、環境 にいさせてあげることが大事。 もう少 し外の風を入れて、そこに対

応できるくらいの力をつけることが大事。  

 

――ポスト S GH を考えた時、海外 との交流が条件 にあるが、 学園 にとっては課題 となっている。  

（飯田教授）海外 との交流に関しては慎重にいかないといけない。海外交流は青年期にとってはい

ろんな意味で大きな刺激 になっていく。  

（村上指導委員）もう少し f l e x i b l e な考えを取 り入れた方が良い。高校生にいろんな経験を積ませ

たほうがもっと大きく成 長できると思 う。  

―― G C P で創価大学からの留学生との交流を行った。皆、平和を希求している中で、同質の集まり

の中での学びの深まりに課題を感 じることもある。 どうしたら異 質なもの と交流できるのか。場のセッティ

ングで高校生 にできることのアイディアがあれば。   

（佐藤参与）自分がある条件におかれた場合 どうなるのだろうと想像 することは大切。 SD Gs の課題

をたくさん抱 えた国をピックアップして、 あなたがその国の高校生だとしたらどう行 動 しますか ？ などの課

題設定 を行 ってみても面白いのでは。各大使館 を訪ねて話 を聞いたりすることもできるのでは。若 手の

外交官に話をしてみるなども良い。 3～ 4 人でひとつの国を研究して大使館を訪ねて交流してみるなど。 
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――実際 にわれわれの考えを大使館にぶつけてくるのも高校生 として大切なのでは。  

 

（飯田教授） i n t e r n a t i on a l  s c h o o l との交流もできないか。地域密着型の中心的な存在 になるので

は。所沢や I C U などの i n t e r n a t i o n a l  s ch o o l があげられると思 う。  

――言葉は技術なのだという視点は良いのではないかという話があったが、技術獲得が目的化 して

はいけない、いかに活用していくか というところが重要だ と感じている。創価高校では既存の言語技術の

プログラムを学校カリキュラムを考慮して再編しているが、技術の精選やプログラムの再編が必要だと感

じている。異質なものとの対話となったときにどのように言語技術で対応していくかを考えたい。小中との

連携を通 して、高校では技術を生かしたディスカッションなどに力をいれていきたい。学園生内でも、い

ろんな意見が飛び交 うディスカッションなどを通した経験をもっと積 めたらと感 じている。  

（佐藤参与）目標はコミュニケーション。その中にはロジックもあればエモーションもある。ロジカルに

ものをいうのはコミュニケーションの基本なので大切にしていかれたら良いのでは。  

（村上指導委員）まずはロジック、その上で応用 として違 うコミュニケーションの取 り方があるのだよ

ということを学 んでいかれたらよいのでは。異文化コミュニケーションは実体験の中で身につく。まずはベ

ース、話 し方の技術をしっかり覚える。本来は小さい頃から学んでいくべき。その上で、高校生での展

開として違 うバックグラウンドを持つ人とコミュニケーションをとらせることから学びがあるのでは。  

 

（佐藤参与）各種言語構造によって考え方やコミュニケーション技術の違 いがある。  

――言語技術の先にある何かを身につけさせたい。技術は使えることに意味がある。言語技術 を使

えるような場面を設定していかれたら良いと感じているが、高校の授業の時間内ですべてを行 うのは難し

い。逆算して言語教育 に早期か ら取 り組んでいくことが必要だと感じる。学園での対話は、決まった答

えの中でのみんなの意見交換という側面がある。その場でも言語技術 を活用しながら、 よりレベルの高

いコミュニケーションを図れる場が作れたら良いなと思 う。  

（村上指導委員）外の世界の人と話すことで自分の力を試すことができるのでは。一般 社会のなか

にはいっていくことが大事。いろんな社会の同じ世代のひとと話したときに自分を再認識できるだろう。  

 

（飯田教授）グローバル人材 とは何か。最終的 に決議をしないといけない場面で何かを作 り上げら

れる力をもっている人のこと。具体的な解答をまで、身近なテーマでも、最終的な案を提示できる会話

の流れを鍛えられたら良い。「書 く」に関しては司法試験の解答などの完成系の文章を見せることでロジ

ックの通った文章はどうなっているのかを学ことができるのでは。  
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10.  関 係 資 料  

①  ２０１８年 度 カリキュラム表  
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②  目 標 設 定 シート  
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③  英 字 新 聞 （ＧＣＰ）  
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